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執着求愛～一途な御曹司の滴る独占欲～










プロローグ




　ベッドの上で小さくみじろぐと、スプリングの軋きしむ音がかすかに聞こえた。

　アルコールのせいで少しぼやけた視界に映るのは、ベッドに横たわる私を見下ろすひとりの男の人。

　黙っていれば近寄りがたく感じるほど男らしい端整な顔だちに、百八十センチを超える長身。大人の魅力があふれる彼に見つめられ、体の奥が熱くなる。

　彼と別れてから三年間、私はこの人をどんなに忘れようとしても忘れることができなかった。

　彼の肩越しには、高い天井が見えた。そして、キラキラと輝く美しいシャンデリアも。

　一般庶民の私にはまったく縁のない、高級ホテルのスイートのベッドルーム。

　豪華なこの空間は素敵すぎてなんだか現実味がない。

　こんな場所でずっと忘れられなかった元カレとふたりきりでいるなんて、私は夢を見ているのかもしれない。

　酔った頭でそんなことを考えながら、私はこちらを見下ろす彼を見つめる。

「雅まさ文ふみ……」

　心の中で何度も繰り返してきたその名前を三年ぶりに声に出して呼ぶと、それだけで私の心臓はきゅんと締めつけられた。

　彼の名前を口にするだけで愛おしさが込み上げてきて、悔しくなる。

「まどか」

　そんな複雑な気持ちでいる私に雅文は甘く笑いかけ、ベッドに横たわる私の足元に腰を下ろした。

　男らしい長い指が、私の足首に触れた。その指をぼんやりと目で追っていると、雅文はベッドの上に投げ出された私の足からパンプスを抜き取る。

「まどかは変わったな。俺と付き合っていたときは、こんなヒールのあるパンプスを履いていなかった」

　雅文は、手の中にある華きゃ奢しゃで大人っぽいデザインのパンプスを見下ろしながらそう言った。

　その言葉に私への独占欲がにじんでいるような気がして、慌てて目をそらす。

「雅文と付き合っていたのは三年も前のことなんだから、当たり前でしょ」

「当たり前？」

　雅文は視線をパンプスからこちらに移動させ、首をかしげた。

「三年もあれば、誰でも変わるわ」

　なるべく素っ気なく聞こえるように、必死に動揺を隠してそう言った。

　そんな私を見つめながら、雅文は綺麗な口元を歪ゆがめるようにしてどこか寂しげに笑う。

「確かに。あの頃より髪も伸びたし大人っぽくなった」

　三年前は肩につくかつかないかくらいの長さだった髪は、今では胸のあたりまで伸びていた。シーツの上に広がったゆるく波打つ私の茶色の髪を見下ろして、雅文はわずかに眉をひそめた。

「……俺がいない間に、悔しいくらい綺麗になった」

　その言葉に驚いて上半身を起こすと、雅文は手に持っていた私のパンプスを無造作に放り出す。

　ピンクベージュのパンプスは、柔らかなカーペットに落ちて力なく転がった。

　床の上に倒れたそのパンプスを見下ろしていると、ぎしりとスプリングが軋み、視界がなにかに遮られた。

　それが雅文の体だと気付いたときには、もう唇が重なっていた。

「ん……っ」

　偶然再会した昔の恋人を酔った勢いでホテルに連れ込むなんて、どうせ欲望を発散させるための道具のように扱われるんだろうと思っていたのに、雅文のキスは驚くくらい優しかった。

　唇をいつくしむようについばまれ、一瞬離れては角度を変えてまた重なる。

　お互いの気持ちを確かめ体温を分かち合うような甘いキスに、幸せだった三年前を思い出して勘違いしそうになる。

「まどか」

　耳に馴な染じむ低く艶のある声で名前を呼ばれ、心の中の天てん秤びんの針が『好き』と『嫌い』の間で激しく揺れた。

「雅文……、私、酔ってる」

　たくましい胸を押し返しながら言い訳するようにつぶやくと、雅文は「わかってる」とうなずく。

「酔っているまどかをホテルに連れ込むなんて卑ひ怯きょうだってこともわかってる。それでも、どうしてもまどかを抱きたかった」

　欲望を隠そうともしない色っぽい声を耳の中に吹き込まれ、体の中心が甘くしびれた。

　三年前、私はこの人に裏切られ傷付けられた。その傷は今でも癒えることなく胸の奥でくすぶっているままだ。それなのに、どうしてこんなに心を揺さぶられてしまうんだろう。

　私の体を知り尽くした指は的確に弱いところをなぞり、緊張で強こわ張ばる私を色っぽくたぶらかすように快楽で溶かし、開いていった。

「や、雅文……っ」

　声をこらえることもできずただ喘あえがされているのが恥ずかしくて、いやいやとシーツに後頭部を擦こすりつけるように首を横に振る。

「まどか、かわいい。口では恥ずかしがっていやがるくせに、体は素直に反応するところ、あの頃と変わってない」

　愛おしそうな甘い表情で見つめられたら、勘違いしそうになる。

「そういうこと、言わないで」

　乱れた吐息をもらしながら潤んだ瞳で睨にらむと、私に覆いかぶさる雅文は眉をひそめ切なげな視線をこちらに向けた。

「……俺にしろよ」

　感情を押し殺した低い声に、私は「え？」と目をまたたかせる。

「浮気をするような最低な男はやめて、俺にしろよ」

　吐き捨てるようにそう言うと、雅文は私の腰を掴み、力強く抱き寄せた。

「最低な男って……？」

　雅文はなにを言っているんだろうとたずねようとしたけれど、そのまま深く貫かれた。一瞬息が止まる。

　三年前、彼と別れてから誰にも触れられていなかった体を強引に押し開かれ、激しい快楽に目がくらむ。

「あ、んん……っ！」

　唇から、甘えるような短い声がもれた。

　恐る恐る目を開ければ、自分の白い太ももの間にしなやかに鍛えられた腹筋が見える。

　記憶の中の姿よりさらにたくましく魅力的になった彼に、愛おしさと同時に嫉妬が込み上げる。

　私と別れてからの三年間。雅文はこの整った顔で、艶のある声で、たくましい体で、いったいいくつの恋をしてきたんだろう。

「は、キツ……っ」

　私の奥にまで体を沈めた雅文が、眉をひそめてそうつぶやく。もらした吐息の色っぽさに、胸の奥がうずいた。

「雅文……っ」

　たまらず名前を呼ぶと、黒い前髪の間からこちらを見つめる強い視線に絡からめとられる。

「まどか、好きだよ」

　体を繋げたまま愛しむように頭をなでられ、乱れた呼吸の合間にささやかれ、涙があふれそうになった。

　この優しい手も甘い言葉も、本気じゃない。ベッドの中だけの戯れだ。そうわかっているのに。

　三年前、私を騙だましあんなにも深く傷付けたこの人を、今でも泣きたいくらい愛おしいと思ってしまうなんて、私はなんてバカなんだろう――。










一夜の過ち




　目を覚ますと、光沢のある純白のシーツが見えた。

　窓から差し込む朝の光を反射する眩まぶしいくらいの白に、違和感を覚える。

　あれ、私の部屋のシーツは綿の生成りのはずなのに。

　そう思いながらぼんやりと手のひらでシーツをなでてみる。つるつるとした高級感のある手触りを確かめているうちに、ある光景が脳裏によみがえってきた。

『まどか……』

　私に覆いかぶさった雅文が、わずかに眉をひそめ色っぽい表情で名前を呼ぶ様子を思い出して、一気に頭に血が上る。

「どどどどどどうしよう……っ！」

　待って、落ち着けまどか。とりあえず昨日のことを思い返してみよう。

　そう自分に言い聞かせ、深呼吸を繰り返す。

　昨夜は金曜で翌日は休みだからと、会社の近くの馴染みのバーにひとりで行った。ちょっと納得のできないことがあって、カウンターに座った私は顔見知りの店員さんに愚痴っていたんだっけ。

　そうしたら偶然元カレの雅文に再会して、驚いて取り乱す私を彼は強引にホテルに連れ込んで……。

　あぁ、このあたりからアルコールのせいか、記憶が曖昧だ。

　この状況はもしかして、三年前に私を捨てた元カレと酔った勢いで一夜をともにしてしまった……？

　いや、ただホテルに泊まっただけでなにごともなかった可能性もある。

　そんな一いち縷るの望みをかけて恐る恐るベッドの脇にあるゴミ箱を覗のぞいた私は、そこに捨てられていた開封済みのパッケージに頭を抱える。

　シンプルなデザインのそれは、明らかに間違いを犯した証拠だ。しかも開封済みのパッケージはひとつじゃない。

　ベッドの上でがっくりとうなだれると、おぼろげだった記憶がよみがえってくる。

　酔った私をベッドに寝かせ、パンプスを脱がせた雅文。

　そのまま覆いかぶさり、ベッドの上で二回。それから体を洗ってやると言われ雅文に抱き上げられてバスルームに移動して、そこでもいろいろされて、濡れた髪を乾かす暇もなくベッドに戻って……。

　一夜の過ち、なんて言い訳が苦しく感じられるほど何度も雅文に抱かれてしまった。

　なにやっているんだ、私は。もう穴を掘って地中深く埋まりたい気分だ。酔いがさめ冷静になると、ものすごい後悔と自己嫌悪が湧き上がってくる。

　どうしよう。いったいどんな顔で雅文に会えばいいんだろう……。

　頭を抱えた私は、はっとする。

　そういえば、雅文はどこにいるんだろう。

　顔を上げ、辺りを見渡したけれど、広いベッドが中央に置いてあるこのベッドルームに私以外の人影はない。

　しばらく息を潜めていると、かすかに水音が聞こえた。

　あ、きっとシャワーを浴びているんだ。

　そう思った私は慌ててベッドから飛び起き、床に落ちていた自分の服を拾う。

　雅文と顔を合わせるのはものすごく気まずいし、なにを話せばいいのかわからない。

　動揺のあまり変なことを言って墓穴を掘ってしまいそうな気がするから、雅文がシャワーを浴びているうちにこのまま帰った方がいい。

　昨日はお酒に酔ったせいで判断力が落ちていたんだ。これは事故だと割り切って、なかったことにしてしまおう。

　そう決めて私が急いで服を着ていると、バスルームへと続く扉が開いた。

　ぎくっとして顔を上げる。そこにはバスローブを羽織った雅文がいた。

　襟元から覗くたくましい胸板や、湿って黒く光る髪。洋服を身に着けた私を見てわずかにひそめた眉。すべてか色っぽくて心臓が跳びはねる。

　表情を強張らせた私を見て雅文は大きくため息をつき、床に転がったままになっていたパンプスを拾い上げた。

「まどか。俺になにも言わずに逃げ出す気だった？」

　手の中で私のパンプスを遊ばせながら意地悪な声で図星を指す雅文に、私はぐっと言葉に詰まる。

「き、昨日は酔っていたの。雅文だってそうでしょ？」

　そう言いながら私が視線を泳がせると、雅文は真っすぐにこちらを見据え「俺は違う」と否定した。その真剣な表情に呼吸が苦しくなる。

「俺は酔ってなかった」

　そんなこと言わないで。勘違いしそうになる。酔った勢いでも一夜の気まぐれでもなく、雅文が心から私を欲しいと求めていたんじゃないか、なんて都合のいい解釈をしてしまいそうになる。

　そんなこと、あるわけないのに。

「……帰る」

　未練を振り払うように短く言って立ち上がったけれど、私の靴は雅文の手の中にあることに気付く。

　一瞬どうしようか迷って、かまわずそのまま帰ろうと決めた。ベッド脇に置いてあったタオル地の白いスリッパを足先にひっかける。

　客室のスリッパは使い捨てだから、履いて帰っても問題ないだろう。

　私はバッグを持つと、雅文の横を通り過ぎた。

「ちょっと待てよ」

　私を引き留めようとした雅文の言葉を無視して、客室の出口へと走る。

　ここまでむきになって逃げられるとは思っていなかったのか、雅文は一瞬虚をつかれたようにポカンとした後、私を追いかけようとした。

「『伊い野の瀬せコーポレーション』の御曹司が、そんな恰好で廊下に出るの？」

　出口のドアに手をかけた私が振り向いてそう言うと、雅文はバスローブ一枚の自分の体を見下ろして足を止める。

　その隙に私は廊下に飛び出し、全力疾走でその場から逃げ出した。

　ホテルのエントランスを抜け、ようやくほっと息を吐く。外に出て後ろを振り返ると、そこには立派で豪華なホテルがそびえ立っていた。

　自分のお給料では一生泊まることのない高級ホテルだ。

　さっきまで、あの上層階のスイートルームにいた。あんな場所で雅文に抱かれたんだ……。

　付き合ってもいない女と一夜を過ごすためにこんな素敵な場所を用意してくれるなんて、さすが伊野瀬コーポレーションの御曹司だな。と小さく笑ってから、どうしようもなく寂しくなった。

　まるで魔法が解けたシンデレラみたいだ。

　雅文は手の届かない存在なんだ、住む世界が違うんだと、改めてつきつけられたような気がする。

　見上げた五月の青空の眩しさのせいか、まぶたがじわりと熱くなり涙が込み上げてきそうになった。

　私は慌ててうつむき、息を吐いてから歩き出す。

　緑の葉を茂らす街路樹の下を歩いていると、ふわりとコーヒーの香ばしいにおいが鼻孔をくすぐった。

　顔を上げると国内外のブランドショップやレストランが入った新しい商業ビルの一階に、私の勤める会社が手掛けているコーヒーショップが見えた。

　高級感の漂う街の雰囲気に馴染んだ『INO'S COFFEE』というシンプルでモダンなロゴ。私と同じくらいの年齢の女性が、店名のロゴの入ったカップを持って通り過ぎていく。

　彼女の姿をぼんやりと目で追ってから、私は小さくため息をついた。

　私が勤める伊野瀬コーポレーションは、日本全国で展開しているINO'S COFFEEというカフェチェーンで有名な会社だ。

　もともとは今から五十年前にコーヒー豆の輸入商社として設立された。その後、業務用のコーヒーマシンや焙煎機の販売を始め、現在ではコーヒー以外の食品も取り扱っている大企業だ。

　私、広ひろ瀬せまどかは六年前に伊野瀬コーポレーションに入社し、カフェ事業部に配属された。店舗と本社の橋渡し役であるスーパーバイザーになるための研修を受け、そこで同期の瀧たき内うち雅文に出会った。

　同い年で気が合って一緒にいると楽しくて、自然と惹かれ合って恋人になった。幸せだと思っていた。

　それなのに、今から三年前。私はずっと雅文に騙されていたんだと知った。

　彼は自分が伊野瀬コーポレーションの御曹司だということを隠して私と付き合い、なにも知らずに心から愛されていると信じきっていた私を陰で笑っていたのだ。

　本当に好きだったからショックだった。

　どうしても許せなかった。

　三年経たった今でも、その傷はまだ癒えていない。

　別れた後、雅文は無期限でアメリカへ赴任したから、しばらく会うことはないだろうと思っていたのに。

　それなのに、どうして昨日再会してしまったんだろう。たまたま一時帰国していたんだろうか。

　タイミングの悪さを恨みたくなる。

　そして、流されて一夜をともにしてしまった昨夜の自分を思い出すと、後悔で涙が浮かびそうになる。

　私は雅文への思いを断ち切るようにぐっと歯を食いしばり、ぺちんと自分の頬を叩いた。




「三年前にまどかを裏切ったままアメリカに赴任した元カレに偶然再会!?」

　そう聞き返され、私はクッションを胸にぎゅっと抱きしめながら首を縦に振る。

　驚いた顔で身を乗り出すのは、私の学生時代からの友人の井い口ぐち朋とも美みだ。

「しかも、ホテルに行って一夜を過ごしちゃったの!?」

　質問にうなずくかわりに、クッションに顔をうずめて黙り込む。その様子を見た朋美は、「あちゃー」とあきれたように口にしてからため息をついた。

　ホテルの部屋から逃走した後、動揺がおさまらなかった私は誰かに相談したくて、なんでも話せる親友の朋美の部屋へと向かったのだ。

「その上、朝になって酔いがさめた途端ろくに話もせずに逃走って。まどかさん、それやり逃げっすね」

　丸顔でほんわかした雰囲気の朋美の隣からそんな容赦ない言葉を投げつけてきたのは、明るい髪色と口元から覗く八重歯がやんちゃな印象の小お野の寺でら瞬しゅんくん。

　朋美は電機メーカーのＯＬで、彼氏の瞬くんはアパレル系のセレクトショップの店員をしている。朋美は私と同い年の二十八歳で、瞬くんは二十五歳。店に買い物に来た朋美に瞬くんがひと目ぼれして付き合い始めたというふたりは、現在このアパートで同棲中だ。

「やり逃げって。瞬くん、人聞きの悪いことを言わないでくれる？」

　顔をしかめて瞬くんを睨むと、「だってそうじゃないですか」と悪びれる様子もなく笑う。

「きっとその元カレ、今頃ホテルにひとり取り残されて落ち込んでますよ」

「そんなこと……」

　あるわけない、と否定しようとしたのに続く言葉が出てこなかったのは、真剣な表情でこちらを見つめる雅文の瞳を思い出してしまったから。

　ベッドの中での雅文は、強引だけどすごく優しかった。まるで恋人に接するように私を大切に甘やかしながら抱いてくれた。

　触れ合った体温や色っぽい息遣いを生々しく思い出して、ぶわっと再び頭に血が上る。

「あ、昨日のことを思い出して赤くなってる。まどかさんやらしー」

　にやにや笑う瞬くんに図星を指され、「違うから！」とむきになって否定する。

　けれど瞬くんは人の言葉を聞きもせず、「これ飲んでいいですかー？」と私が持ってきた紙袋の中を覗いた。

「あ、うん。どうぞ」

　マイペースな瞬くんに、いからせていた肩から力が抜けた。

　朋美の家に来る前にINO'S COFFEEに寄って、三人分の飲み物を買ってきたんだった。水出しアイスコーヒーにカプチーノ。そして期間限定の国産ブラッドオレンジジュース。

　コーヒーが苦手な瞬くんは迷わずオレンジジュースを取ると思っていたのに、「俺はアイスコーヒーにしよっと」と鼻歌交じりに言い、コーヒーと氷が入った透明の容器を取り出した。

「あれ、瞬くんコーヒーの苦みが嫌いだって言ってなかったっけ？」

　自分用にカプチーノ、朋美にはアイスコーヒー。そして普段からコーヒーを飲まない瞬くんのためにジュースを買ってきたんだけど。

　私がそう思っていると、瞬くんは視線を手元からこちらに向けた。

「あ、もしかしてまどかさん、俺のためにオレンジジュースを選んでくれました？」

　うなずいた私に向かって、彼はビシッと親指を立て八重歯を見せて決め顔をする。

「ありがとうございます。でも、俺だって二十五歳の大人の男ですから、コーヒーくらい余裕ですよ」

　アイスコーヒーを飲めるくらいでそんなどや顔をされても、とあきれる私をよそに、瞬くんは「コーヒーはカフェインが入ってるから、朋美ちゃんはこっちね」とブラッドオレンジジュースを朋美に手渡す。

「ありがと、瞬くん」

「どういたしまして」

　見つめ合う仲のいいふたりを眺めていると、なんだかうらやましくなって自然とため息がもれる。

　すると、そんな私の表情に気付いた朋美がこちらに身を乗り出してきた。

「まどかはずっと恋人がいないんだし、これをきっかけにその元カレの雅文さんとヨリを戻してもいいんじゃない？」

　そう言われた私は、すぐに顔をしかめて首を横に振る。

「いやだよ。元恋人とはいえ、三年ぶりに再会していきなりホテルに連れ込むような男だよ。アメリカでも遊びまくってたに決まってる」

「そうかなぁ」

　納得できない様子でつぶやく朋美に、私はバッグから一冊の雑誌を取り出し開いてみせた。

「ほら、これ見てよ。相手は経済誌に見開きで記事が載っちゃうような御曹司なんだよ。わざわざ元カノとよりを戻すほど女に不自由しているとは思えない」

　そこに載っているのは、〝世界に羽ばたく若きビジネスマン〟という特集の中で紹介されている雅文の写真。

　ロサンゼルスのカフェで三つ揃えのスーツを身に纏まとい、リラックスした様子でインタビューを受けている雅文は、文句なくかっこいい。

　くったくなく笑う雅文の写真の横には、〝日本の『INO'S COFFEE』を世界ブランドにした伊野瀬コーポレーションの御曹司〟という見出しが添えられていた。

　三年前、雅文はINO'S COFFEEの北米初進出となるロサンゼルス店をオープンさせるためにアメリカへと旅立った。

　ロサンゼルスのある西海岸は、日本でも有名な外資系コーヒーチェーンの一号店があるシアトルや、サードウェーブコーヒーの誕生の地でもあるサンフランシスコなどに代表される、アメリカのコーヒーカルチャーの本場だ。

　そんな土地に日本企業が出店するのは無謀だと思われていたけれど、雅文はたった三年でINO'S COFFEEのブランドをロサンゼルスに定着させ、雑誌やネットで〝海外で活躍するイケメン御曹司〟とたびたび取り上げられるほどの業績を上げた。

　これだけイケメンでしかも有能なんだから、言い寄ってくる女性は数えきれないくらいいるだろうな……。

　こうやって雑誌に載った雅文の写真を見ると、三年前に自分がこの人と付き合っていたのが信じられなくなる。

　住む世界が違うというか、手の届かない雲の上の存在に思える。

　ぼんやりと開いた記事を見下ろしていると、「わざわざ元カレが紹介されている雑誌を買うなんて、まどかさん未練ありまくりですね」と瞬くんにつっ込まれた。

「こ、これは自分の会社が記事になっていたから仕事のために買っただけで、別に未練があるわけじゃないからね」

　慌てて言い訳をしながら雑誌を閉じる。

「またぁ。写真を見る目がハートになってましたよ」

「ハートになんて、なってないから」

　とことんからかう瞬くんと、しかめっつらで反論する私。そんな騒がしい私たちの間で、朋美はオレンジジュースを幸せそうに飲んでいた。

「このオレンジジュース、果肉が入ってて美お味いしい」

　ストローから口を離しつぶやいた朋美の言葉を聞いて、「そうでしょう？」とすかさず反応する。

「ブラッドオレンジといえばイタリアが有名なんだけど、これは契約農家さんで作った国産ブラッドオレンジを、お店で絞り機を使ってひとつひとつ作る期間限定の生ジュースでね。手間はかかるんだけどすごく美味しいの」

　たかが一杯のジュースだけど、この商品を出すために商品開発部と協力し、宣伝から商品提供の手順のマニュアル作成にまで携わったから、美味しいと言ってもらえるのはすごくうれしい。

　顔を輝かせた私を見て、朋美と瞬くんはくすくすと笑った。

「まどかは本当に、仕事が好きだよね」

　そう言われ、私は髪を耳にかけながら目をふせる。

「だって、私はなんの取柄もないし恋人もいないし趣味もないし、仕事を頑張るくらいしか能がないから」

「そんなことないよ。まどかはかわいいしすごく気が利いて誰にでも分け隔てなく優しくて、とっても素敵な女性だと思うよ」

　学生時代からの友人である朋美に手放しで褒められて、照れくさくなる。

　赤くなった頬をごまかすようにうつむきながら「ありがとう」とお礼を言うと、朋美はにっこりと笑った。

「俺もまどかさんは優しいと思いますよ。なぜか俺にだけはいつも容赦ないけど」

　朋美の横でそう言った瞬くんには、あきれながら反論する。

「それは瞬くんがいつも浮気をして、朋美をないがしろにするからでしょう？」

「えー？　俺、朋美ちゃんをないがしろになんてしてませんよ？」

「浮気は否定しないんだ？」

「どこからが浮気かっていう定義は、人それぞれっすからね」

　いけしゃあしゃあと持論を展開する瞬くんに、私は鼻にしわを寄せて険しい顔をする。

　セレクトショップに勤める瞬くんは女性と出会う機会が多く、朋美という彼女がいるくせに、よくお客さんと連絡先を交換したり出かけたりと浮気疑惑が絶えない。

　そのたびに朋美は泣いて、瞬くんは土下座して謝って、ほだされた朋美が折れて、よりを戻しての繰り返しだ。

　この前も平日休みの瞬くんが、朋美が仕事でいない間に女友達とフルーツ狩りに行っていたのが発覚して、ひと悶もん着ちゃくあったばかりだ。

　凝りない瞬くんもどうかと思うけれど、何度裏切られても彼を好きだと言える朋美の気持ちがわからない。

　どうして信じることが怖くならないの？　そう朋美にたずねたら、きっと彼女は『瞬くんが好きだから』と答えるんだろう。

　でも私は、好きだからこそ信じるのが怖い。裏切られたくない。傷つけられたくない。向き合うよりも逃げることを選択してしまう私は、弱くて臆病なんだろうか。

　考えているうちに、心の中がもやもやとした黒いもので覆われていく。

「ね、それよりもその元カレの雅文さんとはどういう状況で再会したの？」

　黙り込んでいると、朋美が私の顔を覗き込んできた。

　物思いにふけっていた私は、朋美の言葉にはっとして気を取り直し、説明を始める。

「あ、ええと、会社の近くのバーで、ひとりで飲んでいてね」

　会社の近くにあるバーは、雅文と付き合っていた頃からよく通っていたアットホームなお店だ。マスターも店員さんもフレンドリーだし、バーと言いつつフードメニューも美味しくてお気に入り。

「カウンターに座って顔馴染みの店員さんに愚痴を聞いてもらっていたの。そうしたら、いつの間にか雅文が隣にいて『俺がアメリカに行っているうちに男の趣味が悪くなったな』って睨まれて、『そんな最低な男はやめて俺にしろよ』って腕を掴まれて……」

「その『最低な男』って、なんのこと？　まどかは彼氏なんていないよね」

　不思議そうな顔をした朋美と一緒に「そういえば確かに。なんだろうね」と首をひねる。

　その時点で私はけっこう酔っ払っていた上に、アメリカにいるはずの雅文との突然の再会に動転していたのもあって記憶が曖あい昧まいだ。

「店員さんに愚痴を聞いてもらっていたって、なんの話をしていたんですか？」

　瞬くんにたずねられ、私はぽんと手を打つ。

「そうだ。瞬くんの悪行を並べて愚痴っていたんだ」

「俺の悪行？」

「また瞬くんが浮気したって話。何回浮気をしても謝れば許してもらえると思っていて、ちっとも反省しないんだって、文句を言ってた」

　瞬くんに何度浮気をされても結局流されて許してしまう朋美をそばで見ているとなんだか歯がゆくて、心の中のもやもやをはらすためにやけ酒を飲みながら店員さんに愚痴っていたのだ。

「わー。俺の悪口を肴さかなに酒を飲むなんて、まどかさんひどい」

「ひどいのは浮気をする瞬くんでしょう？」

「うう。ド正論すぎて言い返せない」

　両手で顔を覆い、しくしくと泣くふりをする瞬くんにため息をつく。

　まぁ、この無邪気さが憎めないという朋美の気持ちもほんの少しだけわかるけれど。

「朋美もいいかげん懲りて別れたらいいのに」

　私が冗談交じりに言うと、「本当だよね」と朋美も笑った。

「でももう絶対に浮気はしないって言ってくれたから、信じることにしたんだ。次に浮気したら今度こそ許さないって約束したの」

「ねー」と笑い合う朋美と瞬くん。

　いったいその約束は何回目なんだろう。あきれながらも、幸せそうなふたりをうらやましく感じてしまう。

「それよりも、雅文さんはその愚痴を断片的に聞いて、まどかが自分の恋人の話をしていると勘違いしたんじゃない？」

　正解を見つけた！という表情で身を乗り出す朋美に私は首をひねった。

「勘違い？」

「きっと雅文さんはアメリカに行ってからもずっとまどかが好きで、一時帰国で偶然まどかに再会してすごくうれしかったんだよ！　それなのにまどかが酔って違う男の人の話をしているのを聞いてしまった。嫉妬のあまり秘めていた恋心が暴走して、自分を抑えられなくなって、強引にホテルに連れていったって展開で間違いないわ」

　顔を輝かせてそう言った朋美は「すごい情熱的でロマンチック！」とひとり興奮して頬を染める。

　対して私は深呼吸をしてから冷静に首を横に振った。

「そんなのありえないよ。だって雅文は三年前に私を騙して裏切っていたんだよ？　雅文がずっと私を好きだったなんて、絶対ないから」

　期待も勘違いもしちゃダメだ。雅文と私はもう住む世界が違うんだから。

　心の中でそう自分に言い聞かせる。

　そんな私たちのやり取りを見ていた瞬くんが、「騙していたって、元カレはまどかさんにどんな嘘をついていたんですか？」と不思議そうにたずねてきた。

　そのときのことを思い返し、胸がずきりと痛む。あれからもう三年も経っているというのに。

「恋人だった私に、雅文は会社の御曹司だってことを隠していたの。付き合っているときに何度か実家の話になったけど、雅文はそのたびに嘘をついてごまかした。それは私が遊びの相手だったから。騙されて愛されてると信じ切っている私を、雅文は裏で笑っていたんだって」

「まぁ、確かに女の子を騙して付き合って、武勇伝みたいに自慢する男はいますけどね」

「まどか。ちゃんと元カレに聞いたの？　どうして嘘をついていたのかとか、本当に遊びだったのかとか」

　なるほどとうなずく瞬くんの横で、まったく納得いかない表情で眉をひそめる朋美。私は苦笑いしながら首を横に振った。

「聞けるわけないよ。雅文は私に嘘をついて騙してた。それだけで十分。わざわざ傷つくことを聞きたくなかったから、彼に捨てられる前に自分から別れを切り出したの。雅文はアメリカ赴任することになって、私たちの関係を終わらせるのにはちょうどよかったし」

「どうして自分から別れを切り出しちゃうのよ。好きなら信じればいいのに！」

　真っすぐな朋美らしい意見に、私はうつむいた。

　だって、信じていても裏切られたら？　自分は必要のない存在だって。愛してなんていないって。そう突き放されたらどうすればいいの？

　心を許した相手に捨てられる恐怖を、もう二度と味わいたくない。それなら強がって自分から手放した方がずっといい。

　そう思ってしまうのは、多分実の父の影響だ。父は母と私、そして生まれたばかりの弟たちを捨てて出ていった。私が小学生のときだった。

『お父さん、行かないで』。そう言って泣いてすがった私を見下ろして、父はめんどくさそうにため息をついた。

　円満で幸せな家庭だと思い込んでいたけれど、父には愛人がいたのだと後から聞かされた。ずっと騙されていたんだと知ったときの絶望感を、今でもはっきりと覚えている。

「まどかさんはせっかく美人さんなのに、不器用だなぁ」

　私たちのやり取りを聞いていた瞬くんは、あきれたようにため息をついた。

「不器用なんじゃなくて、利口なの。わざわざ無駄に傷つかないように自衛しているだけ。そんなわけで、雅文が嫉妬したなんてありえないから」

　気持ちを切り替えてはっきりと言うと、瞬くんは「いや、嫉妬したのは間違いないかも」とつぶやいた。

「でしょう？」

「まさか！」

　瞬くんの言葉に朋美と私が同時に反応して声が重なった。私たちふたりの視線を受け止めながら、瞬くんはあごに指を添え探偵のようなポーズで話し出す。

「男は所有欲が強いから、未練がなくても元カノに恋人がいたらおもしろくなく感じるんですよね。ちょっとした嫉妬と酔った勢いで、別にまどかさんを好きでもないのについ手を出しちゃったのかもしれませんね。よくある一夜の過ちってやつっすね」

　自分だってありえないと思っていたはずなのに、他人の口から『別に好きでもないのに』と言われると、胸の奥がじくじくと痛む。

「まどかさん。きっとその元カレは過去の彼女全員に所有欲を持っちゃうタイプだから、自分だけが特別なんて勘違いしちゃダメですよ」

「ちょっと瞬くん。そんな言い方ってないと思う！」

　遠慮のない瞬くんに、朋美が眉をひそめて抗議する。

　私が傷つかないようにと朋美が気を遣ってくれているのが伝わってきて、ぎゅっと奥歯を噛みしめてから気を取り直して顔を上げた。

「大丈夫。実際瞬くんの言う通りだと思うし、間違っても雅文とよりを戻したりしないから安心して」

　必死に平気なふりをしながら、雑誌をバッグに入れて「じゃあ、そろそろ帰ろうかな」と立ち上がる。

「まどか、もう帰るの？」

「土曜の朝から押しかけてごめんね。いろいろ話せてすっきりした。ありがとう」

「ううん。気にしないでいつでも遊びに来てね」

　玄関に向かう私を、朋美と瞬くんが並んで見送ってくれる。

　そして靴を履こうとした私の足元を三人で見下ろして、一瞬その場がしんと静まった。

「……まどかさん、ホテルのスリッパで逃げ出してくるなんて、よっぽど動揺してたんですね」

　しみじみとつぶやいた瞬くんの言葉に、反論もできずに黙り込む。

　ふかふかだった高級ホテルのタオル地のスリッパは、外を歩き回ったせいで情けないほどくたくたになっていた。




◇◇◇




　ホテルの客室にひとり取り残された俺は、ピンクベージュのパンプスを見下ろした。

　華奢なデザインのパンプスを左手の中で遊ばせながら、これを履いていたまどかの足を思い出す。

　すらりとした綺麗なふくらはぎと、細い足首。血管が透けて見えそうなほど白くなめらかな足の甲。

　三年前は歩きやすい平らな靴ばかり履いていた彼女が、こんなヒールのあるパンプスを自然と履きこなせるくらい大人の女性になっていた。

　そのことに、悔しさと寂しさを感じる。

　もちろんパンプスだけじゃなく、髪型も服装も、そして彼女自身も。以前よりずっと魅力的で美しくなっていた。

　昨夜、日本にいたときによく通っていたバーに顔を出すと、偶然まどかの姿を見つけた。

　記憶の中よりも大人びた横顔に少し戸惑いながら近づく。彼女はカウンターに座り酒を飲みながら顔見知りの店員になにかを話していた。

　それが恋人の愚痴だとわかったとき、カッと体が熱くなった。

　まどかが俺とは違う男と付き合っていることにショックを受ける。

　そして、彼女の変化がその恋人の影響なのかと思うと、身を焦がすほどの嫉妬が込み上げてきた。

『瞬くんがまた浮気をしたの。これで何回目だと思う？』

　まどかは俺に気付かずに、店員に文句を言いながらグイッとお酒を呷あおる。背中まで伸びた綺麗な髪が、華奢な肩の上でさらりと揺れた。

『泣いたって怒ったって、全然反省しないんだよ。どうせ土下座して謝れば許してもらえると思ってるんだから、本当に腹が立つ』

　まどかが何度も浮気を繰り返すような最低な男と付き合っていると知って、我慢が限界を超えた。

　俺ならまどかを泣かせたりしないし、ほかの女によそ見なんてしない。大切にして甘やかしてとことん愛して、絶対に幸せにするのに……。

　気付けば体が勝手に動き、まどかの腕を掴んでいた。

　細い肩が驚いたようにぴくんと跳ね、まどかがこちらを見上げる。

　長い睫まつ毛げにふちどられた大きな目が丸くなった。

　お酒のせいか動揺のせいか、綺麗な瞳がうっすらと涙で潤んでいく。

『まどか。俺がアメリカに行っているうちに男の趣味が悪くなったな』

　不機嫌な感情を隠さずに低い声でつぶやくと、まどかが信じられないというように俺の顔を凝視した。

『嘘……。雅文……？』

　かわいい声で名前を呼ばれる。それだけで愛おしさが込み上げてきた。

　あぁやっぱり、今でも悔しいくらいまどかを好きだと思い知る。

『俺にしろよ』

　状況が飲み込めず混乱する彼女に向かって、俺は静かに言う。

『浮気を繰り返す最低な男はやめて、俺にしろよ』

　彼女を泣かすような男から奪って、自分だけのものにしたい。

　三年前に彼女から切り出されて別れたのに。

　まどかを前にすると、欲望が簡単に理性を打ち砕いた。

　そして、まどかが酔って混乱しているのに付け込んで、ホテルに連れて行った――。




　昨夜のことを思い返しながら、俺はベッドに腰を下ろす。そして右手で頭を抱えた。

　ベッドの中のまどかはめちゃくちゃかわいかった。

　外見はすごく大人っぽくなっていたのに、反応は付き合っていた頃のまま初う心ぶで、恥ずかしそうに必死に声をこらえて……。それでも快感に負けて次第に乱れていく様子が、愛おしくて仕方なかった。

　けれど朝になり酔いがさめた途端、まどかはこの部屋から逃げるように去っていった。

　彼女が残したパンプスを見下ろしながら、俺はひとり大きなため息を吐き出した。










不器用な初恋




　私は自宅のワンルームのマンションに戻り、ベッドの上に倒れ込んだ。

　雅文と過ごした高級ホテルにあったものと比べると、大きさはもちろん、マットレスの厚みも、シーツの肌触りも、なにもかも違うシングルサイズの自分のベッドがどこかわびしく物足りなく感じられる。

　勘違いしちゃダメだ。

　私にとってはこれが現実で、昨日はありえない夢を見ていただけなんだから。

　そう自分に言い聞かせてから、「そうだ」とつぶやいてスマホを取り出す。

　雅文から逃げ出すために、ホテルのスリッパを履いて出てきてしまった。代わりにパンプスを客室に残したままだ。

　ホテルの番号を検索し電話で事情を話すと、『客室にお忘れ物はございませんでした』と言われた。

『見つけましたらご連絡いたします』

「あ、すみませんがよろしくお願いします」

　電話を切ってから、確かに部屋にパンプスを置いていったのにと不思議に思う。

　……もしかして、雅文が持っていった？

　そんなことを考えて首を左右に振る。

　雅文が私の忘れ物をわざわざ持っていくなんて考えにくい。

　私たちはもう恋人でもなんでもない上に、彼は現在アメリカで働いていて今後会う予定もないんだから。

　東とう京きょうとロサンゼルスは直線距離で約九千キロ。飛行機に乗ったって十時間以上かかる遠い土地で彼は暮らしている。

　昨日のような偶然の再会が二度もあるはずがない。

　なんとなくスマホの地図アプリを起動して画面を見下ろす。広い太たい平へい洋ようを隔てたその距離を実感した私は、枕につっぷしてため息をついた。

　すると耳の奥に雅文の艶のある声がよみがえった。

『まどか』と私を呼ぶ甘い声色を思い出し、ぶわりと全身の肌がざわめき熱を持つ。

　昨夜ベッドの上で交わした会話を頭の中で反はん芻すうしながら、たまらずぎゅっと枕を抱きしめた。

『まどかは変わったな。俺と付き合っていたときは、こんなヒールのあるパンプスを履いていなかった』

　雅文はそう言いながら、私の足からパンプスを抜き取り床の上に転がした。

　少し不愉快そうなその口調に、独占欲と嫉妬心がにじんでいるような気がしてたまらなくなる。

　長い指が私の足首をなぞる感触をまだはっきりと思い出せる。私は手を伸ばし、自分の足首に触れてみる。

　確かに三年前、雅文と付き合っていたときの私は、動きやすさを重視したフラットシューズばかり履いていた。

　そんな色気のない私が大人っぽいヒールのあるパンプスを履くようになったのは、雅文と別れたから。

　アメリカに赴任した彼がいつか帰って来て再会したときに、私を捨てたことを後悔するくらい素敵な女性になっていたかったのだ。

　自分を裏切った彼を見返せるくらい、綺麗な大人の女性になってやろう、そう思って努力をしてきた。

　そうやって自分を奮い立たせないと、自暴自棄になってしまいそうだったんだ。

　でもそんなことを考えるのは、私が彼にとらわれたままだという証拠だ。

　別れて三年も経つのに、未だに雅文を忘れられずひきずっている自分がいやになる。

　私はひとりベッドの上で、胸に抱いた枕に顔をうずめ、ため息をついた。




　雅文と初めて出会ったのは、六年前。

　大学を卒業し、伊野瀬コーポレーションに入社し同期として顔を合わせた。

　その頃雅文は、自分が伊野瀬コーポレーションの創業者の孫だということを隠していた。

　創業者である社長には男と女、ふたりの子供がいた。息子は会社を継ぎ副社長を務め、娘は家業にはまったく関係のない男性と結婚し関西に移り住んだそうだ。

　雅文はその他家へ嫁いだ娘の子供なので名字が違い、誰も彼が御曹司だとは知らずにいた。

　けれど、有能でかっこいい雅文は、御曹司という身分を隠していても十分すぎるほど魅力的だった。女性社員の間で、彼の噂を聞かない日はないくらいに。

『瀧内くんってかっこいいよね』

『誰にでも優しいし、余裕がある感じがするよね』

　楽しげにそう話す同期たち。

『専務の息子の田た端ばたくんも俺様な感じでけっこうかっこいいけど、私は瀧内くんが好きだな』

『わかる。私も瀧内くん派』

　私たちの同期には、会社の取締役を務めている田端専務の息子もいて、物腰の柔らかい雅文とちょっと俺様で強引な田端くんとで女性人気を二分していた。

　恋愛に興味のなかった私は、入社早々彼らに目を付け、仲良くなりたい、恋人になりたいと盛り上がる同僚たちを見て、圧倒されるばかりだった。

　そんな中、雅文と言葉を交わすようになったのは、INO'S COFFEEを運営するカフェ事業部の営業統括部に配属され、研修を兼ねてあちこちの店舗で実際にスタッフとして働いたときのこと。

　その頃は『広瀬』『瀧内くん』と名字で呼び合う、ただの同期のひとりだった。

　たまたま雅文と同じ店舗で働くことになり、彼の優しさやさりげない気遣いに、私は心を惹かれていった。




＊＊＊




　今から五年と少し前。

　入社一年目の私が研修先のカフェに出勤すると、バックヤードで店長と雅文が険しい表情でなにかを話していた。

「おはようございます。どうかしたんですか？」

　声をかけた私に、ふたりは顔を上げて「おはよう」と挨拶を返してくれる。

　ここの店長は、内ない藤とうさんというクマのようながっしりとした体格の三十五歳の男の人だ。

　外見同様ざっくばらんな性格でとても話しやすい。

　その向かいに座るのは手足が長くスタイルのいい雅文。

　ふたりとも身長はだいたい同じくらいで、白いシャツにベストのように体にフィットする黒いエプロンという揃いの制服を着ているのに、与える印象がまるで違う。

「それが、青あお山やまさんがバイトをやめたいって言ってきて」

　そう言った内藤店長の言葉に「あー……」と思わず声をもらす。

　青山さんはアルバイトの女子大生だ。

　黒縁眼鏡をかけた彼女はとても真面目だけど、少し気が弱く緊張するとパニックになる癖がある。

「ドリンクを作る作業が、なかなか上達しなくて悩んでましたもんね」

　注文が殺到すると慌てるあまりミスが多くなる。それを注意されるとさらに自信をなくしてパニックになりやすくなる。

　その悪循環で、最近少し表情が暗かったっけ。

「真面目ないい子だから、やめてほしくないんだけどなぁ」

　店長の言葉に私が「そうですよね」と同意すると、雅文がこちらに身を乗り出してきた。

「広瀬さ、青山さんと少し話してみてくれない？　内藤店長や俺が相手だと話しづらいかもしれないから」

　雅文から頼まれ、「わかった」とうなずく。

「内藤店長は体も声も大きいし、瀧内くんは近寄りがたいから、ふたりに説得されると青山さんは委縮しちゃいそうだもんね」

　私がそう言うと、雅文が「え！」と驚いたようにこちらを見た。

「俺、近づきたくないと思われるほど感じ悪い？」

「いや、感じが悪いわけじゃなくて！」

　むしろ逆だ。

　雅文は整った外見をしているから、ふたりきりで話すと緊張して本心を言えない女の子は多いだろうという意味だったんだけど。

　雅文はそんなことを考える私に近づき、長身をかがめ顔を覗き込んできた。

「もしかして俺、広瀬にも近づきたくないって思われてる？」

　至近距離で綺麗な二重の奥にある黒い瞳に見つめられ、私は首を横に振る。

「そんなことないよ。話しやすくて頼れる同期だと思ってる」

　私が答えた途端、雅文の整った顔が無邪気な笑顔になった。

「よかった。広瀬に嫌われてなくて」

　白い歯を見せて笑った雅文は、手を伸ばし、ぽんと私の頭をなでた。その瞬間、魔法にかかったように体の自由を奪われた気がした。

「じゃ、青山さんのこと頼むな」

　そう言い残し店舗の方へと歩いていく雅文。

　遠ざかっていく靴音を背中で聞きながら、私は胸の前でぎゅっと手を握りしめる。

　心臓がものすごい勢いでドキドキと音を立てていた。

　鼓動を落ち着かせるために深呼吸をしながら、至近距離で笑いかけるだけで女の子をこんな気持ちにさせるなんてイケメンの笑顔の威力はすごいな、と感心してしまう。

「内藤店長、見ました？　瀧内くんの微ほほ笑えみからの頭ぽんぽん。あんなの至近距離でお見舞いされたら、女の子は一撃で恋に落ちちゃいそうですよね」

　思わずその場にいた内藤店長に同意を求めると、私たちのやり取りを見ていた彼はあきれたように大きな肩を上げた。

「すごいのは瀧内のイケメンスマイルが通じない広瀬の鈍感さだと思うけど」

「どういう意味ですか？」

「なんでもなーい」

　店長はそう言うと、クマのような体を揺らし店舗の方へと歩いて行った。




「青山さん、ちょっとだけいいかな」

　その日、お店のクローズ作業をしている最中に、例の女子大生の青山さんに声をかけた。

「はい……」

　こわごわした様子で黒縁の眼鏡の向こうからこちらを見る青山さんを、リラックスさせるように笑いかける。

「バイトやめたいんだってね。なにか事情があるの？」

　軽い口調でたずねると、彼女は小さく息をのんでからうつむいてしまった。

「私、ドリンクを作るのが苦手で、練習ではできるのにお客さんがいると緊張して手順が飛んじゃって……」

　小さな声で言った彼女に「そっか」とつぶやく。

「青山さん。もしよかったら帰る前に一杯だけ、コーヒー飲まない？」

「はぁ……」

　私ののんきなお誘いに、青山さんは拍子抜けした様子でうなずいた。

「カプチーノでいい？」

「はい」

　きょとんとする彼女に、おいでと手招きをしてエスプレッソマシンの前に立つ。

「私も最初はドリンクを作るの緊張したなぁ。急がなきゃって思うあまりひとつひとつの手順が雑になったりして」

　そう言いながら、グラインダーで挽ひいた豆をマシンのホルダーに入れ平らにならし、タンパーという器具でグッと圧力をかけ、押し固める。

「でも出来上がったドリンクを手渡したお客様が、コーヒーのいい香りを吸い込んだ瞬間ふわって笑顔になるのを見ているうちに気付いたの。五秒、十秒、早く提供するよりも、ひとつひとつに心を込めてお出しする方がずっと大事だって」

　ホルダーの周りについた粉を丁寧に拭い、マシンにセットしてボタンを押すと、加圧された熱湯が通過していき、温めてあった白磁のカップに、はちみつのように粘度のある濃褐色の抽出液が滑らかに滴り落ちた。

「それからは名前も知らないお客様のためじゃなく、ここを訪れてくれた大切な友人をもてなすような気持ちで仕事をするようになった」

　話しながらステンレスのピッチャーに入ったミルクを、スチームノズルできめ細かく泡立てていく。

　そしてクレマと呼ばれる黄金色の濃密な泡で覆われたエスプレッソの上に、ふわふわのミルクを注ぐ。

「そうしたら、ドリンクを作るのがとても楽しくなったんだ」

　ひとつひとつの手順を丁寧に、美しく。そう心がけながら淹れた一杯のカプチーノを青山さんの前に差し出した。

「どうぞ」

　青山さんは目の前に置かれたカップにおずおずと手を伸ばし、持ち上げた。

　ひと口飲んで「甘い……」と感動したようにつぶやく。

「コーヒーは苦いものなのに、丁寧に入れたエスプレッソは、砂糖やクリームを入れなくても甘くて濃厚なんだよね。確か青山さんもこのカプチーノが好きでINO'S COFFEEで働きたいと思ってくれたんだよね？」

　私がたずねると、青山さんはカップを見下ろしたままうなずいた。

「どうやったら広瀬さんみたいに、こんなに手際よく美味しく淹れられるようになるんですか？　私も一生懸命やってるのに失敗ばかりで、どんどんバイトに来るのが怖くなっちゃって」

　しょんぼりと肩を落とした青山さんに、「私もまだまだ勉強中だから偉そうなことは言えないけど」と前置きをして話し出す。

「ほかの人と自分を比べて焦る必要はないと思うよ。青山さんはドリンクを作るのは苦手かもしれないけど、清掃とかレジとかほかの部分で誰よりも丁寧に仕事をしてくれている。ちゃんとお客様をもてなしたいと思っているのは私たちにも内藤店長にも伝わってる」

　私がそう言うと青山さんは「本当ですか？」と顔を上げた。

「いつになっても上手にドリンクを作れないし、お店が混むとパニックになって失敗しちゃうし、こんな私が働いていたら迷惑だろうなって、お荷物だと思われてるんじゃないかって不安で……」

「だからバイトをやめたいって言ったの？」

　こくんとうなずいた青山さんの顔を覗き込んで、「そっか。このお店が嫌いになってやめようと思ったわけじゃなくてよかった」と微笑んだ。

「青山さんはこのお店に必要なスタッフだよ。苦手なところはフォローするから、これからもお店で頑張ってみんなのお手本になってほしい」

「お手本にって、私がですか？」

「どうして驚くの？　青山さんの真面目で几帳面なところは誰にも負けないすばらしい長所だと思うよ」

　私が力強く言うと、青山さんは感激したように口元を手で覆った。

「私、小さな頃から真面目すぎて要領が悪いって、うっとうしがられることが多かったんです。だから、そんな風に言ってもらえてうれしいです。自分ができるところからこつこつ頑張ります！」

　表情が明るくなった彼女に、ほっとしながら「これからもよろしくね」と笑いかけた。

「なんだか広瀬さんって、お母さんみたいですね」

　青山さんにそう言われ、「お母さんって」と苦笑する。

　大学一年生の青山さんと、今年二十三歳になる私。そんなに歳は離れてないんだけどな。

「あ。決しておばさんくさいとかじゃなくて、面倒見がよくて優しくてすごく気が利くから……！」

　慌てて言い訳を始めた青山さんを、「気を遣わなくていいよ」となだめる。

「大丈夫。学生の頃から世話焼きのオカンキャラだって言われ続けてるから、もう慣れてる」

「確かに、オカンって感じですよね」

「そうやって全力で同意されると、なんだか複雑」

「ものすごくいい意味でのオカンですよ？」

　さっきまでは暗かった彼女の表情が今はすっきりと晴れていた。

　そんな会話をしながら笑い合っていると、「青山さんに続けてもらえることになってよかったな」と背後から声が聞こえてきた。

「あ、瀧内さん……！」

　そこにいた雅文の姿に、青山さんの声のトーンが上がる。雅文はこちらに歩いてくると青山さんに向かって話しかけた。

「青山さん。広瀬の言う通り、ほかの人と比べて劣っているところがあったとしても、それを恥じる必要はないからね」

　そう言われた青山さんは、わずかに頬を染め緊張しながらも「はい」とうなずいた。

　そんな彼女の顔を覗き込んだ雅文は凛りんと澄んだ声で続ける。

「だけど、過去の自分と比べて今の自分が成長できていないのは恥ずべきことだから。これから青山さんが青山さんらしく成長していってくれるのを期待してるよ」

　真っすぐに視線を合わせて言った雅文に、青山さんの背筋がぴんと伸びた。

　私が彼女を褒めてリラックスさせた分、ちゃんと引きしめてくれる雅文。

　甘やかすだけじゃなく、さりげなく活を入れて成長させようとする彼の意図を感じて感心してしまう。

「せ、精一杯頑張りますっ！」

　青山さんがそう言うと、雅文は「ん」とうなずいて微笑んだ。

　その瞬間、青山さんの顔がゆでだこみたいに真っ赤になった。

　そして「じゃあ、おさきに、しつれいしますっ」とぎくしゃくとした動作で裏に入っていく。

　そんな彼女を見送りながら、私はちらりと雅文の顔を盗み見た。

　こんなにイケメンな上に、言うことまでかっこよかったら、女の子は誰だってドキドキしちゃうわ。

　私もさっき彼の笑顔の威力を体感したばかりだから、青山さんの気持ちがすごくよくわかる。

「罪作りな男だなぁ……」とつぶやくと、雅文は不思議そうにこちらを見た。

「なに？」

「なんでもない」

　すっとぼけて首を横に振る。

　そんな私に向かって雅文は「ありがとうな」とにこりと笑った。

「青山さんがやめるのを引き留めるどころか、やる気を出させるなんて。さすが広瀬」

「さすがなんて。瀧内くんは口がうまいね」

　照れくさくてそう言うと、雅文は穏やかに目を細める。

「本心だよ。広瀬は気が利くしフットワークは軽いし、仕事ができるってみんな言ってる」

「まぁ、みんなのオカンですから」

　私が肩を上げると、「そのオカンって、なに？」とたずねられた。

「私、歳の離れた双子の弟がいるの。仕事で忙しい母を少しでも助けたくて、学生時代はやんちゃな弟たちのお世話をしていたから、自然と所帯じみてお母さんみたいになっちゃって。いつの間にかみんなにオカンって呼ばれるようになってた」

　そう説明すると、雅文は私の横に並びながら「なるほど」と納得したようにうなずく。

「広瀬は小さい弟の世話をしていたから自然と面倒見がよくなったのか。気取らないし気が利くし、相当モテるんだろうなと思ってた」

　そんなありえないことを言われた私は、顔をしかめて首を横に振った。

「まさか。クラスの男子たちは困ったときだけ私のところに集まってきて、ノート写させてくれだの腹減ったからお弁当分けてくれだの、いいように頼られて、ぜんぜん女の子扱いされてこなかったよ。高校時代も、大学入ってからもそんな感じで、情けないことにこの歳になっても恋愛経験ゼロです」

　おどけて言うと雅文の綺麗な眉間にかすかにしわが寄った。

「広瀬、それさぁ。女の子扱いされてないって思ってたの、自分だけじゃないか？」

「どういう意味？」

「鈍感だってよく言われない？」

「言われなくもない。かな？」

　そういえばさっきもバックヤードで店長に鈍感だと言われたのを思い出す。

「ってことは、俺が一生懸命アピールしてるのはまったく響いてないのか」

　若干落ち込んだ様子でうつむいた雅文を不思議に思っていると、彼は気持ちを切り替えるように顔を上げた。

「もっと頑張らなきゃダメなんだって思い知った」

　眉にかかる髪をかき上げながらそう言った彼は、思わず見み惚とれてしまうほど魅力的だ。

「瀧内くんは頑張る必要ないでしょ。かっこよくて気が利いて仕事もできて。それ以上頑張って完璧になって、何人の女の子を惚れさせたら気が済むのよ」

　思わずあきれながらそう言うと、雅文の凛と整った顔が一気に赤くなった。

「は……？　かっこいいって」

　雅文は慌てたようにこちらを向いて目を丸くする。

「なんでそんなに動揺してるの？　かっこいいとかイケメンとか毎日のように言われてもう慣れてるでしょ？」

「いや、慣れてないし、それより誰に言われるかの方が重要だろ」

「ん？」

　慌てる雅文と、意味がわからず首をかしげる私。

　その様子を遠くから見守っていた店長が大きな両手で口元を覆い、「なにこれ、甘酸っぱーい!!」と壁に向かって叫んでいた。




　一年間の店舗研修を終え本社に戻ると、営業統括部でスーパーバイザーのアシスタントとして働き始めた。

　スーパーバイザーは担当するエリアの店舗を定期的に回り、店長とコミュニケーションを取り、各店舗の売り上げや商品構成、在庫管理にスタッフ教育とあらゆる面でアドバイスや指導をするのが仕事だ。

　世話焼き気質の私にとって、人から相談を受け解決策を一緒に練るその業務は得意分野で、のめり込むように夢中になって仕事をしていた。

「広瀬ー。販促用のポスター持ってきてやったぞ」

　お昼休みに自分のデスクで各店舗の売り上げ分析を見ながらサンドイッチを食べていると、名前を呼ばれた。

　やってきたのはマーケティング部の田端くんだ。

　ほとんどの社員は出払っていて人影もまばらだったフロアが、声が大きく華やかな印象の彼の登場で急ににぎやかになった。

「わ。持ってきてくれたんだ、ありがとう。取りに行こうと思ってたのに、ごめんね」

　私はお礼を言いながらポスターを受け取る。

「別にいいよ、ついでだし。それから、六年前のリーフレットが欲しいって言ってたから倉庫から捜してきた」

「わー！　わざわざ捜してくれたの？　うれしい。今度お礼にランチおごるよ」

「いいって。それよりこんな昔のリーフレットなんてどうすんの？」

「担当してる店舗のバイトでリーフレットを集めるマニアの子がいて、欲しがっていたから」

「バイトにまで気をかけてんのか。相変わらず広瀬はみんなの世話を焼くオカンなのな」

　あきれ気味の田端くんにそう言われ、鼻にしわを寄せる。

　自分から広めたわけではないのに、会社でもすっかりオカンポジションに収まってしまった私。まぁ、女性として扱われないことにはもう慣れっこだから、あきらめているけれど。

「そういえばさ、広瀬って今週の土曜は暇？」

「うん？」

「大学の友達とバーベキューするんだよ。彼女を連れてくるやつもけっこういて、俺だけひとりだと寂しいから一緒に来ない？」

「それ寂しいのが理由じゃなくて、私をバーベキューの雑用係にしようとしてるよね？」

　そうじゃなきゃまったく関係のない私を誘うわけがない、と田端くんを睨むと、彼は白い歯を見せて笑った。

「あ、ばれた？　広瀬なら準備から後片付けまで完璧にやってくれそうなんだもん」

「確かにその場にいれば、誰よりも動いちゃうタイプだけど。だからってそんな理由で人を誘わないでよ」

「えー。ダメ？　ほら、リーフレットを持ってきてやったんだから、お礼してくれたっていいじゃん」

　田端くんは私が持っているリーフレットを指さす。そう言われると、なんだか断るのが申し訳なくなる。

「それに、専務の息子の俺と仲良くしてたら、いろいろいいことあるかもよ？」

「専務の息子なのは関係ないでしょ。田端くんは田端くんなんだから」

　にやにやしながらそう言った田端くんに私が答えると、彼はわずかに眉を上げ「へぇ」とつぶやいた。

「広瀬ってそういうところいいよな。マジで口説きたくなってきた」

「もう。冗談はいいから」

「冗談じゃないって。わりと本気で言ってる。広瀬、用事がないなら一緒にバーベキュー行こう」

　土曜はとくに用事はないんだけど、どうしようかなぁ……。と迷っていたとき、後ろから誰かの腕が伸びてきて私の肩を抱いた。

「悪いけど」

　静かに響いたその言葉に上を向くと、男らしくて色っぽい首のラインが見えた。

「広瀬は、俺と約束してるから」

　そう短く言い切って田端くんを見下ろすのは、雅文だった。外回りから帰って来たんだ、と思いながら首をかしげる。

「瀧内くん？」

　別に約束なんてしていないのに。

　向かい合った雅文と田端くん。私の頭上で交わるふたりの視線の間に、ピリッとわずかな電気が走ったような気がした。

　一瞬その場がしんと静まる。

　しばらくすると、雅文に見据えられた田端くんは舌打ちをした。

「わかった。今週はあきらめるから、そんな睨むなよ」と不ふ貞て腐くされたように言いながら身を引いた。

「じゃ、広瀬。俺は戻るわ」

「うん。リーフレットありがとう」

　フロアを出ていく彼を見送りその姿が見えなくなると、私の背後にいた雅文が「あー、もう」と低いつぶやきをもらした。

　何事かと振り返った私の前で、雅文は手で口元を押さえながらうつむいている。

「俺、すげーかっこ悪い」

「なにが？」

「広瀬がほかの男に誘われてるのを見ていられなくて勝手に断るなんて、器が小さすぎる」

「んん？」

　私が困惑していると、雅文は息を吐き出してから顔を上げた。

「広瀬、勝手に断って悪かった」

　そう謝られ、私は首を横に振る。

「私が断りづらくて困っていたから見かねて助けてくれたんでしょう？　瀧内くん、ありがとう」

「そうじゃない。ただ俺が広瀬を行かせたくなかったんだ」

「んんん？」

　意味がわからなくて首をひねっていると、そんな私の顔を見た雅文は小さくため息をついた。

「広瀬は無自覚すぎる」

「無自覚？」

「世話焼きでお人好しなのもいいけど、ほどほどにしないとお前の気遣いを特別だと思って勘違いするやつもいるんだからな」

　強い視線で見据えられ、私はごくりと息をのむ。理由はわからないけれど、私が同期に誘われたのを雅文がおもしろくないと思っているのは伝わって来た。

　なぜだか鼓動が速くなった。

　このままじゃ心臓がふわふわとどこかに飛んでいってしまうような気がして、ぎゅっと胸のあたりを手で掴む。すると雅文が私をじっと見ながらたずねてきた。

「広瀬は田端が専務の息子だって聞いて、心が揺れたりしないのか？」

「どういう意味？」

「もし田端と付き合えば、玉の輿こしに乗れるかもしれないだろ」

「田端くんのお父さんは専務でお金持ちかもしれないけど、田端くんは田端くん。ただの同僚のひとりだよ。お金目当てで付き合うなんてありえない」

　私がそう言うと、雅文の視線が柔らかくなった。どこか優しい口調で「そっか」とつぶやく。

「それに、付き合うなら普通の優しい人がいいな。お金持ちやかっこいい人は、浮気をしそうで心配だから」

　そう考えてしまうのは、父に捨てられた経験があるから。父は仕事ができて外見も整っていて、女性にモテる人だった。

　私が父のことを思い出し表情をくもらせていると、雅文が「そういえば」とこちらを見た。

「リーフレットを欲しがってたバイトのスタッフって、男？」

　少し不機嫌な口調でたずねられ、私は首を左右に振る。

「女の子だよ。内藤店長のところの大学生の青山さん」

　そう説明すると、雅文はほっとしたように大きなため息をついた。

「そっか。あの青山さん、まだバイト続いてるんだ」

「すっかり頼もしくなったんだよ。瀧内くんは担当エリアが違うからなかなか顔を出せないもんね。今度お店に行ってあげたら？」

「じゃあ、一緒に行こう」

「へ？」

　突然のお誘いにきょとんとしていると、雅文の手が私の手に触れた。

「今週末、予定ある？　それとも、俺と一緒に出かけるのがいや？」

　雅文は私の手を取りそうたずねる。男の人らしい少しごつごつした指の感触に、ぶわっと一気に血が上った。

「い、いやじゃ、ない、けど……っ！」

「よかった」

　真っ赤になった私を見て、雅文は柔らかく笑う。その魅力的なイケメンスマイルに、心臓を撃ち抜かれたかと思った。

「はいはいはい。仲良きことは美しいけど、そろそろ休憩時間が終わるぞー」

　そう言ってフロアに入って来たのは課長だった。驚いた私は、「ひゃっ！」と声を上げて跳び上がる。

　すると雅文が耳元で「広瀬、驚きすぎ」と笑った。私の頭をぽんとなでてから自分のデスクに戻っていく。

　通り過ぎるときに流し目を向けられた。少し意地悪で、でも優しさと甘さを含んだその表情に、私の心臓は壊れそうなくらいドキドキしていた。




　その週の土曜日、待ち合わせの場所で雅文を待っていると、彼は車でやってきた。

　私は車に詳しくないけれど、雅文が乗っている品のあるデザインのＳＵＶが安いものではないのはわかる。

　入社二年目の会社員が、こんなにいい車に乗っているなんてすごい。

　雅文は車が大好きというわけでも、ほかの出費を切り詰めて車にお給料をつぎ込んでいるわけでもなさそうだし……。

　彼にうながされ助手席に乗り込みながら、恐る恐る聞いてみる。

「ね、もしかして瀧内くんの実家って、ものすごくお金持ちだったりする？」

「なんで？」

　運転席に座る雅文が、わずかに眉を上げてこちらを見た。

「だって、こんなにいい車に乗ってるし、着ているスーツも持っているものも質がよさそうに見えるし、なにより瀧内くんって品があってスマートだから。どこかの大企業の御曹司だって言われたら、納得できるなと思って」

　私の言葉に雅文はぷっと噴き出す。

「残念だけど、俺は普通の一般的な家庭で育ったよ」

　屈託なく笑いながらハンドルを握り、車を発進させた。

「でも祖父がちょっと変わった人で、俺の十九歳の誕生日に『金の使い方の勉強をしろ』ってまとまった額を貸してくれたんだよね。大学時代それを元手にトレーダーみたいなことをしていたから、その利益が残っているのと株の配当が今でも定期的に入ってくる。ちなみに借りた分のお金は祖父にちゃんと返したよ」

　そんな言葉を聞きながら、彼の祖父の豪快すぎる教育方針と、借りたお金を無駄にせずきちんと利益を上げられる雅文の有能さに感心する。

「すごいね。もし私が同じ立場だったとしても、どういう風にお金を使えばいいのか見当もつかなくて、定期預金に預けて利息をもらうくらいしかできないと思う」

「別にすごくないよ。経済学部だったから、学んだ知識を試すような感覚で楽しんでやってた」

「ちなみに、大学ってどこ？」となにげなくたずねると、関西の名門大学の名前が返ってきて驚く。

「瀧内くんって、関西出身なんだね。なまりがないから知らなかった」

「父も母も関東の人だったから、あんまりなまりがないのかも」

　なるほど、と納得してうなずく。目の前の信号が赤になり車が止まった。

「御曹司じゃなくてがっかりした？」

　そう言って顔を覗き込んできた雅文に、私は首を横に振って笑った。

「まさか。安心した」

「なんで安心？」

「だって、こんなにかっこよくて有能な瀧内くんが、実家がお金持ちの御曹司だったら、完璧すぎて近寄りがたいもの。雲の上の存在すぎて、一緒にいるだけで緊張しちゃいそう」

「もし俺が御曹司だったら、こうやって親しくなれなかった？」

　雅文の質問に、私は少し考え込む。

　今でも彼とお近づきになりたいと頑張る女性社員がわんさかいるのに、もし御曹司というオプションまで追加されたら、水面下でものすごい争奪戦が繰り広げられそうだ。

　そうなったら、周りの目線が怖くてこんな風に休日にふたりで会うなんてためらってしまうだろうな。

　そんな想像をした私が「うん」とうなずくと、雅文がわずかに表情をくもらせたような気がした。

「……そっか」

　雅文はつぶやくと、前を向いて運転を続けた。




　しばらくして大きな商業施設に到着した。その施設の一階にあるINO'S COFFEEへと向かう。ここは私と雅文が研修中にお世話になったお店だ。

　吹き抜けのアトリウム広場に面した店舗は明るく開放感があり、ゆったりとくつろげるソファ席や作業ができるカウンター席が設けられている。

　清掃の行き届いた心地いい店舗を見回していると、私たちの姿に気付いた内藤店長が片手を上げて近づいてきた。

「お、広瀬……と、瀧内！　久しぶりだな」

　私はこの地区の担当をしているから店舗巡回で頻繁に店長と顔を合わせているけれど、違う地区を担当している雅文は研修以来の再会だ。

「お久しぶりです」

　内藤店長は頭を下げた雅文に向かって、「なになに。ふたり揃ってくるなんて、デート？」とニヤニヤしながら肩を寄せる。

「デートなんかじゃないですよ」と私が笑って否定すると、内藤店長は憐あわれむような視線を雅文に向けた。

「瀧内。お前まだ苦戦してるのか」

「予想以上に相手が鈍感なんですよ」

「せっかくイケメンで、俺は女に不自由したことがない百戦錬磨の男だぜ、みたいな顔してんのになぁ」

「なんですかそれ」

　男ふたりが顔を寄せ合い小声で話している様子を、不思議に思いながら眺める。

　客足が少ない午前中を選んでやってきたのもあって、比較的店内は空いていた。

「内藤店長、今日は青山さん入ってます？　うちの歴代のリーフレットを集めてるって言っていたから、昔のものを持ってきたんですけど」

　そうたずねると、内藤店長は顔を上げてうなずく。

「あぁ。オープンから入ってくれてるよ」

　彼の視線を追って店内を見渡すと、レジの脇にあるタンブラーやカップが陳列された棚のところに青山さんの姿を見つけた。

　ブロンドの長い髪が綺麗な女性のお客様に声をかけられ、身振り手振りでなにかを説明しているようだ。

　相手は外国の方だから、もしかして言葉が通じなくて困っているのかも。

　私がそう思っている間に、雅文が広い歩幅で歩き出す。

　棚の前で向かい合うふたりに近づくと、流りゅう暢ちょうな英語で話しかけた。

　雅文のスマートで柔らかい物腰に、それまで困り顔だったお客様の表情が明るくなる。対応していた青山さんも、尊敬の目で雅文を見上げた。

　私が少し離れたところから見守っていると、どうやらそのお客様は期間限定のタンブラーを購入したいと言っているようだ。お土産として二十個。しかも今日の便で日本を発つらしい。

　限定品のタンブラーはもともと数が限られている。このお店には今店頭に出ているふたつしか在庫はなかったはずだ。

　日本旅行のお土産にうちのタンブラーをと思ってもらえたのはとてもうれしいことだから、できるなら用意してあげたい。

　だけど……。

　私が頭を悩ませていると、雅文は「少しお時間をいただけますか？」とお客様にたずねる。

　彼女から、この商業施設で買い物をしてゆっくりランチを食べる予定だという答えを聞いて、雅文は「それならご用意できます」と微笑んでうなずいた。

　相手の連絡先を聞くと、雅文はきびすを返してこちらに戻って来た。私は彼に小声で話しかける。

「あと二時間弱であのタンブラーを二十個も用意できるの？」

「近郊の店舗の在庫は把握してる。今から電話をして取りに行くって連絡すれば大丈夫」

「え！　この辺りは瀧内くんの担当地域じゃないのに把握してるの？」

　驚いて目を見開くと、雅文はくすりと笑った。

「お前だって休憩中、他店舗の売り上げ分析を見ながら昼飯食べてるくせに」

　そう言われ、ぐっと言葉に詰まる。早く一人前のスーパーバイザーになりたくて、こっそり勉強していたのを見抜かれていた。

「それよりお前ら、せっかく休みでデート中なのに仕事するのかよ。こっちは助かるけどさぁ」

　内藤店長にそう言われ、雅文がはっとした表情でこちらを見る。

「悪い、広瀬。つい仕事モードになってた。俺が店舗を回ってタンブラーを集めてくる間、広瀬は好きにこの辺りで買い物でもしてて……」

「まさか。私も手伝うよ。手分けして回った方が早く済むし」

「いいのか？　休みなのに仕事させるなよって、あきれていない？」

「あきれるわけがないでしょ。ためらいなくお客様のために動こうとする瀧内くん、好きだよ」

　私がそう言うと、雅文は驚いたように言葉に詰まり口元を手で覆う。

　どうしたんだろうと見ていると、顔をそらした彼の耳のふちが、じわじわと赤くなっていくのに気が付いた。

　今の私の言葉で、照れている？

　そう思った途端、ぶわっと頭に血が上った。なぜかわからないけれど、胸のあたりが苦しい。

　ドキドキとうるさい自分の鼓動を聞きながら横目で雅文をうかがうと、彼も私と同じタイミングでこちらをちらりと見た。

　目が合って、跳び上がる。慌てて顔をふせ、動揺を隠すために深呼吸をくりかえしていると、ぽんと頭をなでられた。

「俺も、いつも仕事に一生懸命で人のために動ける広瀬のこと、好きだよ」

　雅文は大きな手で私の頭を包み、前を向いたままそう言った。

　その瞬間、心臓がきゅっと跳びはねた。鼓動が速くなり体が熱くなる。

　彼が言った『好き』は決して恋愛感情ではなく、仲間としての好意だってわかっているのに、どうしてこんなにドキドキしてしまうんだろう。

　もしかして私、彼のことが好きなのかな……。

　戸惑いながら雅文を見る。

　いつ見ても悔しいくらいかっこいい凛としたその横顔。恋愛経験ゼロで色気のない私が、こんなにかっこいい人を好きになったって相手にされるわけがない。

　わかってはいるけれど、ドキドキとうるさい心臓はなかなか静まらずに途方にくれる。

　眉じりを下げ、困り顔になった私を見た雅文が「どうした？」と首をかしげた。

「ううん。なんでもない」

　慌てて首を横に振ると、雅文は柔らかく微笑み「頼りにしてるぞ」と私の肩を軽く叩いた。そして前を向いて歩き出す。

　私もその後を慌てて追いかける。

　信頼できる同僚の雅文に認めてもらえたことが、体の奥がむずむずするくらいうれしかった。

　そんな私たちのやり取りを内藤店長は「あー！　もう本当じれったい！」とクマのように大きな体を揺らしながら見ていた。

　そうやって一緒に仕事をしていくうちに、いつの間にか私の心には雅文への好意が芽生えゆっくりと育ち始めていた――。










元恋人のご帰還




　雅文と偶然再会し、一夜をともにした翌週の月曜。

　会社に行くと、フロアの空気がどこかそわそわと浮かれているように感じた。なにかあったのかな。と思いながら自分の足元に目を向ける。

　今日履いているのは、先月買ったまましまっておいたパンプスだ。

　普段仕事用には履きなれた二足のパンプスを交互に履いていたけれど、一足は週末ホテルに置いてきたまま行方不明。もう一足はタイミング悪く修理に出していたから、仕方なく新しいパンプスを履いてきた。

　形が気に入って買ったのはいいけれど、私の足には合っていなかったようで通勤途中からかかとがすれてわずかな痛みを感じていた。

　ズキズキと足が痛むたびに、あの夜酔った勢いで雅文と過ごさなければ、こんなことにはならなかったのにと心の中で悪態をつく。

　そしてそのたびに雅文との一夜を思い出している自分が悔しくなる。

　ひとりため息をついていると、後輩の谷たに村むらくんが「おはようございます」と挨拶をしながら私のデスクに近づいてきた。

「あ、おはよう、谷村くん」

　谷村くんは私のふたつ下の二十六歳で、体育会系のまっすぐな男の子だ。隣の地区を担当していて、私を慕ってくれている。

「広瀬さん、聞きました？」

　唐突にたずねられ、首をかしげる。

「瀧内さん、帰ってくるそうですよ」

「は……？」

　予想外の言葉に、一瞬頭が真っ白になった。

「帰ってくるって、日本に？」

　慌ててマウスを掴み社内ネットワークを開く。そこに掲示された人事発令に私は目をむく。

「カフェ事業部の部長になるって。海外で武者修行をしていた御曹司が、大成功して華々しく凱がい旋せんって感じですよね」

　谷村くんの言葉を聞きながら、私はなにも言えずにただ画面を見つめていた。

　カフェ事業部の部長ということは、雅文は私の上司になる。

　しかも、来週から。

　いくらなんでも性急すぎる人事に、文句を言いたい衝動にかられる。

　いったい誰に文句を言えばいいのか見当もつかないけれど。




「瀧内雅文です。本日付でカフェ事業部の部長を務めることになりました」

　リラックスした様子で自己紹介をするその姿を、たくさんの背中の後ろに隠れるようにしてこっそりと眺めていた。

「若輩者ですが、これからよろしく」

　謙遜しているものの、堂々とした佇まいは自信と意欲に満ちているのがわかる。

　そりゃそうだ。

　雅文は誰もが無謀だと思っていたアメリカ進出で大成功を収めて本社に帰ってきたんだから。彼がまだ若いから、なんて理由でやっかむ社員は誰ひとりいないはず。

　無期限で言い渡されたアメリカ赴任は、社長の孫である彼に課されたテストだったんだと思う。将来この伊野瀬コーポレーションを継ぐ素質があるか否かの。

　その厳しいテストを難なくクリアし、期待以上の成果を上げて帰ってきた彼は、間違いなく将来この会社のトップに立つ人物だ。

　もともと仕事ができる上に穏やかな人柄で仲間から慕われていた雅文だけど、今彼に集まる視線は三年前とは違う。

　尊敬と期待に満ちた同僚たちの表情を横目で眺めながら、こっそりとため息をついた。

　有能な彼がカフェ事業部のトップに立つことで新しい風が吹き込み、このところ頭打ち気味だったINO'S COFFEEの業績はきっとまた伸びるだろう。

　それはとても楽しみだし、わくわくする。

　だけど、同期で元カレの雅文が上司になるなんて。

「めちゃくちゃ気まずい……」

　思わずそうつぶやくと、私の隣から「むかつくな」と低い声が聞こえてきた。

　驚いて顔を上げれば、田端くんが険しい顔で雅文を見ていた。

　いつの間に隣にいたんだろう。そう思いながら彼にたずねる。

「むかつくって、なにが？」

「同じ同期なのに、社長の孫ってだけで注目されて抜ばっ擢てきされて出世して。あいつだけあからさまに特別扱いされてて、むかつかねぇ？」

　敵意を隠そうともしない田端くんに戸惑う。

　彼も専務の息子だから、雅文にライバル心を抱いているのかもしれない。

「でも、それだけ結果を出しているのも事実だし」

　ほかの人がアメリカ進出を任されたとしても、雅文のように成功できたとは思えない。

　もし私だったらプレッシャーに押しつぶされていたと思う。

　私がそう言うと、田端くんは不満げに舌打ちをした。

「広瀬も瀧内の肩を持つのか。そうやって、女にモテるのもむかつく」

「いや、私は瀧内くんに好意なんて持っていないし、事実を言っているだけで擁護してるわけでもないからね？」

「ああいう成功続きで挫折を知らないやつを見ると、引きずり下ろしてやりたくなる」

　ひとりごとのようにつぶやいた田端くんに、不穏な空気を感じ取る。

「田端くん……？」

　私が声をかけると、田端くんは返事もせずにその場を離れた。

　彼の後ろ姿を見てため息をついてから、みんなの視線の先にいる雅文を振り返る。その姿は三年前よりずっと頼もしく、そして悔しいくらい輝いて見えた。




　その日フロアは雅文の話題で持ち切りだった。

「瀧内部長って、名字は違うけど社長のお孫さんなんですよね？」

「そうよ。日本にいたときは御曹司だってことを隠していたけど、その当時から飛びぬけてかっこよくて有能で目立ってたんだから。実は社長の孫でしたって公表されたときは、全女性社員が絶叫したのよ」

「うわぁ。その興奮っぷりが目に浮かびます」

　楽しげに話しているのはアシスタントの女性社員。

　私のひとつ下の大おお山やまさんと、入社二年目の小こ山やまさんだ。

「瀧内部長って、彼女いるんですか？」

「どうだろうね。断言はできないけど、ずっと前から心に決めた人がいるんじゃないかなぁ」

「え。なにその意味深発言。大山さん、なにか知ってるんですか？」

「うふふ」

「うっわ、ものすごいどや顔。もしかして大山さんが瀧内部長の彼女だったり!?」

「バカね。そんなわけないでしょ。ああいう完璧なイケメンは、遠くから鑑賞して楽しむに限るのよ」

　きゃっきゃと盛り上がる彼女たちの会話がいやでも耳に入ってくる。

「おしゃべりもいいけど、手も動かしてね」

　私がくぎをさすと、「はーい」とうなずき仕事に戻る大山小山コンビ。

　まぁ、あんなにイケメンで若い御曹司が上司になるんだから、浮かれてしまう気持ちもわかるけれど。

　なんて思いながらため息をついて自分の手元を見下ろす。

　すると、左手首にはめている腕時計が目に入った。

　時間はお昼の十二時。

　午後から店舗を回る予定だし、今日は外でお昼を食べよう。

　そう決めて資料やスマホをバッグにしまい立ち上がる。

　営業統括部のあるフロアから出ると、一番会いたくない人に出くわした。その姿が目に入った途端、条件反射のように顔が引きつる。

「まどか」

　こちらに歩いてきた雅文に自然な口調で名前を呼ばれ、驚いて跳び上がる。

「ちょうどよかった。渡したいものがあって……」

　私の動揺を無視して平然と続ける彼に、周囲を気にしながら腕を掴んだ。

　そしてひと気のない廊下の隅まで引きずるように歩いていく。

　普段あまり人が通らない倉庫の前まで来ると、ようやく腕を放し雅文を睨んだ。

「お願いだから、名前で呼ばないで」

　声を潜めて苦情を言うと、雅文は綺麗な形の眉を上げ「なんで？」と首をかしげる。

「瀧内部長と元恋人だなんて知られたら、女性社員からの風当たりが強くなって仕事がしづらくなるでしょ」

「瀧内部長って、他人行儀だな。先週あんなに濃密な夜を過ごした仲なのに」

　耳元でささやかれ、その色っぽい声色に体が熱くなる。

　汗ばんだ肌。乱れた呼吸。射貫くような強い視線。

　何度も抱き合ったあの夜の記憶がフラッシュバックのようによみがえる。

「職場でそういうことを言うの、やめて」

「なかったことにするつもり？」

　私を試すような問いかけに、うつむいて黙り込む。その沈黙を肯定だと受け止めた雅文が大きなため息をついた。

「まぁ、まどかには恋人がいるんだから、仕方ないか」

　やっぱり雅文は私に恋人がいると勘違いしているんだ。

『きっとその元カレは過去の彼女全員に所有欲を持っちゃうタイプだから、自分だけが特別なんて勘違いしちゃダメですよ』

　瞬くんに言われた言葉を自分に言い聞かせるように心の中で繰り返した。

　大丈夫。特別だなんて思わない。

　彼は私を裏切り傷つけた男なんだから。愛されてなんて、いないんだから。

「それより、日本に帰ってくるなんて聞いてない」

　先週再会したときに教えてくれればよかったのにと不満をこめて睨むと、雅文は「聞かれなかったから」としれっと答える。

「それにあの夜のまどかは相当酔っていたから、言ったところで覚えてなかったと思うし」

　それはまぁ、確かに。細かい会話まではっきりと覚えていられるくらいの酔い方だったら、雅文と間違いを犯したりしなかった。

「じゃあ私、ランチを食べてそのまま外回りに行くから」

　私が立ち去ろうとすると、「待って」と腕を掴まれた。長い指の感触に、心臓が飛び跳ねる。

　恐る恐る振り返ると、雅文は持っていた紙袋を差し出した。

「これ、忘れ物」

「忘れ物？」

「ホテルに置いていっただろ」

　私の前に、雅文がひざまずく。

　いったいなんだろうと驚いていると、紙袋の中から一足のパンプスを取り出した。

　その美しいパンプスに目を見開く。デザインも履き心地も最高だと評判の高い、憧れのブランドのパンプスだ。

「待って。これ、私のパンプスじゃない」

　私が忘れていった物の、数倍の値段がする高級品。

「俺が乱暴に放り投げたせいで傷ができていたから、新しく買った。忘れていったパンプスでサイズは調べたし、履き心地に問題はないと思うけど」

　平然と言う雅文に、慌てて首を横に振る。

「こんなの、受け取れない……！」

「どうして？」

　動揺する私を、膝をついた雅文が軽く首をかたむけ斜めに見上げる。

「だって、あのホテルの客室には毛足の長いカーペットが敷き詰められていたから、放り投げたところでたいした傷がつくはずがないし。それに、もし傷がついていたとしても、こんな高級なパンプスじゃつり合いが取れないよ」

　受け取れない理由を私が並べると、雅文はなんのためらいもなく「じゃあ捨てる」と言い放つ。

「捨てるの!?」

　こんな素敵なパンプスを？　思わず顔色を変えると、雅文は涼しい表情のままうなずいた。

「まどかが受け取ってくれないなら、なんの価値もない」

「いや、でも」

「いらないんだろ？」

「うう……」

　もし私が首を縦に振れば、このパンプスは容赦なくゴミ箱行きになるんだろう。

　私にはもらう筋合いがないけれど、捨てるのは心が痛む。

　ひとり葛藤していると、私の心を見透かすように雅文がこちらを見上げる。

「受け取ってくれる？」

　そうたずねられ、しぶしぶうなずいた。

「よかった」

　とたんに笑顔になった彼に、心臓がきゅっとしめつけられる。

　三年前と変わらない、屈託のない笑顔。彼と恋人だった間、この笑顔を見るのがなによりも好きだった。

「履かせてやるから、足を出して」

　私の前にひざまずく彼にそう言われ跳び上がる。

「なに言って……！」

　ここは職場なのに。

　万が一、御曹司の雅文に靴を履かせてもらう場面を誰かに見られたら、超特大の尾ひれがついてとんでもない噂話にされそうだ。

　抵抗しようとした私の足首を掴み、微笑みながら「早く」と急かす。

　少し意地悪で色っぽい表情に、ごくりと息をのんだ。

　抵抗は無駄だとあきらめて、ひと気のない廊下の隅で背中を壁にもたれ、そっと足を持ち上げる。

　すると雅文の長い指が、優しく私のパンプスを脱がした。

　いやでもあの夜を思い出す。

　何度も何度も私を抱いた、たくましい体や色っぽい視線。

　私の体温が上がると、触れていた足首からも伝わったのか、雅文が小さく息を吐いて笑った。

「あっちでまどかの担当する店舗の経営数値を見てたよ。いつも頑張ってるなと思ってた」

　そう言われ、驚いて目をまたたかせる。

「アメリカでわざわざこっちの店舗の数値までチェックしていたの？」

「最初は俺と別れたまどかがこの会社を辞めるんじゃないかって心配で気になって。でもしばらくしてからは、まどかがどんどん実力をつけていくのを数値でも実感して、俺も負けていられないなってはげまされてた」

「うぬぼれないで。そんな心配されなくても雅文と別れたからって会社を辞めたりしないから」

「まぁ、まどかは仕事が大好きだもんな」

　私の言葉に小さく笑い、パンプスを履かせながら雅文がこちらを見上げた。

「でも、もっとうぬぼれたことを言ってもいいか？」

「……なに？」

「アメリカに行ってる間、心のどこかでまどかは俺を待ってくれてるんじゃないかって思ってた。だから、先週バーで会ったとき、まどかに恋人がいるって知ってショックだった」

　パンプスを履かせ終わった雅文が、ひざまずいたまま真っすぐに私を見つめてそう言った。

　その真剣な表情に、心臓がドクンと跳ねる。

「なに言って……」

　笑い飛ばそうとした声が、わずかに震えていた。

「俺は三年前に振られてるのに、こんなことを思うなんて本当にうぬぼれてるよな」

　口調は自嘲気味な笑いを含んでいたけれど、私を見上げる視線は真剣だった。

　確かに三年前、別れを切り出したのは私だった。

　だけど、騙して裏切っていたのは雅文の方でしょ。そんな彼を責める言葉が喉まで出かかって、でもぐっと飲み込んだ。

　そんな私の動揺に付け込むように、雅文が言葉を続ける。

「俺は今でもまどかが好きだ」

　雅文はそう言って立ち上がる。

　それまで見下ろしていた彼に、今度は反対に見下ろされた。

　壁に背を預けた私を追い詰めるように、長身をわずかにかがめ私の耳元に唇を近づける。

「まどかに恋人がいるのは知っているけど、それでもあきらめられない。バーで愚痴ってたみたいに浮気をしてまどかを泣かすような男なら、俺が本気で奪ってもいい？」

　男の色気と独占欲全開の声色でそうささやかれ、体の内側が甘く震えた。

　勘違いしちゃダメ。

　雅文はただ過去の女に恋人がいると思い込んでいて、それがおもしろくないだけなんだから。

　揺らぎそうになる自分に必死にそう言い聞かせる。

　もう傷つきたくないのに、どうして雅文に求められるとこんなにうれしくなってしまうんだろう。

　どうしていいのかわからなくて、瞳が潤んでいく。

　そのとき靴音が聞こえた。はっとして顔を上げると遠くの廊下をほかの課の女性社員が歩いているのが見えた。

　雅文とふたりでいるところを誰かに見られたら大変だと我に返る。

「やめて」

　短く言って、雅文の胸を押しやった。

「私を好きだなんて悪趣味な冗談、もう二度と言わないで」

　そう言ってきびすを返す。

「まどか」

「では、瀧内部長。私は外回りに行くので失礼します」

　きっぱりとそう言って歩き出すと、背後からため息が聞こえた。




　雅文がカフェ事業部の部長に就任してから五日。今週はずっと彼と接触しないように気を付けながら仕事をしていた。そのせいでいつも以上に疲れがたまっている気がする。

　私がひとつため息をつくと、目の前に座っていた内藤店長が「お疲れかい？」と聞いてきた。

　そうだ。今は店舗巡回の面談中だった。

　私は背筋を伸ばし、「いえ、大丈夫です」と首を横に振りペンを持つ。

　駅前の道路の工事が始まって客足が鈍っている。

　ライバル店がうちの新商品と同じものを売り出した。

　週末は近くでイベントがあるためテイクアウト客の増加が予想される……。

　担当している地区を回り、こうやって各店の店長と面談をしているといろいろな情報が入ってくる。

　そのひとつひとつを書き留めながら課題点を見つけ、それぞれの店に会った経営戦略を立てるのが私の仕事だ。

「そういえば、隣の地区の店長とこの前話したんだけど、あっちの担当者の評判があまりよくないね」

　内藤店長になにげなくそう言われ、私は持っていたペンを止めた。

「隣の地区って……」

「熱血タイプの男の子」

　そう付け加えられ、後輩の谷村くんのことだと思い当たる。

「上から目線で店舗への押しつけがひどいって」

「あぁ……。やる気が空回りしているのかもしれませんね。私の後輩なんで、ちょっと気にかけておきます」

　すみません、と頭を下げた私に、内藤店長はにやにやした表情で肩を寄せてきた。

「それはそうと。瀧内がアメリカから帰ってきたんだって？」

　耳元で言われ、ぐっと言葉に詰まった。手に持っていたボールペンを落としそうになり、慌てて持ち直す。

「帰ってきたのは今週なのに、もう知ってるんですか？　随分耳が早いんですね」

　今日は金曜で、雅文が本社に復帰したのは今週の月曜日だ。

「俺は情報通だからな」

　どや顔の内藤店長に苦笑していると、「大好きな瀧内が帰ってきてよかったな」と言われ、今度こそ動揺してボールペンを落とした。

「な、なにを言ってるんですか。別に好きなんかじゃ……！」

　床に転がったボールペンを拾う余裕もなく言い返す。

「広瀬と瀧内、仲良かっただろ？　同期のひとりとして」

　思い切り取り乱す私に向かって店長はしれっとそう言う。その言葉を聞いて、はっと我に返った。

　なんだ、恋愛としてじゃなく、ただの同僚としての好きって意味ね。

「確かにあの頃は同期のひとりでしたけど、今ではうちの会社の御曹司で、将来間違いなくトップに立つ人ですから。もう私とはほとんどかかわりもないですよ」

　そう言うと、胸がずきりと痛んだ。私はその痛みをこらえながら、床に落ちたボールペンを拾った。




　会社に戻ると上司に声をかけられた。

「広瀬。事業部長が順番に面談したいって言っているから、時間が空いているなら行ってきて」

　事業部長、ということは雅文か。

　面談なんて気まずいから絶対行きたくない……。と内心思いつつも、仕事だから無視できるわけがない。

　雅文は経営陣と立場が近く機密性の高い案件も扱う関係で、個別の執務室に席を置いている。

　高級感のある木目のドアをノックすると、聞こえてきたのは「はい」と落ち着いた声。

「営業統括部の広瀬です。面談を受けるように言われてきました」

「入って」

　そう言われ、ため息をついてからドアを開ける。私が中に入ると、デスクについていた雅文が立ち上がった。

「仕事中に悪い」

「いえ。これも仕事ですから」

　スーツ姿のスタイルのいい彼に見惚れそうになる自分を戒めながら、首を横に振る。

「相変わらず、すごい他人行儀」

　不満そうな雅文のひとりごとは聞こえないふりをしていると、「そっちのソファで話そう」と執務室にある応接ソファを指さす。

　うなずいてソファに腰かける。すると私の足元を見た雅文が、なにかに気付いたように目を細めた。

「そのパンプス、履いてくれているんだ」

　そう言われ、ぐっと言葉に詰まった。

　雅文からもらったこのパンプス。

　形が綺麗なのに歩きやすくて、すっかりお気に入りになっていた。

「別に雅文がくれたからとかじゃなく、ただ履き心地がいいから……」

　慌てて揃えていた足を引っ込め、追及されてもいないのに言い訳じみた言葉を並べてしまう。

　そんな私に雅文は柔らかく笑い「似合ってるよ」と甘い声で言う。それだけで体温が五度くらい上がった気がした。

　勘弁してよ。と心の中で文句を言いながら、そっと深呼吸を繰り返す。

「最近どう？」

　向かいのソファに腰を下ろした雅文にたずねられ、ライバル店で同じ新商品が発売されたことや後輩の谷村くんのことなど、今日店舗巡回して聞いた話を要約して伝える。

「ライバル店って、『トーワカフェ』のことだよな。俺も少し気になってた」

　トーワカフェとは首都圏に数店舗ある新しいカフェチェーンだ。駅ナカや商業施設にテイクアウト中心の小さな店舗を出している。

「でもトーワカフェとINO'S COFFEEでは店舗数も売り上げもまったく違いますし、商品のクオリティもこちらの方が……」

「そう。価格もクオリティもこっちの方が高い。あっちはまるでINO'S COFFEEの劣化版だ」

　雅文はそう言って眉をひそめる。

　もしかして偶然じゃなく、故意にこちらと同じコンセプトの新商品を被せてきていると考えているんだろうか。

　でも同時期に商品を発売するとなると、こちらのリリース前に情報を得ていないと無理だ。

　そんなの、どうやって？

　私が考えていると、雅文は気持ちを切り替えるようにひとつ息を吐き出す。

「俺がアメリカに行ってる間、営業統括部の方はどうだった？」

　話を変えられ背筋を伸ばす。

「ここ一、二年は、店舗数も売り上げも伸び悩んでいる感じはします」

「だよね。俺もそれは感じた。そのせいで社内の雰囲気も少し悪くなっている」

　雅文は手元にある資料に視線を落としながらうなずいた。

「企業は常に成長し続けないといけない。現状維持でいいと満足した途端、すべてが停滞して閉塞感が蔓まん延えんする。そんな組織じゃ向上心がそがれて、社員同士の足の引っ張り合いが始まる」

「でも、正直店舗数はこれで頭打ちかなと思うんですが」

　都市部にこれ以上店舗を増やせば顧客の取り合いになってしまう。となればまだ進出していない郊外に手を伸ばすしかないけれど、今の形態が地方でも受け入れられるのか……。

　そんな私の考えを見抜いたように、雅文はうなずいた。

「郊外に新しいコンセプトの店舗を作ろうと考えてる」

「新しいコンセプトですか？」

「INO'S COFFEEに行くために旅に出たくなるような店舗。それが成功すればカフェ全体のブランド力も上がって新たな価値を付加できる」

　今までにないかたちのINO'S COFFEE。そこに行くのを目的に旅をしたくなるような素敵な空間……。

　頭にその姿を思い描いて、胸がわくわくしてくる。

「どんな店舗になるのか、すごく楽しみです！」

　思わず身を乗り出すと、向かいに座る雅文と至近距離で目が合った。

　一瞬目を見張り驚いた表情をした雅文が、くしゃっと整った顔を崩して笑う。

「そうやって無邪気に笑うまどかを見ると、三年前に戻ったような気持ちになる」

「なにを言ってるんですか」

　甘く笑いかけられ心臓が飛び跳ねたけれど、必死に平静をよそおい涼しい顔をした。そんな私を、雅文はゆるく首をかしげて見つめる。

「ここからは少しだけ、プライベートの話をしてもいい？」

　その問いかけに動揺しながら「内容によります」と短く返す。すると雅文は小さく息を吐き、ソファの背もたれに体を預けた。

「まどかは俺がアメリカに行ってから、スマホの番号もアドレスも全部変えたんだな」

　その言葉に、心が一瞬うわつく。

　私の番号が変わったと知っているということは、もしかして私と連絡を取ろうとしてくれた？

　それをうれしいと感じてしまう自分を、うぬぼれるなと心の中で戒める。

「新しい連絡先、教えてくれる？」

「わざわざ私に聞かなくても、調べればすぐにわかると思いますけど」

「まぁ、そうなんだけど。下心ありで連絡したいから、まどかから直接聞きたかった」

　ストレートな言葉にぶわっと頬が熱くなる。落ち着け自分。こんなことで動揺するな。

「必要なら会社経由で調べてください」と言った私に、雅文がさらに質問をなげかけてくる。

「まどかが今付き合ってる男って、どんなやつ？」

「悪趣味ですね。部下のそんな話を聞いて楽しいんですか」

　付き合っている人なんていないから、質問に答えられるわけがない。

　私が雅文を小さく睨むと、驚くほど真っすぐに見つめられ息をのんだ。

「楽しいわけないだろ」

　わずかにかすれた低い声に、ぞくっとするほどの色気がにじんでいた。

「まどかから恋人の話を聞くなんて、吐きそうなほど嫉妬してる。違う男がお前に触れているのかと思うと、そいつのせいでまどかがこんなに綺麗になったのかと思うと、悔しくて仕方ない」

　独占欲をむき出しにしてこちらを見つめる雅文に、どうしていいのかわからないくらい心臓が苦しくなる。

　雅文と別れてから三年間。私は誰にも触れられていないよ。あなたしか知らないよ。ずっとずっと忘れられずにいたよ。

　そんな言葉が口をついて出そうになり、こらえるようにぎゅっと奥歯を噛みしめた。

　勘違いするな、まどか。雅文は私を愛しているわけじゃない。一時的な気まぐれで私に執着しているだけなんだから。

「仕事の話が終わったなら、もう戻ります」

　そう言って立ち上がった私を見て、雅文は大きくため息をついた。

　執務室を出てフロアに向かっていると、「あ、広瀬さん」と声をかけられた。後輩の谷村くんだ。

「これから外回り？」

　バッグを持った彼は私の問いかけに「はい」とうなずく。

「そうだ。今度広瀬さんの地区の過去の資料を見せてもらってもいいですか？」

「うん。いいよ」

　そんな会話をしながら並んで廊下を歩いていると、今日聞いた店舗からの彼の評判を思い出した。

「谷村くん、最近どう？　店舗のスタッフとちゃんとコミュニケーション取れてる？」

「大丈夫ですよ。俺はまだ若いけど、年上の店長になめられないようにビシッとやってます」

　自信満々の返答に、私は「うーん」と渋い顔をする。

「なめられるとかじゃなく、信頼関係を築くのが大事だからね」

「相手を信頼させるには結果を出すのが一番ですよね。その辺ちゃんと考えてますって」

　私の言いたいことが今いち伝わっていない気がする。

　どうしようかと考えていると、谷村くんは顔を輝かせてこちらを見る。

「俺も、広瀬さんみたいに立派なスーパーバイザーになります。すぐ追いつくので信じて見ていてください！」

　力強く言われ、苦笑いしながらうなずいた。

「わかった。もし問題があったら私がフォローするから、店舗のスタッフを大切にして頑張ってみて」

「はい！　じゃあ行ってきます」

　意気揚々と歩き出した彼の背中を見送っていると、後ろからため息が聞こえた。

「随分慕われているんだな」

　振り返り思わず身を硬くする。不機嫌そうにつぶやくのは、雅文だった。

　いったいいつの間に。もしかして私を追いかけてきたの？と警戒していると、雅文は私の心を見透かすように「総務に用があって行く途中」と短く説明する。

　そして長身をかがめて私の耳元に唇を寄せた。

「もしかして、浮気ばっかりする彼氏って谷村？」

「まさか」

　とんでもない質問に、私はすぐに否定して眉をひそめた。けれど雅文は疑うような視線をこちらに向ける。

「会社の後輩と付き合うわけないでしょ」

「どうして？」

「もう社内恋愛はうんざりだから」

　きっぱりと言い切った私のことを、雅文はじっと見つめていた。

「そっか」

　ため息を吐き出すようにして小さくつぶやく。そしてついでのように「今日の予定は？」と聞いてきた。

「今日の外回りは終わったので、定時まで事務作業をするつもりですが」

「じゃあ終わったら食事に行こう」

「え？」

「今日は金曜だろ。なにか用事ある？」

「いえ……」

「じゃあ、後で連絡する」

　私がぽかんとしている間にそう言い残し、去っていく。

　背の高い後ろ姿を眺めながら立ち尽くしていると、ポケットの中のスマホが小さく震えた。

　見れば雅文からのメッセージだった。

　私の連絡先が必要なら会社経由で調べてくださいと言いはしたけど、本当に調べるとは思わなかった。しかも、こんなに早く。

　それだけ私を気にかけてくれているんだろうかと浮かれたことを考えそうになる。

【後でまた連絡するから、この番号を登録しておいて】という短い一文。

　新たに登録するまでもなく、私の連絡帳の中にはちゃんと雅文の番号が残っていた。三年前に別れたというのに、この番号を消せずにいたから。

　自分の未練がましさにうんざりしてため息をついた。

　デスクに戻り報告書を作成していると、大山小山コンビの楽しげな会話が聞こえてきた。

「瀧内部長の面談受けました？　至近距離であの端整な顔で見つめられてドキドキしちゃいました」

「わかる。本当にかっこいいよね。あの顔を拝みながら仕事ができるなんて幸せだわー」

　そんな会話に、雅文は相変わらず罪作りな男だなぁと思う。本人は相手をドキドキさせようなんて意図はなく、普通に接しているんだろうけど。

　手を動かしながらため息をつく。すると後ろから「広瀬」と声をかけられた。顔を上げると、そこには田端くんがいた。

「どうしたの？　なにか用事？」

　田端くんは近くにあった椅子を引き寄せ私の隣に座る。そして耳元に口を近づけ声を潜めた。

「さっき話してるのを見かけたけど、お前まだ瀧内が好きなの？」

　唐突にそう言われ、ぐっと言葉に詰まる。動揺が表情に出そうになり、必死に平静をよそおって「なに言ってるの？」と笑った。

「だってさっき、食事に行こうって誘われてただろ」

　なんでそんなことまで知っているんだろうと眉をひそめた。

　耳をそばだてて盗み聞きされていたようで、なんだか不快だ。

「別に……」

「お前、瀧内に騙されて遊ばれていたのを、忘れたのか？」

　その田端くんの言葉に、頭から冷水を浴びせられたような気分になる。

　三年前、雅文が私を騙し裏で笑っていると教えてくれたのは田端くんだった。もし彼がいなかったら、私はずっと騙されたままだったかもしれない。

　あのときのショックが生々しくよみがえって、胸が痛み出す。

「俺はお前がまた泣くことになると思って、親切で忠告してやってるんだからな」

　うつむいた私に、田端くんは苛いら立だったように言う。

　彼から見れば、恋愛経験が少なく鈍感な私はじれったく感じるのかもしれない。

　ぐっと唇を噛んだとき、大山さんに声をかけられた。

「広瀬さーん。お電話です」

　その言葉を聞いて、田端くんはため息をつきながら立ち上がる。

「じゃあ、俺行くわ」

「あ、うん」

　彼を見送ってから電話に手を伸ばす。外線のボタンが光っていないのに気付いて首をかしげた。

「大山さん。電話って何番？」

　不思議に思ってたずねると、大山さんは「あ。ごめんなさい、嘘です」とあっけらかんと答えた。

「えっ、嘘？」

「なんだか広瀬さん、言い寄られて迷惑そうにしていたから」

　私の様子に気付いて助け船を出してくれたらしい。

「言い寄られてたわけじゃないけど。でも、ありがとう」

　職場であんな話をされて困っていたのは確かだ。

　私がお礼を言うと、大山さんは「いえいえ！　広瀬さんが困っているときはいつでもお助けしますから！」と胸を張った。

　彼女の優しさに感謝しながら雅文のことを考える。

　雅文に食事に誘われたけれど、このままふたりで会えばきっと私はまた流される。

　もう傷付きたくない。裏切られたくない。

　そう思っているのに、雅文の誘惑には勝てない。

　同じ間違いを繰り返さないように、ちゃんと距離を置かないと。

　そう決心した私は終業時間が過ぎると同時にスマホを取り出した。

【すみませんが、急用が入ったので帰ります】

　素っ気ないほど簡潔なメッセージを送り、猛然と帰る支度を始めた。
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　執務室で仕事を片付けスマホを見ると、まどかからメッセージが来ていた。

【すみませんが、急用が入ったので帰ります】という事務的な一文。

　使い古された断り文句に、眉をひそめる。

　数日前、ホテルにひとり取り残された朝を思い出す。

　自分の腕の中ですやすやと眠っていたまどかが、少し目を離したすきに身支度を整え、あっという間に逃げ出してしまった。

　こんなに必死に追いかけているのに、そう何度も逃げられてたまるかという執念のような感情が湧いてくる。

　俺は小さく舌打ちをして、勢いよく立ち上がった。

　時計を見れば、定時をわずかに過ぎた時間。メッセージも数分前に届いたばかりだ。まどかはまだ社内にいるかもしれない。

　執務室から出て足早に向かったのは、まどかのデスクがある営業統括部。

　俺がフロアに足を踏み入れると、顔馴染みの大山さんが「あ、瀧内部長」と声をかけてくる。

「そんなに慌ててどうしたんですか？」

　息を切らしている俺に気付き、不思議そうに首をかしげた。

「まど……、広瀬さんはいる？」

　つい『まどか』と言いそうになりさりげなく訂正してたずねると、大山さんが「あー……」とうなずく。

「広瀬さんならさっきすごい勢いで帰っていきましたよ。あの感じだともう社内にはいないと思います」

　それを聞いて、間に合わなかったかとがっくりと肩を落とした。

「なにか約束でもしていたんですか？」

　俺がものすごく落ち込んでいるように見えたのか、気の毒そうな視線を向けられたので、「いや。少し用事があっただけ」と取りつくろう。

　すると、大山さんの隣にいた女性社員が眉を八の字にしてぷるぷる震えながらこちらを見ているのに気が付いた。

「うわぁ……。イケメンで有能で御曹司の瀧内部長が落ち込んでる感じ……。すごくいい……」

　いったいなんのことだと思っていると、大山さんも彼女に同意するように深くうなずいた。

「小山、わかるわ。完璧な男が必死になったり取り乱したりするのを遠目に観察するのって、萌えるよね……」

　ふたりから、いろんな感情が含まれた視線でねっとりと見つめられ、ちょっと背筋が冷たくなる。

　俺が頬を引きつらせながら後ずさりすると、元上司の課長が声をかけてきた。

「おー、瀧内。じゃなくて、今はもう瀧内部長か」

　そう言い直され、「瀧内でいいですよ」と肩を上げて笑う。彼は入社当時からお世話になった上司だ。

「来週の金曜の夜は暇か？」

「金曜、ですか？」

「せっかく本社に戻って来たんだから、営業統括部で歓迎会をしよう。アメリカでの話を聞かせてくれよ」

「ありがとうございます。こっちの様子もいろいろ聞きたかったのでうれしいです」

「じゃあ、大山さん。急で悪いけど歓迎会の段取りを頼んでもいいか？」

　課長に頼まれた大山さんは、「まかせてください」と胸を張る。そして俺に向けて意味ありげに笑った。

「広瀬さんも歓迎会に参加するように、しっかり誘っておきますね」

　ビシッと親指を立てながらそう耳打ちされ、俺は苦笑いして「ありがとう」とお礼を言う。

　彼女はずっと前から俺がまどかに惚れていることに気付いていて、まどかには内緒でいろいろ協力してくれていた。

「それから、さっきマーケティング部の人が来て、広瀬さんに言い寄ってましたよ」

「マーケティング部？」

「田端さんです。広瀬さんが困ってそうだったんで、電話だって嘘をついて追い払っておきました」

「そっか。ありがとう」

　……田端か。

　同期で専務の息子でもある彼の顔を思い浮かべ、俺は眉をひそめた。










はじめての恋人




　六年前に雅文と私は出会い、一緒に仕事をするうちに自然と惹かれ、気付けば彼を好きになっていた。

　思いが通じ合ったのは出会いから二年後。

　恋愛に不慣れな私らしく、ぎこちなくても幸せな恋の始まりだった。
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　会社の廊下を歩いていると、アシスタントの大山さんが大きな段ボールを前に腕を組んでいるのが見えた。

　あの荷物、ひとりで運ぶつもりかな？　と思い近づいて声をかける。

「重そうだね。手伝おうか？」

　私の言葉に大山さんがこちらを振り向いた。

「あ、広瀬さん。ありがとうございます。でもこれ相当重いんですよ」

「大丈夫だよ。私力持ちだから」

「そんなに華奢なのに？」

　疑う大山さんに、腕まくりをして力こぶを作ってみせる。

「私、歳の離れた双子の弟がいて、よく遊び相手をしていたから体力には自信があるんだ」

「双子の弟って、にぎやかそうですね。何歳離れてるんですか？」

「十歳。今は中学生なの」

「へぇー！」

　わんぱくな弟たちが赤ちゃんだった頃のかわいい姿を思い出しながら、目を細める。

「というわけだから、私が運ぶよ」

　そう言って段ボールを持ち上げようとかがむ。両手でがっしりと掴むと、予想以上の重さにぐっと唇を噛んだ。

「重っ！　これ、なにが入ってるの？」

「過去の報告書です。データ化してって頼まれたんですけど、すごい量で」

「紙は重いもんね」

「広瀬さん、本当に無理しないでくださいよ？」

「うん、大丈夫」

　腕をぷるぷるさせながら立ち上がりそう言うと、段ボールが急に軽くなった。

　驚いて目を見開けば、雅文がこちらを見下ろしていた。

「なにが大丈夫だよ。無理すんな」

「あ、瀧内くん……！」

　報告書がぎっしり入った重たい段ボールを、私の腕から軽々と取り上げる。

　そのたくましさに胸がきゅんと飛び跳ねた。

　入社当時からいい男だと思っていたけれど、彼に恋をしてからはさらに魅力的に見えるようになってしまった。

　あー、もう。こんなにスマートに現れてさっと手を貸してくれるなんて。ずるいくらいかっこいい。

「大山さん、これどこに運べばいい？」

「あ、えっと。とりあえず資料室に」

　大山さんは答えた後、ちらりと私を振り返る。

「そうだ。私ちょっと忙しいので、広瀬さんと瀧内さんにまかせてもいいですか？」

　思いついたように言った大山さんが、雅文に向かって親指を立て意味ありげなアイコンタクトをした。それに気付いた雅文は苦笑を浮かべる。

「了解。広瀬、ついてきてドア開けて」

　雅文はそう言うとさっさと歩き出す。

　大山さんのなにかを応援するような視線に、私は首をかしげながら雅文の後を追いかけた。

「瀧内くん、ありがとう」

　横に並んでお礼を言うと、ちらりと睨まれる。

「世話焼きでお人好しなのもいいけど、あんまり無理するなよ」

　私が口では大丈夫と言いつつ、本当はかなり重くてつらかったのが、バレバレだったらしい。

「さっき話してるのが聞こえたけど、双子の弟と十歳も離れてるんだな」

「あ、そうなの。弟たちが生まれた直後に両親が離婚しちゃったから、バリバリ働いていた母を手伝って私が育てたようなもんなんだよ」

「えらいな」

　優しい笑顔を向けられて、慌てて首を横に振る。

「別にえらくないよ。母が女手ひとつで家庭を支えてくれていたんだから、手伝うのは当たり前でしょ」

　実の父は双子の弟が生まれた直後に家を出ていき、それから母は必死で私たちを育ててくれた。

　突然夫を失った寂しさを埋めるように絶えず笑顔で頑張ってくれた母を思えば、家事や育児を手伝い家庭を支えるのは当たり前のことだった。

「へぇ……」

「私もいやいや手伝ったわけじゃなくて、歳の離れた弟たちはすごくかわいかったし、双子の成長が私の生きがいみたいな感じで楽しかったんだ」

　明るい声で言うと、雅文はくすりと笑った。

「自分の恋愛が二の次になるくらい？」

　ちょっと意地悪な笑みを向けられ、私は頬をふくらませる。

　前に、学生時代は男子から女扱いされなくて恋愛経験ゼロだと言ったのを覚えていたらしい。

「すみませんね。恋愛が二の次の色気のない女で」

「いや、広瀬らしくてかわいい」

　さらりと言われ、ぼっと頬が熱くなった。私は動揺を悟られないように慌ててうつむく。

　同期の女子に対してこんなに自然にかわいいと言えるなんて、相当モテるんだろうな。人たらしの雅文が少し憎くなる。

「今でも家で弟たちの面倒を見ているのか？」

　そうたずねられ、平静をよそおいながら「ううん」と首を横に振った。

「私は大学卒業と同時に家を出たの。その頃母が再婚して、『まどかは今まで家族のために頑張ってくれたけど、これからは気を遣わないで実家を出てひとり暮らしをしていいのよ』って言われちゃった」

「それが寂しかったんだ？」

　雅文に顔を覗き込まれ、うつむきがちにうなずいた。

「ちょっとだけね。母が私のことを考えて家を出るようすすめたってわかってはいるんだけど、なんだかもう私の手は必要ないって言われたような気がしちゃって。いい歳をしてそんなことを寂しく感じるなんて、家族ばなれできてなくてバカみたいでしょ」

　私がそう言うと、雅文は「あー」と天井をあおいでうなった。

　どうしたんだろうと不思議に思っていると、困ったように眉じりを下げている。

「今、めちゃくちゃ広瀬の頭をなでてやりたいのに、両手がふさがってる」

　自分が抱える段ボール箱を見下ろしてじれったそうにつぶやいた。

「なにそれ」

　思わず噴き出した私を、雅文は優しい表情で見ていた。

「今までずっと弟たちの面倒を見て、家族のために頑張ってきて、広瀬はえらいよ」

　真っすぐで温かい言葉に、胸になにかがせまってきた。

　体の中心が熱くて、そわそわと落ち着かない気持ちになる。

　そんな会話をしているうちに、資料室に到着した。

　両手がふさがっている雅文のためにドアを開く。雅文は中に入り段ボール箱を床に置くと、こちらを振り返った。

「両手が空いたから、広瀬のことをなでてもいい？」

　そうやって改めて聞かれると、なんだか妙に意識してしまう。

「な、なでたいなら、どうぞ」

　戸惑いながらうなずくと、雅文の綺麗な手がこちらに伸びてきた。ふわりと髪に触れた感触だけで、くすぐったくて「ん……っ」と首をすくめてしまう。

　長い指が髪をもぐり、地肌に触れた。

　優しく髪をかきまぜられるのが心地いい。

　だんだんとリラックスしてきて、「瀧内くんの手、大きくて気持ちいい」と目を閉じてされるがままになっていると、不意に髪をなでる手が止まった。

　不思議に思って目を開く。雅文の耳のふちがわずかに赤くなっていた。

　なんだろうと瞬まばたきをする私を、眉をひそめて睨む。

「お前、いくらなんでも無防備すぎるだろ」

「えっと、ごめん。髪をなでられるのがなんだかうれしくて」

　いつも弟たちをなでていたけれど、自分がなでてもらうことはなかった。

　甘やかすのに慣れていて、甘えさせてもらうのが新鮮だったから、と心の中で言い訳していると、雅文はため息をひとつついた。

　そして髪をなでていた手で、私の後頭部を引き寄せた。

　おでこが雅文の胸にぶつかる。

　驚いて身を硬くしていると、私のつむじに雅文があごをのせた。

　密着した体と髪に触れる温かな手の感触に、鼓動が勝手に速くなる。

「広瀬は誰に髪をなでられても、そうやってかわいく笑って喜ぶの？」

　そんな問いかけに一気に体温が上がった。

「ち、違……っ」

　ああやって髪をなでられてうれしいと思ったのは、雅文が好きだからだ。誰でもいいわけじゃない。

　でも、ここで否定すれば、私が雅文に恋心を抱いているのがバレてしまうかもしれない。

　モテる雅文が私なんかを相手にするわけがないし、せっかく仲のいい同期なのに振られて気まずい関係になりたくない。

　どうやってごまかせばいいんだろうと必死に考えていると、雅文が私の顔を覗き込んだ。

「ダメだよ」

　綺麗な黒い瞳に真っすぐに見つめられ、私は「え？」と目をまたたかせる。

「広瀬がこうやって甘えたり髪をなでられるのを許すのは、俺だけにして」

「どういう、意味？」

　こわごわとたずねると、雅文は小さく笑った。

「本当に鈍いよな。まぁ、そういうところもかわいいんだけど」

　ため息交じりの言葉に、一気に頭に血が上る。

「か、かわいいって。そうやってからかわないでよ」

　動揺のあまり目が潤んで慌ててうつむくと、雅文は「からかってない」と短く言って私の頭を胸に抱き込んだ。

「好きだよ」

　鼓膜を震わせたその甘い言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。

「え……？」

　驚いて顔を上げると、こちらを見下ろす雅文の表情には隠せないくらいの愛情がにじんでいた。

「広瀬が好きだ。最初は話しやすくてかわいい同期だと思っていたけど、一緒に仕事をしているうちにどんどん惹かれて好きになってた」

　私は夢でも見ているんだろうか。

　だって、みんなの憧れの存在の雅文が、自分を好きになってくれるなんて。

「広瀬は俺のこと、どう思ってる？」

　甘い視線で答えをねだられ、頬が赤くなっていくのを自覚する。どうしよう、心臓が壊れそうだ。

「わ、私も、瀧内くんが好き」

　たどたどしく答えると、雅文が驚いたように目を見開く。

「本当に？」

「ほ、本当に」

「それは同期とか仲間としてじゃなく、ちゃんと男として？」

　確認するように問われ、私は顔を真っ赤にしながら頬を膨らませた。

「い、いじわる……。すごく恥ずかしいんだから、何回も聞かないでよ」

「信じられないくらいうれしいから、ちゃんと確認したいんだよ」

　甘い視線で見つめられ、表情筋がとろけそうになる。

「もう一回、好きって聞かせて？」

　ずるいくらい魅力的な彼に見つめられる。そんなおねだりをされたら、抵抗できるわけがない。

「瀧内くんのことが、すごくすごく好きです」

　私がそう言った途端、ぎゅっと力いっぱい抱きしめられた。たくましい胸に包まれて、愛おしさが込み上げてきて苦しくなる。

「あー、もう。やっと広瀬が俺のものになった」

　こらえきれないようにつぶやいた雅文に、「やっとって？」と首をかしげる。

「店舗で研修してた頃から、ずっと広瀬が好きでアプローチしてたんだぞ」

「嘘だぁ！」

「悪かったな、恋愛下手で」

「恋愛下手なんて、それこそ嘘でしょ？　瀧内くんはこんなにかっこよくてモテるのに。今まで数えきれないくらいの女の子に好きだって言われてきたでしょ？」

　私がそう言うと、雅文は綺麗な眉をわずかにひそめた。

「確かに女の子から告白されたことはあるけど、付き合ったことはなかった。その相手を好きだとは思えなかったし、適当な気持ちで付き合いたくなかったから」

　こんなにかっこよくて魅力的な雅文に、恋人がいたことがなかったなんて。

「心から好きになったのも、自分だけのものにしたいと思ったのも、広瀬がはじめてだよ」

　真っすぐで熱い告白に、頬に熱が集まるのを感じながら口を開く。

「私が瀧内くんのはじめての恋人だなんて、すごくうれしい」

　感激のあまり涙声になった。潤んだ私の瞳に気付いた雅文が、優しい笑みをこぼしながら指で目じりをそっとなぞった。

「広瀬。キスしたい」

　そうささやかれ、背筋が震える。

「でも、ここ、会社だよ……？」

　私もキスをしたいと思っているくせに、緊張が勝ってそんな言い訳を口にする。

「資料室になんて、誰も来ないよ」

「でもでも、仕事中なのに」

「一回で我慢するから」

　お願い、と甘い視線を向けられ心臓がきゅんと音を立てた。

　どうしよう。彼が好きすぎて、理性が簡単に崩れる。

「い、一回だけなら」

　上ずった声で言うと、雅文がうれしそうにふわりと笑った。

　大きな手でそっと後頭部を包まれ、上を向かされる。はじめてのキスに緊張して目をつぶると、触れるだけのキスが降ってきた。

「ん……」

　柔らかな感触に、体が溶けてしまうかと思った。ただ唇と唇が触れただけなのに、幸福感でいっぱいで苦しくなる。

　唇が離れ、ゆっくりと目を開いた。雅文はなにかに葛藤するような険しい表情をしていて、どうしたんだろうと少し不安になる。

　すると、彼はため息をついてくしゃりと前髪をかき上げた。

「一回で我慢するって言ったのは自分なのに、こんなんじゃ全然たりない」

　ため息交じりにつぶやかれ、その色っぽさにくらくらする。

「でも、仕事に戻らないと」

　私ももっとキスしたい。ぎゅっと抱きしめてもらいたい。そう思ったけれど、必死に理性をふるい立たせる。

「だな」

　私の言葉にうなずいて、雅文は切り替えるように大きく息を吐き出した。

　私がほっとしたような残念なような気持ちでいると、雅文は身をかがめ耳元に唇を寄せた。

「なぁ、広瀬。今日仕事が終わったら、俺の家に連れて帰ってもいい？」

　彼の家に行ってなにをするのか。恋愛経験ゼロとはいえもういい大人だから、ちゃんとわかる。

　想像するだけで頭が爆発しそうなくらいドキドキしてきた。

　真っ赤になった顔を見られたくなくて、うつむいたまま小さくうなずく。

　それを見ていた雅文に「下を向いて顔を隠しても、うなじも耳も真っ赤になってる」と短く笑われた。

　私が慌てて顔を上げると、不意打ちでまたちゅっとキスをされた。

「……っ！　一回だけって言ったのに！」

　目を見開いて抗議した私に向かって、雅文はくすりと笑う。

「ごめん。広瀬がかわいすぎて、我慢できなかった」

　あー、もう！　その照れ笑いはずるい。かっこよすぎる。文句を言いたいはずなのに、心臓がきゅんきゅんうるさくて言葉が出なくなる。

「これ以上ここにふたりきりでいたら、本当に理性が崩れそうだからそろそろ戻るか」

　そう言って歩き出そうとした雅文のスーツの裾を掴んで引き留めた。

「ちょっと待って」

「なに？」

　振り返った彼に見つめられ、ドキドキしながらお願いをする。

「あのね、会社では私たちが付き合っていることは内緒にしたいんだけど……」

　うつむきがちに言うと、雅文は不満そうに眉をひそめた。

「どうして？」

「だって、瀧内くんはものすごくモテるから、私なんかと付き合ってるって知られたらみんなに不釣り合いなカップルだと思われそうだし」

「不釣り合いなカップルって。広瀬は自分が周りからどんな風に見られてるか少しは自覚しろよ」

　不機嫌そうな雅文に首をかしげながらも、私は「それに」と説明を続ける。

「仕事とプライベートはきちんと区別しないと、瀧内くんを見るたびにこの人が私の恋人なんだって意識してドキドキしちゃいそうだから。会社の人たちにそんな浮かれた顔を見られるのは恥ずかしいの」

　眉を下げて「……ダメ？」とお願いすると、雅文はぐっと言葉に詰まった。

　なにかと葛藤するように綺麗な眉間にしわを寄せる彼をドキドキしながら見守っていると、雅文は額に手を当てため息をつく。

「あー、もう。本当ずるいくらいかわいい」

「な、なにが!?」

　じっとりと睨まれ動揺して跳び上がる。

　かわいいことなんて、なにも言ってないんですけど!?

「わかった。もう一回キスさせてくれたら、広瀬の言う通り会社では内緒にする」

「え！」

「ほら」

　早く、と急かすように腕を広げられ、心臓が飛び出そうなほどドキドキしながら彼に近づく。

　さらうように腰を抱き寄せられ、また唇がふさがれた。

　今までの二回よりも、少し長いキス。

　角度を変えて柔らかく唇を食はまれ、背筋がとろけてしまいそうになる。

「ん……」

　思わず甘い吐息がもれると、ゆっくりと唇が離れた。

　吐息が触れそうなくらいの距離で、雅文が「困ったね」と小さく笑う。

「唇が離れた瞬間から、またキスがしたくて仕方ない」

　そんな甘いささやきに思わず頬が熱くなると、名残惜しむようにちゅっちゅっと短いキスの雨が降ってきた。

「一回って言ったのに……っ」

　顔を真っ赤にしながら雅文の腕の中でもがき苦情を言うと、「わかった」とようやく抱きしめる腕を開いてくれる。

　ほっとしているところに「続きは俺の家に帰ってからな」と色っぽいささやきを吹き込まれ、私はその場に崩れ落ちそうになった。

　それから職場に戻って仕事をしたけれど、その日は緊張と動揺のあまりきちんと業務をこなせていたか自信がない。

　私が細かい失敗をするたびに、なぜか大山さんや課長から生温かい視線を送られていたような気がする。

　それに対して私をこんな風にダメにした張本人の雅文は、いつも通りクールでスマートに仕事をしていた。

　同じく恋愛初心者のはずなのにこの違いは、もともとのスペックの差なのか。なんて少し悔しくなる。




「広瀬、終わりそう？　なにか手伝おうか」

　終業時間に背後から雅文に声をかけられ、「ひっ！」と跳び上がった。

「ひっ！　ってなんだよ。驚きすぎ」

　くすくすと肩を揺らして笑う雅文に、必死に平静をよそおいながらぎこちなく首を振る。

「だ、大丈夫。もう終わるから」

「そ？」

　わずかに首をかしげ微笑んだ雅文に、心臓が痛いくらいにきゅんとした。雅文は長身をかがめ、私の耳元に唇を寄せる。

「……じゃあ、下のエントランスにあるカフェで待ってる」

　私だけに聞こえるようにささやかれ、ぶわっと頭に血が上った。なんとか無言でうなずくと、雅文は「お先に失礼します」とさわやかに言い、フロアを後にする。

　私はひとり両手で顔を覆って小さく身もだえた。

　幸か不幸か今日は金曜日。

　明日は休みだからこれから彼の家に行って、もしかしてお泊りする展開になるのかな。

　私、お泊りする道具なんてなにも持っていない。一度家に帰った方がいいのだろうか。

　それに、今日はなんのしゃれっけもない普通の下着をつけているんだけど、これって大丈夫なの？　色気がないって幻滅されない？

　どうしよう。できれば雅文の家に行く前に、お店に寄ってかわいい下着を買いたい。でもそんなことを言ったら、こいつやる気満々だなって引かれたりして。

　あああああああ。なんだか悩みすぎて胃が痛くなってきた。

　私が自分のデスクで背中を丸めお腹を抱えていると、「どうしたんですか？」と声をかけられた。

「広瀬さん。お仕事終わらないんですか？」

　そう言って不思議そうにこちらを見下ろすのは大山さんだ。

「あ、いや！　もう終わったから大丈夫！」

　慌てて立ち上がろうとしたとき、デスクの上のペン立てに腕をぶつけ、中にあったペンが音を立てて床に散らばった。

「あぁっ！」

　動揺する私に大山さんは「拾うの手伝いますよ」としゃがみ込む。

「ごめん！　ありがとう」

「いえいえ。広瀬さんにはいつもお世話になってますから。今日も資料室まで荷物を運んでもらっちゃったし」

　その言葉に、雅文と資料室でキスをしたことを思い出してかぁっと頬が熱くなる。

「あ、あの、大山さん」

　ペンを拾い集めながらぎこちなく声をかけると、「なんですか？」と大山さんがこちらを見た。

「あくまで一般的な話として聞きたいんだけど、付き合ったばかりの恋人の家に休日の前に誘われたら、それは泊まるのが前提だったりするのかな？」

　決して自分のことではありませんよ、と世間話をよそおってたずねると、大山さんは「ぷはっ」と噴き出した。

　楽しくてたまらないといった様子で「広瀬さんのことではなく一般的な話なんですね？」とニヤニヤしながらうなずく。

「そういう場合はそのままお泊りするのが自然な流れじゃないですか？」

「やっぱりそうだよね……。ということは、お泊りの道具や下着を揃えてから家に行った方がいいのかな」

　大山さんの答えに深刻な表情でつぶやいていると、ペンを拾い終えた彼女に肩を叩かれた。

「そんな細かいこと考えないで、場の雰囲気でいいと思いますよ。必要なものはコンビニでだって買えるんだし」

「場の雰囲気……」

　恋愛初心者にそんな高度なことを言われても。

「でも、普段使いの下着をつけていて、色気がないって幻滅されたりしない？」

「そんなことで幻滅するような相手なら、早めに見切りをつけられて逆に好都合です。広瀬さんが普通の下着を恥ずかしいと思うなら、次はもっとセクシーでかわいい下着でサービスしてあげればいいじゃないですか。ギャップで男の人は二度美味しいですよ」

「いや！　私の話じゃなくて、あくまで一般論としてだけどね!?」

　なぜか私のことと断定して話す大山さんに、慌てて首を横に振る。

　すると大山さんは「わかってます」と肩を揺らして笑った。

「それよりも広瀬さん、まだ帰らないんですか？」

　そう言われ、下のカフェで雅文を待たせていることを思い出して跳び上がった。

「あ、本当だ。そろそろ帰らないと！　大山さん、ペンを拾ってくれてありがとう！」

「いえいえ。じゃあまた来週」

　手を振る大山さんにうなずいて「お先に失礼します」とフロアを出る。

　エントランスにあるINO'S COFFEEに急いで向かうと、スタンディングテーブルに軽く肘をおいて寄りかかる雅文の姿を見つけた。

　まるで雑誌の一ページのようなリラックスした様子がさまになっている。動揺してペンをぶちまける自分とは大違いだなと少し憎らしくなる。

　頬をふくらましながら近づくと、雅文はテーブルの上にあったカップ入りのドリンクを口に運んだ。そしてこくりと飲み込んだ雅文は、突然目を丸くして口を手で覆った。

　背中を丸めケホッケホッとせき込む様子に、どうしたんだろうと驚く。

「瀧内くん、大丈夫？」

　私の声を聞いた雅文は、「広瀬、来てたんだ」と頬を赤くしながらこちらを振り向いた。

「突然せき込んでいたけど、どうしたの？」

「いや、甘いから驚いただけ」

「甘いから？」

　不思議に思って彼の持つドリンクを覗き込む。

　中に入っているのは、コンデンスミルクをたっぷり使った女性客に人気のスイートミルクラテだ。

　このドリンクは甘いに決まっているのに、どうして驚いたんだろうと思っていると、雅文は目元を赤くしながらバツが悪そうに視線をそらす。

「広瀬を待っている間落ち着かなくて、上の空で注文したら間違ったんだよ」

　ふてくされたその口調に、きゅんと心臓が飛び跳ねる。

　普段はなんでもスマートにこなすくせに、私を待っているだけでそわそわして注文を間違えるなんて。

　緊張していたのは私だけじゃないんだと知って、どうしようもなくうれしくなった。

　ふたりで並んで会社を出る。

　最寄りの駅から電車に乗り、車両に同じ会社の人がいないのを確認してから雅文がそっと手を繋いできた。

　からんだ指の感触がうれしい。それだけで大好きだと実感する。

「広瀬はどの辺に住んでいるの？」とか「瀧内くんは車を持っているのに電車通勤なんだね」とか、とりとめのない会話をしながら彼の家へと向かう。

　たどりついた場所は見上げるほど高いタワーマンションで、私は驚いて目をむいた。

「瀧内くん、こんなところに住んでるの……!?」

「こういうマンションに住んでる男はいや？」

　そうたずねられ、動揺しながらも首を横に振る。

「べ、別にいやなわけじゃないけど、すごく立派だから驚いて」

「前に話したけど、学生時代に資産運用で儲もうけた金があったから、東京に引っ越してくるときに買ったんだ」

　説明を聞きながらコンシェルジュのいるエントランスを抜け、エレベーターに乗る。

　このいかにも高級そうなマンションの一室が、賃貸ではなく雅文の持ち物だと知ってさらに驚いた。

　おじいさんから借りた元手がいくらだったのかは知らないけれど、車やマンションが買えるほどの利益を上げるなんて、トレーダーとしてもやっていけそうだ。

「どうぞ」と扉を開かれ、広いリビングに息をのむ。

　暗めの色のトーンで揃えられたラグやカーテンに、ビンテージな雰囲気のキャメル色の革のソファ。センスのいい雅文らしい、落ち着いていて居心地のよさそうな素敵な部屋だ。

　そして、窓の外には美しい夜景が広がっていた。こんな豪華なマンションでひとり暮らしをしているなんてものすごく贅ぜい沢たくだ。

「すごい景色だね」

　そう言って振り返ると、返事のかわりにキスが降ってきた。

「んん……っ」

　会社でしたときよりも、もっと情熱的で強引なキス。

　柔らかな唇が擦れ合い、体温が溶け合う。

　唇を食まれ、背筋がぞくぞくと甘くうずいた。

　私の頬を包んだ雅文の手が、優しく耳元をなで後頭部を支える。上を向かされ、自然とつまさき立ちになった。

　立っていられなくて雅文の胸にしがみつくと、キスをしながら雅文が喉の奥で小さく笑った。その色気に、体が熱くなる。

　雅文の右手が動き、私の胸の膨らみに触れた。

　心臓がものすごい勢いで飛び跳ねているのが、きっと洋服越しに伝わっている。

　このまま抱かれてしまうのかな。

　恥ずかしいし少し怖いけれど、どうしようもなくうれしいと感じる自分もいる。

「あ、あのっ、瀧内くん……」

　理性が崩れそうになって慌てて目の前の胸を押し返すと、雅文はまだまだ足りないというような不満顔をしていた。

「わ、私、今日瀧内くんの家に来ることになるなんて思ってなくて、なんの準備もしていなくて」

「うん」

「だから、下着とかぜんぜんかわいくないんだけど……、その、大丈夫かな？」

　私がそう言うと、目の前の整った顔が一気に赤くなり驚いた表情になる。

「下着って！」

　雅文の動揺した声に、今のは絶対に失言だったと青ざめる。

　しまった。こんなこと言わなきゃよかった。一気に後悔が押し寄せてくる。

「変なことを言ってごめん！　わ、私こういうの全部はじめてだからよくわからないし、地味な下着でがっかりされたらどうしようって不安になって。もしいやなら、一回家に帰って着替えてお泊りセットとかも用意してくるから……」

　取りつくろうように早口で言い訳をすると、雅文は大きく息を吐き出した。

「そっか。いきなり家に連れて来たけど、泊まるなら着替えとか化粧品とか用意したいよな。悪い、ぜんぜん気が回らなかった」

　引くどころか謝られ、私は慌てて首を横に振る。

「ううん。私こそ途中で言えばよかったのに、浮かれてつい家まで来ちゃったから」

　そう言うと、雅文は長く息を吐き出してからこちらを見る。

「下着は、かわいくないとか地味だとか、気にしないで大丈夫。正直俺もかなり浮かれてて、広瀬がどんな下着をつけてるかまで気にする余裕ない」

「そ、そっか」

　雅文の言葉に、私は顔を真っ赤にしながらコクコクとぎこちなくうなずいた。

「これからコンビニ行って、泊まるのに必要なものを買ってくるか」

「あ。私ひとりで行けるよ」

　できれば替えの下着も買いたいから、ひとりで行った方が恥ずかしくない。そう思いながら私が言うと、雅文は「俺も一緒に行く」と首を横に振る。

「さっきここに来るときにコンビニの場所はわかってるから大丈夫だよ」

「でも、俺も買いたいものあるし」

「買いたいものってなに？」

　深く考えずにたずねると「コンドーム」と返され、一気に頭に血が上った。

「そそそそそそそそそうだよね！　必要だよね！」

「広瀬が止めてくれてよかった。がっつきすぎてなんの準備もなくつっぱしるところだった」

　そう言った雅文の耳たぶは、少し赤らんでいた。その彼の動揺が、とてもうれしく感じられる。

「ちゃんと私のことを考えてくれてありがとう」

　照れながらお礼を言うと、雅文が「うん」とうなずいた。

「広瀬のこと。ちゃんと、大事にするから」

　真っすぐにそう言われ、彼の誠実さに愛おしさが込み上げる。

「はじめての相手が、瀧内くんでよかった」

「そうやってあんまりあおるなよ。コンビニに行く前に我慢できなくなる」

　眉をひそめた雅文に睨まれて、思わずくすくすと笑った。

「行こう」と手を差し出され、うなずいて手を繋ぐ。

　並んでコンビニまで歩いて、照れながら必要なものを選ぶ。

　お着替え用の下着に旅行サイズのコスメ。そして避妊具。

　カゴの中はいかにもなラインナップで買うときはものすごく恥ずかしかったけれど、雅文が「俺が買うから雑誌でも読んでな」と言ってくれた。

　その優しさに甘えて少し離れた場所にいると、店員さんは顔色ひとつ変えずにレジを打っていた。

　恋愛経験ゼロの私にとっては未知の体験だったけれど、恋人同士がお泊りしてコンビニで必要なものを揃えるなんて、当たり前のことなのかもしれない。

　雅文が片手にコンビニのビニール袋を持ち、そしてもう片方の手は私と繋ぎ、歩きながら小さく笑う。

「これ、はじめて買った」

　そう言ってビニール袋の中の四角い箱を見下ろした雅文に、驚いて「本当に？」と声が出た。

「当たり前だろ。恋人ができたのはじめてなんだから」

　前を向きながらそう言った雅文。

　その整った横顔は薄暗い夜道でもわかるくらい赤らんでいて、胸の内側がくすぐったくなる。

　なんと言えばいいのかわからなくて、無言で繋いだ手に力を込めた。すると、雅文も私の手を強く握り返してくれた。

　そのままふたり頬を赤くして、マンションまで黙って歩いた。

　もし明日隕石が飛んできて世界がほろんだとしても、なんの後悔もない。

　そんな浮かれたことを考えてしまうくらい、幸せだった。

　ベッドの上の雅文は、めまいがするくらい色っぽくてかっこよくて、そしてすごく優しかった。

　緊張する私を甘く抱きしめ、丁寧に丁寧に強張る体をとろけさせていく。私が快感に溺れ視界がぼやけた頃、ようやくゆっくりと押し開かれた。

　雅文は汗でぬれた黒髪の間から「痛い？」と気遣うような視線をこちらに向ける。

　痛い。だけど、同時にものすごい幸福感も込み上げてきて、涙を浮かべながら首を横に振った。

「大丈夫だから……」

　奥まで入れて、と吐息だけでねだる。

　触れた場所から雅文の体温や鼓動が伝わってくる。

　ベッドの上で抱き合うことが、こんなにも愛する人を近く感じられる行為だなんて知らなかった。

　雅文は私の最奥まで体を沈め、熱い吐息をもらす。その艶のある男らしい表情に、背筋がぞくりと震えた。

　甘く腰を揺らされて「あ……っ」と自然に嬌きょう声せいがもれ、背筋が跳ねる。次第に圧迫感が薄れ、痛みが甘い快感へと変わっていく。

　私を見つめる優しい視線。綺麗な唇からもれる乱れた吐息。私の体をなぞる指先。密着した熱い下肢。雅文のすべてから私への愛情が伝わってきて、うれしくて泣きそうになる。

　雅文が手を伸ばし、私の手をぎゅっと握った。

　指をからめ恋人繋ぎをしながら、甘く腰を揺らしてこちらを見下ろす。

「好きだよ、まどか」

　そうささやかれた瞬間、心臓が飛び跳ねた。

　いつもは私のことを広瀬と呼んでいた雅文に突然名前で呼ばれ、体の内側がきゅんと反応する。

「広瀬は今日から俺の恋人だから、これからはまどかって呼んでもいい？」

　そんなおねだりに、私は何度もうなずく。本当に彼の特別になれたんだと実感できて、すごくうれしい。

「名前を呼ぶとまどかの体がよろこんで、きゅって締めつけてくるのがわかる」

　くすくすと笑われ、頬が熱くなる。

「やだ。そういうこと、言わないでっ」

「どうして？」

「だって、恥ずかしい……」

「恥ずかしがるまどかも、すごくかわいい」

　どこまでも優しく甘やかされて、とろとろに溶けてしまいそうだ。

「好きだよ、まどか」

「私も、雅文が好き……」

　甘いささやきがうれしくて、自然と涙がこみ上げてくる。

「もう一生、まどかは俺のものだから。心も体も全部、俺だけのもの。いい？」

　いつも穏やかでスマートな雅文に独占欲をむき出しにされ、どうしようもなく胸がときめいた。

「うん。ずっとずっと、一緒にいようね」

　ベッドの上で交わしたその約束が、すぐに破られることになるなんて、幸せの絶頂にいた私は想像もしていなかった。




　それから私たちは、会社には秘密で順調に交際を続けていた。

　仕事ではよきライバル。プライベートでは大好きな恋人。そんな雅文に不満なんてひとつもなかった。

　けれど、私たちの関係に不安と疑念が影を落とし始めたのは、恋人になってから一年後。今から三年前のことだった――。
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　朝起きて身支度をしながら、無意識のうちにそんな過去の記憶を思い出していたことに気付く。

　鏡に映る自分の姿を見てため息をついた。

　あの頃より髪も伸びたしメイクもうまくなった。

　身に着ける洋服も靴も、大人の女性にふさわしいものを選ぶようになった。

　それなのに、心はいまだに雅文にとらわれたままだ。

　三年前、雅文には私から別れを切り出したっていうのに、未練がましい自分がいやになった。




　週が明けた月曜。

　私が出社すると、エントランスで営業アシスタントの大山さんと小山さんが声をかけてきた。

「あ、広瀬さん。金曜日、広瀬さんが帰った後に瀧内部長が捜してましたよ」

　そう言われ、跳び上がる。

　先週は急用があるってちゃんとメッセージを送ったのに、わざわざ営業統括部のフロアまで私を捜しに来ていたのか。

「ほ、本当？　きっと、仕事で確認したいことがあったのかな」

　仕事、の部分を強調しながらなんとかごまかす。

「急いだ様子でやってきて、広瀬さんがもう帰ったって知って、がっかりしてましたよ」

「そうそう。落ち着いて大人な雰囲気の瀧内部長が取り乱したり落ち込んだりしてる姿に、ギャップできゅんとしちゃいました」

「普段のスマートな感じもいいけど、余裕がないイケメンっていうのも美味しいのよね」

「わかりますー！」

　きゃっきゃと楽しげな彼女たちの会話を聞きながら、耳のふちがじわじわと熱くなっていくような気がした。

　あの雅文が、私に約束をすっぽかされたくらいで落ち込んでいたなんて。

「あれ、広瀬さんどうしました？　顔が真っ赤ですよ」

　そう指摘され、慌てて腕で顔を隠す。

「なんでもない。私、のどが渇いたから、なにか飲み物を買ってから行こうかな」

　エントランスにあるINO'S COFFEEを指さしながらごまかすと、彼女たちは「わかりました」と、とくに気に留めずに先に歩いていく。

　その後ろ姿を見送りながら、はぁっと息を吐き出した。

　このくらいのことで動揺してしまうなんて情けない。そう思っていると、背後でコツンと靴音がした。

　振り向けば、そこにいたのは体格のいい後輩の谷村くん。

「おはようございます、広瀬さん」と声をかけられ、その距離の近さに少し驚きながら「おはよう」と返す。

「金曜日は瀧内部長となにか約束をしていたんですか？」

　仏頂面で問われ、咄とっ嗟さに首を横に振る。

「いや、別に……」

「広瀬さんって、瀧内部長が好きなんですか？」

「え……？」

　意味がわからず、瞬きをしながら谷村くんを見上げる。

「なんで」

「俺は、広瀬さんをずっと見てたからわかりますよ。広瀬さんがすごく瀧内部長を意識してるの」

　どうやら私たちが以前付き合っていたことまでは知らないようだ。ほっと胸をなでおろすと、谷村くんは真っすぐに私を見つめていた。

「俺、広瀬さんが好きです」

　はっきりとそう言われ、息をのむ。

「す、好きって」

「入社したときから優しくて頼れる先輩だなって憧れていて、気が付いたら好きになってました。広瀬さんに認めてもらえるくらい成長して一人前になったら告白しようと思っていたのに、このタイミングで瀧内部長が帰ってくるなんて」

　不機嫌そうにつぶやく谷村くんに、混乱しながら言葉を探す。

「ええと、ありがとう。そう思ってもらえるのは、すごくうれしいんだけど……」

　私の表情を見て、その続きを悟ったように谷村くんが遮った。

「まだ答えは出さないでください。瀧内部長に負けないように、必死に頑張りますから！」

　雅文は関係なく、私はもう社内恋愛をするつもりはない。それに谷村くんのことは、後輩としか思えない。

　そうはっきりと断ろうとしたけれど、出勤時間のエントランスにはたくさんの社員が行きかっているのに気付く。

　はっとして辺りを見回すと、私たちを微笑ましそうに眺めながら歩いていく人々と目が合って、頭を抱えたくなる。

「谷村くん。今の話はこんな場所でする内容じゃないし、もうすぐ始業時間だから行こうか」

　そう言って歩き出そうとすると、背の高い男の人がこちらを見ているのに気が付いた。

「あ、瀧内部長……」

　谷村くんが気まずそうな声を出す。

　もしかして、今の会話を聞かれていたのかな。

　それじゃなくても先週末約束をドタキャンして勝手に帰ったから、なんだかうしろめたい。

「おはようございます」

　私が挨拶をすると、雅文は小さくため息をついてから「おはよう」と返してくれた。そして前を向いて広い歩幅で歩いていく。

　そのさっそうとした後ろ姿を見ているとキリリと胃のあたりが痛んで、私は服の上からぎゅっと腹部を握りしめた。




　その日の午後、自分のデスクで報告書を作成していると、席を外していた谷村くんがフロアに帰って来た。

　その不機嫌そうな表情を見て、確か雅文との面談に行っていたはずだけど……。と不安になって声をかける。

「谷村くん、面談どうだった？」

　谷村くんは、声を潜めながらため息をつく。

「俺、瀧内部長に目の敵にされてると思います」

「目の敵って。どうして？」

「店舗のスタッフから不満が上がってるらしくて、俺のやり方はダメだって否定されました」

　その言葉に「あぁ……」と声をもらす。雅文が直接注意をしたということは、店舗のスタッフから本社に苦情が届いたんだろう。

「過去のデータを調べて、こういう売り方をしたらこのくらい数字が伸びるって。成功例を真似すれば間違いないって。俺はちゃんと正論を言っているのに、やり方を押しつけるんじゃなく店舗スタッフが自分たちで考えて気付けるように導くのがスーパーバイザーの仕事だろって言うんです」

　谷村くんは不満をもらしながら同意を求めるようにこちらを見た。

「俺が押しつけても、スタッフが自分たちで気付いても、結局やることが一緒ならどっちでもよくないですか？　むしろ最初から結論を出してあげた方が効率的じゃないですか。それなのにちょっと現場から不満が出たからって、悪者にされるのは納得できないです。瀧内部長は俺が広瀬さんに告白してる場面を見たから、いやがらせしてるんですよ」

　その言葉を聞いているうちに頭が痛くなってきて、自分を落ち着かせるように大きく息を吐き出した。

「谷村くん、それ本気で言ってる？　瀧内部長はそんなことで私情を挟む人じゃないよ」

　三年間日本で一緒に働いてきたからわかる。

　それにそんな器の小さな人なら、誰もが難しいと思っていた海外進出をこんな短期間で成功させられるわけがない。

「私たちは全国どこの店舗でも同じ看板をかけて同じ商品を売っているけど、全部同じやり方でうまくいくはずがない。働いているスタッフも、来店してくれるお客様も、ひとりひとり違う人間なんだから」

「ですけど……」

「それに、私たちが必要としているのは、本社の言う通りに動くだけの店舗スタッフじゃない。一緒に目標を持ってお互いに尊重しながら仕事をしていける仲間だよ」

　強い口調でそう言うと、谷村くんは肩を落としうつむく。

「俺は、広瀬さんに比べたらまだまだ未熟で早く追いつきたくて、どうやったら最短距離で成長できるかって自分なりに考えて……」

「谷村くん。人と比べる必要なんてないんだよ」

　その言葉を聞いて、谷村くんはおずおずと顔を上げた。私は彼の目を見ながら続ける。

「ほかの人と比べて自分の劣っているところがあったとしても、焦る必要はない。だけど、過去の自分と比べて今の自分が成長できていないのは恥ずべきことだから。未来の自分が胸を張っていられるように、自分らしく成長すればいい」

　いつか雅文がバイトの青山さんに向けて言った言葉を思い出しながらゆっくりと語りかける。すると、谷村くんの肩から力が抜けた。

「広瀬さん……。ありがとうございます。なんか俺、瀧内部長が帰ってきてすごい焦っちゃって。広瀬さんの言葉に感動しました」

「まぁ、これはある人の受け売りの言葉なんだけどね」

　私が肩をすくめながら付け加えると、谷村くんはとたんにむっと眉根を寄せる。

「それ、瀧内部長ですか？」

　その問いかけに「そう」とうなずく。

「あー、もう。なんなんですかあの人。くやしいくらいかっこいい」

「でもその分、見習うべきところはたくさんある人だから、谷村くんも変な偏見を持たないで素直にどんどん学ぶといいよ」

　私がそう言うと、谷村くんはふくれっつらのままうなずいた。

「瀧内部長の言葉なのに広瀬さんから聞くと素直に感動したってことは、あっちが俺を毛嫌いしてるんじゃなく、俺の方が部長に偏見を持ってるってことですもんね」

　谷村くんは短い髪をかき上げ、気持ちを切り替えるように息を吐き出す。

「わかりました。俺は俺らしく、ちゃんと頑張ります」

「よし。えらいえらい」

　私が笑いかけると、谷村くんはぐっと唇を噛んでから「じゃあ、外回り行ってきます」と立ち上がった。

「いってらっしゃい」

　谷村くんを見送っていると、近くにいた大山さんから「広瀬さん、さすがー！」と感嘆の声をかけられ、驚いて振り返る。

「なんだか、頭の固い思春期の息子をうまく操縦するお母さんに見えました」

「そのたとえは、よろこんでいいのかわからなくてなんだか微妙な気持ちになるなぁ」

　私はまだ二十八歳で、思春期の息子がいるような年齢じゃないんだけど。と苦笑いする。

「そうだ、広瀬さん。今週の金曜にうちの部署で瀧内部長の歓迎会をしたいと思ってるんですけど、予定はどうですか？」

「え！」

　突然そう言われ驚いていると、少し離れた席に座っていた課長から「瀧内はもともとうちの部署にいたんだから、歓迎してやらないとかわいそうだろ」と声が飛んできた。

　それもそうか……と肩を落とす。

「もちろん広瀬さんも来ますよね？」

「ええと、私は」

　気まずいからできれば出席したくない。

　なんとか断る口実を探していると、「広瀬さんが来ないと、瀧内部長が寂しがりますよ」と言われ、驚いてせき込みそうになった。

「な、なんで私がいないと寂しいなんて……」

　まさか私たちが付き合っていたことがバレている？と激しく動揺していると、大山さんは明るい口調で続ける。

「だって、おふたりは同期じゃないですか。瀧内部長が日本にいた頃は一緒に仕事をしていたし、仲が良かったですよね？」

　あぁ。そういう意味ね。と胸をなでおろした。

「そうそう。広瀬と瀧内は同期の中でも名物コンビで、ぐいぐい周りを引っ張る瀧内と、ひとりひとりを見てフォローする広瀬は、本当にいいチームワークだったんだぞ」

　課長の懐かしそうな言葉に、私はこっそり深呼吸を繰り返した。

　雅文からは、その後も何度か誘いのメッセージが届いていた。

　そのたびに、用事があるから、具合が悪いから、なんて見え透いた口実で断る。

　送信ボタンをタップする瞬間、嘘をついている罪悪感で、胃がちくりと痛んだ。

　食事くらい、とも思うけれど、付き合っていた過去を忘れてただの同期のふりをするには雅文は魅力的すぎた。

　職場で彼の噂を聞くだけで、その姿を見かけるだけで、ひどく心を乱されている自分がいる。

　別れたのはもう三年も前なのに。もう決してもとには戻らない恋なのに。未だに引きずっている自分がいやになってため息をついた。
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　俺の母は大学在学中に父と出会い恋に落ちた。卒業してすぐに結婚しようとしたけれど祖父から反対され、かけおち同然で関西に引っ越した。それから長い間、自分の実家とは距離を置いていたそうだ。

　母と祖父は絶縁状態が続いていたが、俺が高校に進学した頃に叔父である副社長の仲介で和解し、また少しずつ交流が始まった。

　そのときに、母から祖父が伊野瀬コーポレーションの創業者で社長だと知らされた。

　伊野瀬コーポレーションと言えば、日本で一番の売り上げを誇るコーヒーチェーン、INO'S COFFEEを展開する会社。

　それだけではなくコーヒー豆の輸入を始め、さまざまな食品も取り扱う商社だ。

　祖父がそんな大企業の社長というのは驚いたけれど、自分には関係のないことだと思っていた。

　けれど、どこからもれたのか俺が伊野瀬コーポレーションの御曹司だという噂が流れると、周りの態度が一変した。

　ちょうどシアトル系のコーヒーチェーンがブームになった影響で、INO'S COFFEEの人気が全国的に広がった時期だった。そのせいもあり、流行りものが好きな女子たちの俺を見る目がガラッと変わったのだ。

　遠巻きにこちらを見てひそひそと話す小さなざわめき。

　俺の一挙手一投足にいちいち黄色い歓声が上がる。

　校門には会ったこともない他校の女子生徒が待ち伏せするようになった。

　そのすべてが、俺が大企業の社長の孫だから近づいているのかと思うと吐き気がするほど不快だった。

　中でも一番ショックだったのは、親友の彼女が俺に色目を使ってきたことだった。

　親友と仲良さそうに微笑んでいた彼女が、俺とふたりきりになると耳元に唇を寄せ甘い声でささやいた。

『私、瀧内くんのことをずっと前からかっこいいなと思ってたんだよね』

　彼氏がいるのに、なにを言っているんだろう。意味がわからず目をまたたかせると、彼女はピンク色のリップが塗られた唇をにこりと引き上げ、細い腕を俺の首にからめた。

　その場面を親友に見られ、友情は簡単に壊れた。

　俺は友人の彼女に手を出したひどい男だと一方的に責められ、彼女の裏切りを説明するのも面倒で反論せずにあきらめた。

　ただ単に、祖父が社長だったというだけで、俺自身はなにも変わっていないはずなのに。

　周囲の対応の変化にすべてが面倒になるほど疲弊していた。

　大学に入ってからも自分からは伊野瀬コーポレーションの社長の孫だとは言っていないのに、噂は勝手に広まり色眼鏡で見られることが多かった。

　すべてに嫌気がさし投げやりになっていた俺に転機が訪れたのは、十九歳の誕生日。

　祖父から社会勉強のために使えとまとまった金を押しつけられ、それを元手に資産運用をしたのがきっかけだった。

　自分で考え、自分の責任で金を動かす。そのおもしろさに夢中になった。

　二年で資金を倍増させ満足した俺が増えた分も一緒にまとめて返そうとすると、『ゼロになってもいいと思って貸したのに、まさか倍にして返されるとは思わなかった。増えた分はお前が持っておけ』と祖父は豪快に笑った。

『お前には経営のセンスがある。もしやる気があるならうちの会社で働かないか』

　そう口説かれ戸惑っていると、祖父はにやりと笑って続けた。

『ただし、うちで働くとしても孫だからといって特別扱いはしないからな。入社してしばらくは、伊野瀬の身内だということは伏せて働かせる。それでもいいならうちに来い』

　乱暴にそう言われ、俄が然ぜん興味が湧いた。

　周囲が俺を御曹司だと特別扱いする中、祖父が誰よりも俺の本質を見てくれたからだった。

　実家のある関西から東京の伊野瀬コーポレーションへ就職するために引っ越し、周りは誰も自分を御曹司だと知らない環境で働き始めた。

　そして、まどかに出会った。

　初めて彼女を見た瞬間、夏の日差しのような明るくて綺麗な女の子だと思った。

　外見だけではなく表情や仕草や声、すべてに嘘や打算がなく自然体な彼女に好感を持った。

　周りを気遣い面倒な仕事もいやな顔ひとつせず率先して引き受ける。人の気持ちを汲み取り先回りして動けるのに、自分に向けられる好意には鈍感。

　そんな危なっかしい彼女をいつの間にか目で追い、気にかけるようになっていた。

　華奢な肩や細い手首やさらりと流れる綺麗な髪。小さな光の粒がはじけるような笑顔、瀧内くんと呼びかける声、仕事中に見せる真剣な横顔。

　なにかひとつ見つけるたびに、胸の奥があたたかくなる。降り積もるように少しずつ、まどかへの好意が増えていく。

　高校時代、女子たちに一方的に言い寄られてもまったく心が揺れなかった自分は、恋愛には不向きな人間なんだろうと思っていたのに、気付けばあっけなく恋に落ちていた。

　二十二歳を越えてはじめての恋をして、しかも相手は超がつくくらい鈍感だった。

　俺がさりげなくアピールしてもまどかには少しも伝わらなくてへこんだり、ほかの男が彼女に声をかけているのを見て嫉妬して牽けん制せいしたり。

　そんなことを繰り返して、思いが通じたときは泣きたくなるほどうれしかった。

　けれど、ひとつだけ不安があった。

　それは、俺が社長の孫だという隠し事。

　祖父から会社では伏せるようにと言われてはいたけれど、まどかは恋人なんだから正直に話せばいい。何度もそう思った。

　だけどなかなか言い出せなかったのは、高校時代俺が御曹司だと知ったとたん周囲の態度が一変したショックが忘れられなかったから。

　そして、付き合う前にまどかとした会話も引っかかっていた。

　ふたりで出かけたときに話の流れで『もし俺が御曹司だったら、こうやって親しくなれなかった？』とたずねると彼女は迷いなくうなずいた。

　俺が社長の孫だと知ったらまどかは離れていくかもしれない。

　その不安から真実を打ち明けられずにいた。そんな優柔不断な俺に天罰がくだるように、ある日まどかから別れを切り出された。
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　入社して三年。

　INO'S COFFEEがアメリカ進出することになった。

　今まで身分を伏せ、一社員として働きながら積み上げてきた努力と実績が認められ、俺がその責任者に抜擢されたのだ。

　それと同時に正式に会社の後継者だということを公表すると祖父から告げられた。

　会社にとっても大きな挑戦となるアメリカ進出を任されたことは、純粋にうれしかった。

　けれど同時に無期限のアメリカ赴任に不安もあった。

　仕事が大好きなまどかは、日本でスーパーバイザーとしてイキイキと働いていた。

　そんな彼女に軽々しくアメリカについてきてくれとは言えない。

　アメリカ赴任を受ければまどかとは数年、遠距離恋愛になる。

　しかも、俺が社長の孫だということもばれてしまう。

　付き合ったばかりの頃に正直に話しておけばよかったという後悔と、今さら悩んでも遅いんだという自己嫌悪にさいなまれながら、どうすればまどかに誠意が伝わるか必死に考えた。

　そして、彼女にプロポーズしたいと思った。

　アメリカに行っても彼女を失いたくない。一生まどかとともにいたい。

　俺がアメリカから帰ってきたら結婚しよう。指輪を渡してそう愛を誓おうと思っていた俺は、まどかを家に招いた。

　けれど俺が切り出す前にまどかの口から出てきたのは、別れの言葉だった。

「雅文、別れよう」

　意味が理解できなくて、頭が真っ白になった。彼女に渡そうと準備していた指輪を出すこともできず、ただ息をのむ。

「雅文は社長の孫なんだよね？　アメリカ赴任ももう決まっているんでしょ？」

「どうして……」

「人ひと伝づてに聞いたの。雅文は会社の人たちをずっと騙してきたんだね」

　まどかの淡々とした言葉を聞きながら、今まで打ち明けずに先延ばしにしてきた自分を恨んだ。

　誰かの口から聞くよりも、自分できちんと説明したかった。そう後悔してももう遅い。

「本当にごめん。祖父から特別扱いされないように、社長の孫だということは伏せて働くよう命じられていたんだ。まどかには打ち明けようと思ったんだけど……」

「謝らなくてもいいよ。雅文がアメリカに行けばもうしばらく会えなくなるし、ちょうどいい機会だから、私たちの関係も終わりにしよう」

「ちょうどいいって」

　あんなに幸せだったのに。愛し合っていたのに。俺が御曹司だと知ったとたん、態度をがらりと変えたまどかに戸惑う。

「もう、雅文のことは好きじゃないの」

　静かにそう言われ、目の前が真っ暗になった気がした。

　もし俺が御曹司じゃなかったら、まどかは離れていかなかったんだろうか。もしもっと早く自分の口から真実を話していれば、わかり合えたんだろうか。

　まどかと別れてからも、アメリカに行ってからも、俺はずっと彼女を忘れられずにいた。










強引な彼の猛攻




　金曜日。

　個室のある居酒屋で雅文の歓迎会が開かれた。

　今は事業部長という役職についているけれど、もともと営業統括部の仲間であり同僚たちに好かれていた彼は、たくさんの社員に囲まれ手厚い歓迎を受けていた。

　私は末席に座り、その様子を遠くから眺める。

　みんなが心から彼の帰国を喜んでいるのがわかる。

　上司からはかわいがられ、部下からは慕われていたもんなぁ。なんて思っていると、横からため息が聞こえた。

「瀧内部長って、男女問わずモテモテですね」

　そう言って顔をしかめているのは、谷村くんだ。

「昔から、罪作りなくらいの人たらしだからね」

　思わず同意すると、反対側の隣にいた大山さんと小山さんが「けっ」と小さく舌打ちをした。

「それよりも、今回なんでこんなに女性社員の参加者が多いんですか。普段派遣の人たちは誘ってもぜんぜん来ないのに」

「しかも主役の周りを取り囲んでがっちりキープ」

「お前らのための歓迎会じゃないっての」

　お酒が入っているせいか、なんだかガラが悪い。

　普段との豹ひょう変へんぶりに驚きながらも、彼女たちの視線の先を見る。

　みんなからのお酌を受け笑顔で会話をする雅文の周りには、派遣社員の女性たちがむらがるように座っていた。

　普段会社での飲み会にはあまり参加しない彼女たちの目的は、間違いなくイケメン御曹司の雅文だろう。

「相変わらずモテモテだなぁ」

　そうつぶやいて苦笑いをする。

　こうやってみんなに好かれる人気者の雅文を見ると、ものすごく遠い存在に思える。

「なにあの猫なで声にボディタッチ。あざとすぎて見てるとイライラする」

　鼻息を荒くしながらジョッキをあおる小山さんを「あんまり飲みすぎちゃダメだよ」となだめつつ、ちらりと雅文の様子をうかがう。

　お酌を受ける雅文は、普段と変わらず人当たりのいいおだやかな笑みを浮かべていた。

　あんなにたくさんのかわいい女性たちに囲まれたら、きっとうれしいよね。なんて考えて、胸の奥がもやもやしてくる。

「広瀬さん！　なにさっきからこんな隅っこでしょんぼりしているんですか！　瀧内部長とは同期なんだから、堂々と隣に行って話してくればいいじゃないですか！」

　すっかり出来上がっている大山さんに急に矛先を向けられ、驚いて瞬きをする。

「いや、しょんぼりしてないよ」

「大丈夫！　私たちはあんなミーハーな女どもより、断然広瀬派ですから！」

「なにが大丈夫なのか、さっぱり。それよりもお酒ばっかり飲んでないで、なにか食べた方がいいよ」

　ハイペースで飲む様子に心配になって、テーブルの上にあったおつまみを彼女たちの前に移動させる。

　ついでに空になったグラスやお皿をまとめていると、「さすが広瀬さん！　本当オカン！」となぜか拍手をされてしまった。

「広瀬さんを見ていると、実家のお母さんを思い出します」

「いやいやいや、それうれしくない」

　そんな会話をしていると、頭上で「ははっ」と噴き出すような笑い声がした。

　みんなで一斉に上を向く。そこにはグラスを持った雅文が立っていた。

「広瀬は相変わらずみんなに好かれてるよな」

　ふたりのときは『まどか』と呼ぶけれど、職場では名字で呼ぶ。

　甘い秘密を共有していた、付き合っていた頃を思い出して、動揺で手がわずかに震えた。

　みんなに好かれているのは私じゃなくて、あなたの方でしょう。と心の中で反論しながら涼しい顔でたずねる。

「どうしたんですか、瀧内部長」

「せっかくの歓迎会だから、みんなと話したいなと思って移動してきた。座ってもいい？」

　私が答えるよりも前に大山小山コンビが声を揃えて「どうぞ！」と返事をしてしまった。

「広瀬の隣、もらうね？」

　私の横にいた谷村くんに宣言するようにそう言うと、谷村くんは仏頂面でうなずいた。

　それを確認してから、雅文は私の隣に腰を下ろす。

　こつんと肩が触れた。それだけで、鼓動が速くなった。

　どうしよう。雅文と隣り合わせている方の半身だけ、なんだか熱く感じる。

　雅文はひっきりなしにお酌をされて、少し酔っているのかもしれない。整った横顔には、いつもよりも人懐っこい笑みが浮かんでいた。

「盛り上がってたみたいだけど、なんの話をしていたの？」

　リラックスした様子で雅文がたずねると、大山小山コンビの声のキーが高くなった。

「みんなに囲まれて楽しそうな瀧内部長を見て、広瀬さんがしょんぼりしていたから、はげましていたんです」

　上機嫌でそう言われ、私は飲んでいたウーロンハイを噴き出しそうになる。

「いや、私、少しもしょんぼりしてなかったよね？」

「しょんぼりしてましたよー」

「してないって」

「はいはい。もう強がらなくていいですってば」

　否定する私に、大山さんはニヤニヤと笑い「全部わかってますから」と肩を叩く。

　酔っぱらい相手にむきになったところで無意味などころか逆効果だったとうなだれていると、隣で聞いていた雅文がくすくすと笑って肩を揺らした。

「本当に、広瀬は慕われてるな」

　さらりと流れた黒い前髪の間から甘い流し目を向けられ、心臓が飛び跳ねる。

「瀧内部長、広瀬さんはこう見えてかわいいところもあるんですよ」

　酔っぱらいの彼女たちが今度はなにを言い出すんだと身構えていると、とんでもない爆弾が放り込まれた。

「瀧内部長がアメリカに赴任した後、広瀬さん寂しかったみたいで、仕事中いつも涙ぐんでいたんですよ」

　大山さんの言葉を聞いて、私はゴフッと音を立ててせき込んだ。慌ててハンカチを出し口元を拭う。

「いや、涙ぐんでなんてないから！」

「またそうやって強がらなくていいんですよ。私ちゃんと気付いてましたもん」

「それは、そう。花粉症だったの、花粉症」

「でもその次の年からは涙ぐんだりしてないですよね？」

「じゃあきっと、その年だけ異常に花粉が多かったんだね！」

　口元を引きつらせながら笑顔を向けて無理やり大山さんを納得させると、隣で噴き出す声がした。

　恐る恐る振り返ると、雅文がお腹をかかえて笑っていた。

「そっか。俺がいなくなって、寂しかったんだ？」

「だから、そういうわけじゃなくて……！」

　なんで揃いも揃って誰も私の言い分を聞いてくれないんだ、とむきになって反論しようとしていると、雅文の手が伸びてきてぽんと私の頭に触れた。

　私の背後で大山さんと小山さんが「きゃー！」と楽しげな声を上げる。

「わかってるよ。広瀬は世話焼きでしっかりしているように見えて、実は寂しがりなの」

　そう言いながら、くしゃりと優しく髪をかきまぜられる。その指の感触に、愛おしさが込み上げてきて泣きたくなった。

　この人はいつだって、ずるいくらい簡単に私の心をかき乱す。

　頭をなでられながら上目づかいでうかがうと、こちらを見下ろす雅文と目が合った。

　甘く微笑みかけられ、胸がきゅっと締めつけられる。

　そのとき。

「瀧内部長ー。早くこっちに戻ってきてくれないと寂しいんですけどー」というかわいらしい声が聞こえてきた。

　見ればさきほどまで雅文がいた上座で、拗すねた様子で唇をとがらせる女性社員たち。

　とたんに隣にいた大山小山コンビが鼻息を荒くする。

「知らねぇよ。寂しいからなんだっていうんだ」

「寂しいなら勝手に帰れ！」

　酔っぱらいの戦闘モードになった彼女たちをなだめているうちに、胃のあたりが痛くなってきた。

「広瀬さん、具合が悪いんですか？」

　雅文を挟んで座っていた谷村くんにそう声をかけられ、そんなに暗い顔をしていたかなと慌てて笑顔を作る。

「別に、大丈夫だよ」

　雅文と谷村くんの視線を感じながら、「ちょっとトイレに行ってくる」と適当な言い訳をして立ち上がった。

　会場の個室をそっと抜け出し、トイレではなく出口に向かう。

　立ち上がるときにこっそり荷物を持ってきたから、このまま帰ってしまおうと決めた。

　大山さんあてに【ちょっと飲みすぎたみたいだから、先に抜けるね】とメッセージを送り、スマホをポケットに入れ夜の街を歩き出す。

　梅雨入り前のこの時期は暑くも寒くもなく、歩くのにちょうどいい気温だった。動揺で火照った頬を、少し湿った風がなでていく。

　私は道路を行くタクシーを横目で見ながら、駅へと歩を進める。

　金曜の夜のせいか飲食店が並ぶ通りはにぎわっていて、色とりどりの看板や店の灯りが目に眩しい。

　やけに光がにじんで見えるなと不思議に思って、自分が涙ぐんでいるのに気が付いた。

　ふわりと髪が夜風になびいた。それだけで、優しく私の髪をかきまぜた雅文の長い指の感触を思い出してしまう。

　彼とはもう三年も前に別れた。それからずっと忘れようと努力してきた。もう、あんなつらい思いはしたくないから。

　それなのに、どうしようもなく惹かれている自分がいる。

「あー。もう……！」

　街の明かりのせいで星も見えない夜空を仰ぎひとりつぶやくと、「まどかさん？」と声をかけられた。

　驚いて振り向くと、ふわふわとした茶色の髪が視界に入った。

「あ、瞬くん」

　朋美の彼氏の瞬くんだ。

「偶然ですね。ひとりで飲んでたんですか？」

「ううん。会社の歓迎会があって、帰る途中」

　そんな会話をしていると、瞬くんがなにかに気付いたように私の顔を覗き込んできた。

「まどかさん。もしかして泣いてました？」

　そうたずねられ、「いや、別に」と慌てて手で目元を隠す。

「前に話してた元カレと、なにかあったんですか？」

「別に、なにもないから」

　首を横に振ったけれど、自分でも説得力のない言い訳だと思う。

　だって、なにもなかったら、いい歳をした女がこんな道端でひとり涙ぐんでいるわけがない。

　そんな私を見て、瞬くんはあきれたように小さく笑う。

「なんだか朋美ちゃんとまどかさんって、友達なのに正反対ですよね」

「正反対？」

「好きだから傷付けられてもとことん信じてくれる朋美ちゃんと、好きだから傷付けられたくなくて臆病になるまどかさん。対照的だなと思って」

　今まさに雅文の歓迎会から逃げ出してきた私は、図星をさされぐっと言葉に詰まる。けれど眉根を寄せてすぐに言い返した。

「えらそうに言ってるけど、何度も浮気をして朋美を泣かす瞬くんが一番問題アリだからね？」

「確かに！」

　私の反論にポンと手を打って笑う瞬くんに、さらに顔を険しくする。

「まったく反省してないし。あ、もしかして金曜の夜に飲み歩いているなんて、また女の子と遊んでたんじゃ……」

「違う違う！」

　私が疑いの目を向けると、瞬くんは慌てたように首を横に振った。

「別に飲んでたわけじゃないですよ！」

「じゃあなにしてたの？」

「それは内緒」

「もしかして浮気？」

「違いますってば。もう朋美ちゃんを裏切ったりしないんで、信じてください」

　真っすぐにこちらを見つめる瞬くんの真剣な表情に、私は渋々うなずく。

「また朋美を泣かしたら、本当に怒るからね」

　そうくぎをさすと、瞬くんは「わかってます」と笑った。

「じゃあ俺はそろそろ行きますけど、まどかさんひとりで帰れますか？」

「そんな心配をされるほど飲んでないから大丈夫だよ」

　歓迎会ではあまり飲み食いする気になれなくて、ウーロンハイを半分しか飲んでいない。ほとんど素面しらふだ。

「そうじゃなくて。まどかさんみたいな女の人がひとりで泣きそうな顔をしていたら、声をかけてくる男がうじゃうじゃいますよ」

「まさか」

「実際声をかけたでしょ。俺が」

　にっこり笑って自分を指さす瞬くんに、「はいはい。心配してくれてありがとう」とお礼を言う。

　すると瞬くんの視線が私の背後に向けられた。

「それに、俺のことをすごい目つきで睨んでる人がいるし」

　そう言われ振り向くと、背の高い男の人がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　手足の長いモデル体型に、整った顔立ち。遠目でも、それが雅文だとわかる。

　歓迎会の最中だったのに、どうしてここに？　それに、なんでそんな怖い顔をしているの？

　戸惑う私を見て、瞬くんはおもしろがるように口のはしを引き上げた。

「ねぇまどかさん。あれってもしかして、前に話してた元カレですか？　酔った勢いでホテルで一晩過ごして、まどかさんがやり逃げしたっていう」

「や、やり逃げって、人聞きの悪い言い方しないでよ」

　大きな声で言われ、慌てて瞬くんの口をふさごうとする。瞬くんは私の手をひらりとかわして声を上げて笑った。

「ほら、そうやってまどかさんが俺に近づいただけで、今にも殴りかかりそうな顔でこっちを見てる」

「そんなわけないでしょう」

　いつも穏やかで余裕のある雅文が、初対面の相手にそんな表情を見せるわけがない。

　そう思ってちらりと雅文を見ると、鋭い視線に射抜かれ息をのんだ。

　整った男らしい顔にはいつもの美しい笑みはない。敵対心を隠さない険しい表情で真っすぐにこちらを睨んでいた。

「まどかさんが男と話してるだけで、あんなに嫉妬心むき出しにするなんて、あの人相当まどかさんが好きなんですね」

「……違うよ」

　瞬くんの言葉に、私はうつむいて首を横に振る。

「前に瞬くんが言ったでしょ。雅文はただ単に昔の女が違う男と付き合ってると思い込んで嫉妬してるだけ。自分の過去の彼女全員に所有欲を持っちゃうタイプなだけだよ。私だからってわけじゃない」

「確かにそう言ったのは俺だけど、あれだけのいい男にあんな余裕のない顔をさせといてそう思うなんて、まどかさんもかなり鈍感ですね。それとも、傷付くのが怖くてわざと鈍感なふりをしてるの？」

「どういう意味？」

　からかうような口調で言われむっとしながら睨むと、瞬くんは「さぁね」と肩を上げた。

　顔を寄せ合い小声でそんな会話をしている間に、靴音が近づいてくる。

「まどか」

　低くつやのある声で名前を呼ばれ振り返ろうとすると、長い腕が伸びてきた。

　雅文は独占するように私の肩を抱くと、私の体を自分の方に引き寄せて向かい合っていた瞬くんを睨む。

　いつも穏やかな雅文が、珍しいほど機嫌が悪い。

　掴まれた肩から、肌がぴりっとするような怒りが伝わってきた。

「ま、雅文……？」

　驚く私を見もせずに、雅文は瞬くんをじっと見据えていた。彼から発せられる張りつめたオーラに緊張して息をのむ。

　するとそんな私たちを見比べた瞬くんが、納得したようににっと笑った。

「じゃあ、俺はこれから用事があるんで、そろそろ行きますね」

「あ、うん……」

　動揺しながらうなずくと、瞬くんは「まどかさん、気を付けて帰ってくださいねー」とひらひらと手を振り歩いていく。

　その後ろ姿を、雅文は険しい表情のまま眺めていた。

　瞬くんの姿が見えなくなってから、雅文の視線がこちらに向けられる。

「もしかして、今の男がまどかの恋人？」

　雅文の切実な表情に心臓が飛び跳ねて、慌てて視線をそらす。

　瞬くんを私の恋人だと勘違いしたから、あんなに不機嫌だったんだ。彼からの嫉妬と独占欲をうれしいと感じる自分がいやになる。

「ち、違うよ」

　なんとか冷静なふりをしながらそう言うと、険しかった雅文の視線がほっとしたようにわずかにゆるんだ。

「じゃあナンパ？」

「そんなんじゃない」と首を横に振ってから、雅文の顔を見上げてたずねる。

「それよりも、どうしてここにいるの？」

「大山さんから、まどかが先に帰ったって聞いて追いかけてきた」

　大山さんめ。人がこっそり帰ったのに、よりによって雅文に教えるなんて。

　私たちが付き合っていたことを知らないから仕方ないとはいえ、あまりの間の悪さに心の中で文句を言う。

「自分の歓迎会なのに、抜けてくるなんて……」

「まどかが急に帰ったら、気になって追いかけるに決まってるだろ」

　少し怒ったような口調に、勝手に鼓動が速くなった。

　勘違いするな。必死に自分にそう言い聞かせる。

「私と雅文はもう恋人じゃないのに、どうしてこうやって私にかまうの？」

「どうしてって。俺はまどかが好きだって伝えたよな？」

「好きだなんて、一時の気の迷いだよ」

　抑揚のない声で言うと、雅文がわずかに眉を上げた。

「気の迷い？」

「日本に帰ってきて偶然私に再会して、酔った勢いで一夜をともにして。懐かしさと愛情を混同して勘違いしているだけだよ。どうせ私と雅文とじゃ釣り合わないんだから、さっさと目を覚ました方がいい」

　私の言葉を聞くうちに、雅文の端整な顔が苦しげに歪んでいった。

「俺がどれだけまどかを想っていたかも知らないで、勘違いで片付けるのか？」

　その低い問いかけに、体の奥がぞくりと震えた。

「三年間、一日だって忘れたことはなかった。ずっとまどかに会いたいと思ってた」

　情熱のこもった言葉をぶつけられ、心が激しく揺さぶられる。

「まどか……。この想いを勘違いだって言うなら、目を覚まさせてくれよ」

　懇願するような切なげな言葉に目を見開く。

　掴んだ腕を引っ張られ、気付けば彼の胸の中にいた。

　息をのむ暇もなく、唇をふさがれた。

「雅文……、ん」

　なんとか胸を押し返し、やめて、と拒否をしようとすると、唇の隙間から舌が差し込まれ言葉を奪われた。

　強引なキスに反応した体がどんどん熱を持っていくのがわかる。

　雅文の体を押し返そうとしていた私の腕から力が抜けると、強く抱きしめられた。

「まどか、好きだ」

　キスの合間にそうささやかれ、少しも酔っていないはずなのに簡単に理性が崩れた。
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　入社して三年。

　スーパーバイザーとしてひとり立ちして一年半。

　仕事は楽しくやりがいがあった。

　有能でフットワークの軽い雅文はあっという間にスーパーバイザーのトップにのぼりつめたけれど、私だって彼の同期として恥ずかしくないように頑張っていた。

　そんな頃、ある噂を耳にするようになった。

　雅文がアメリカへ赴任するという噂だ。

　確かにINO'S COFFEEは今、アメリカ進出を計画している。

　今までも中国やシンガポールをはじめとしたアジア各国に店舗を出し、順調に売り上げを伸ばしてはいたが、カフェチェーンの本場ともいえるアメリカに出店するのはアジアに進出するのとは桁違いに困難だろうと言われていた。

　それでもアメリカで成功すれば、日本国内でもブランドの価値が上がる。

　けれどその難易度から社内でも反対の意見も多く、いわばイチかバチかの賭けのような計画だ。

　そんな難しいアメリカ進出を、いくら有能だとはいえ入社三年目の雅文が任されるなんてありえない。そう思っていた。

　けれど、日を追うごとに社内のあちこちから噂が聞こえてくるようになっていった。

　その噂を聞くたびに、私の心は不安定に揺れ動いた。

　もしアメリカ赴任が本当だったら、遠距離恋愛になる。こんなにかっこよくてモテる雅文と離れ離れになるなんて、大丈夫なんだろうか。

　そう考えると、不安がどんどん大きくなっていく。

　その日は休日で、彼の部屋のソファにふたり並んで座り映画を見ていた。けれど、心のどこかでアメリカ赴任の話がちらついてちっとも内容に集中できなかった。

「ね。雅文がアメリカ赴任するって噂を聞いたんだけど、本当？」

　思い切って私がその話題を出すと、雅文は驚いたように動きを止めた。

「なにその噂」

「みんな話してるよ。雅文がアメリカ進出の責任者になって、無期限で赴任するって」

　勇気を出してたずねると、雅文は「内示も出てないのにそんな噂が流れるのは、問題だな」と苦笑いした。

　内示が出ていないなら、やっぱりただの噂なんだよね。

　私はほっとして胸をなでおろす。

　すると、長い腕が伸びてきて後ろからぎゅっと抱きしめられた。

　私のつむじにあごをのせた雅文が、なにか思い悩むように少しの間黙り込む。

　テレビからはアメリカ映画の陽気な音楽が流れているのに、部屋の中は妙に静かに感じられた。

「まどか……」

　私を呼んだその声は、いつもより少し低いような気がした。「なに？」と身をよじって雅文を振り返る。

「もし仮に、俺がアメリカに赴任したら、まどかは俺についてくる？」

「ありえないでしょ。入社三年目の雅文が、アメリカ進出の責任者に抜擢されるなんて」

「もしもの話」

　雅文がこういう話をするのは珍しいなと思いながら、私は「どうかなぁ」と首をかしげる。

「アメリカと日本なんて超遠距離恋愛を続ける自信はないけど、ついていくって決断もできないかも。こっちでスーパーバイザーとして働くの、好きだし……」

　私の答えを聞いた雅文は、「そう言うと思った」と柔らかく笑う。だけど、その笑顔は少し寂しそうに見えた。

「雅文？」

　不思議に思っていると、唇がふさがれた。

　雅文の長い指が私の着ていたブラウスのボタンを外していく。

　そして洋服の隙間からしのび込んだ手に素肌をなでられ、「あ……っ」と甘い声がもれた。

　わずかに抱いた違和感が、快楽と欲望に簡単に打ち消される。

　初めてのときはお互いにぎこちなかったのに、すっかり私を気持ちよくすることに慣れた雅文。

　その変化に、ふたりで過ごした時間の長さを感じる。

「待って……っ。映画、見てる最中なのに……」

　明るいリビングで私だけが服を乱されているのが恥ずかしくて小さく抵抗すると、雅文は「映画を見るよりも、まどかを抱きたくなった」と熱をおびた視線をこちらに向ける。

「ダメ？」と問われ、色っぽさに心臓が跳ねた。

「……ダメじゃない」

　照れた顔を見られたくなくて雅文の肩に顔をうずめてそう言うと、頭上でくすりと笑い声がした。

「好きだよ、まどか」

「私も、好き」

　真っすぐな愛の言葉に小さな声で答えると、ソファの上に押し倒される。

　見上げると、ぞくりとするほど精せい悍かんで整った顔をした雅文が、私を組み敷いていた。

　唇や舌や指でとことん甘やかされ、とかされる。快感に翻弄された私が必死に雅文の肩にしがみつくと、「まどか」と耳元で名前を呼ばれた。

「今度きちんと話したいことがあるから、俺との将来を真剣に考えてくれる？」

「ん……、雅文との将来……？」

　気持ちよすぎてぼんやりしながら視線を上げると、雅文が深く押し入ってきた。

　その衝撃と甘い痺しびれに思考が飛んで、雅文の腕の中でただ喘ぐことしかできなかった。




　その数日後、会社で田端くんに呼び出された。

　部署を問わず誰でも自由に使えるミーティングスペースで向かい合う。

「いきなり呼び出して悪い」と言った彼に「いいよ。仕事の話でしょ？」と笑って首を横に振った。

「いや、仕事の話じゃなくて」

　田端くんの険しい表情に、なんだろうと不安になる。

「この前、知り合いから腹が立つ話を聞いたんだ」

「腹が立つ話って？」

　なにを言っているのかわからなくて、困惑しながら繰り返す。

「あいつ、社長の孫でこの会社の御曹司なのに、そのことを隠して俺らを騙してたんだって」

「待って待って。あいつって誰？」

「瀧内だよ」

　ぶっきらぼうに言われ、驚きで体が強張った。

　雅文が社長の孫で御曹司？　嘘でしょう？

「でも、名字が違うよ？」

「社長の娘の子供でいわゆる外孫だから、名字が違って当然だろ。瀧内と同じ大学に通ってたやつから聞いたんだ。あいつは学生時代『俺は伊野瀬コーポレーションの御曹司だ』って自慢してまわってたって」

「嘘……」

　雅文が社長の孫だなんて、聞いてない。そう言い返そうとしたけれど、今までのふたりの会話を思い返して言葉に詰まった。

　彼は自分が御曹司だとは言っていなかった。一般的な家庭で育ったと言っていた。

　だけどその一方で、高級そうな車に豪華なマンション。彼が十九歳の誕生日にまとまったお金を貸してくれたという豪快な祖父の話。どれも、雅文が社長の孫だというなら納得できる。

「おかしいと思ったんだよ。営業統括部でいきなりトップになってちやほやされて。なんで専務の息子の俺を差し置いてあいつだけ優遇されるんだよって思ってたら、実は御曹司でした、だって。そんな話を聞いたら、真面目にやってる俺らがバカみたいじゃん」

　乱暴にそう言い捨てた田端くんは、同意を求めるように「腹が立つよな？」とこちらを見る。

「でも、雅文は自分が御曹司だなんて、言ってなかった……」

「雅文って。お前、瀧内を名前で呼んでるんだ？」

　田端くんの言葉で、無意識に名前で呼んでいたのに気付く。はっとして手で口を押さえると、田端くんがにやにやと笑う。

「ごまかさなくていいよ。お前が瀧内と付き合ってるのは知ってるし」

「どうして……？」

　私たちが付き合っていることは、誰にも話していなかったのに。

　困惑する私を見て、田端くんは気の毒そうに大きなため息をついた。

「だって瀧内本人が言ってたぞ。お前と付き合ってるって」

「雅文が？」

「御曹司だってことを隠して遊びで女と付き合って、愛されてると信じ切っているバカな女を裏で友達に自慢して笑ってたぞ。瀧内は昔からそうやって、恋愛経験のない女を騙して遊ぶ処女食いだって仲間内から言われてたらしい。悪趣味だよな」

「嘘……」

　考えるよりも前に、そうつぶやいていた。

「だって、雅文は私と付き合うのがはじめてだって」

「はぁ？」

　田端くんは、理解できないというように眉をひそめてこちらを見る。

「あれだけモテる男が恋愛経験ゼロなんて、嘘に決まってるだろ」

「でも、でも……。お互い本当にはじめてで……」

　はじめてのキスや、はじめて雅文の部屋に泊まった夜を思い返す。

　ふたりとも照れくさくてぎこちなくて、でも泣きたくなるほど愛おしくて、触れるだけでうれしくて……。

　あの幸せな時間が、嘘だったなんて信じたくない。

「全部演技に決まってるだろ。そうやって恋愛経験のない女を騙して遊んでるから、処女食いなんて言われてんだよ」

　あれが演技？　私は騙されていたの？　真っ黒な疑念で胸の中が塗りつぶされる。

　冷たくなった指先が細かく震えていた。

「そ、そんなの、信じられない。雅文に本当かどうか聞いて……」

「本人に聞いたところで、遊びの女に本当のことを言うと思うのか？」

　バカだな。とつぶやいた田端くんの言葉は、どこか楽しげに聞こえた。

「適当にごまかされるに決まってるだろ。お前みたいな恋愛経験のない鈍い女を騙すなんて、簡単なんだよ。それとも広瀬は自分が男から愛される価値のある女だと思ってんの？」

「価値……」

　私が力ない声でそう繰り返すと、田端くんの唇がゆるやかな弧を描く。

「あいつは伊野瀬コーポレーションの御曹司だぞ？　お前、自分がこの会社の後継者の妻になれると思ってんの？　今は社長の孫って身分を隠して女を騙して遊んでるだけだ。瀧内が気が済むまで楽しんだら、お前は捨てられるんだよ」

　青ざめて黙り込む私に向かって、田端くんは穏やかな口調で追い打ちをかける。

「男は愛していなくても女を抱けるし、いくらでも嘘をつけるんだよ」

　その言葉に、頭を思い切り殴りつけられたような気がした。

　私たち家族を置いて家を出ていった父の姿を思い出す。

『行かないで、お父さん』そう言って泣いた私を、面倒なものを見るように見下ろす父の視線。

　ごく普通の幸せな家庭だと信じていたのに、父にはずっと愛人がいたと知らされたときの絶望感。

　愛していなくても、いくらでも嘘をつける。

　その言葉は、私の心の奥にあった傷口をえぐるように切りつけた。

「俺の言葉を信じられないならそれでもいいけど、あいつが自分の身分を隠して騙していただけで十分裏切りだろ」

　憐れむように言われ、ぐっと唇を噛んだ。

「これ以上傷付きたくないなら、もうあいつの言葉は信じない方がいいぞ。まぁどちらにしろ瀧内はアメリカに行くんだし、近いうちに別れ話をされると思うけどな」

「アメリカ赴任の話は、ただの噂じゃないの……？」

　私が呆ぼう然ぜんとしながらたずねると、田端くんは「本当になにも知らされていないんだな」と気の毒そうにつぶやき、その場を後にした。

　ひとり残された私は、今聞かされた内容を受け止めきれなくて動揺したままフロアに戻る。すると、私に気付いた雅文が声をかけてきた。

「広瀬、顔色が悪いけど大丈夫か？」

　優しい問いかけに、心臓が苦しくなる。

　この人が、私に嘘をついて騙していた？　陰では遊びだと言って笑っていた……？

　どう反応していいのかわからなくて、平静をよそおって首を横に振る。

「なんでもないよ」

　私がそう言うと、雅文は目元をゆるめ「そ？」と安心したように微笑んだ。その魅力的な笑みが、胸をしめつける。

　雅文は周りに気付かれないように耳元に唇を近づけた。

「まどか。今日大事な話をしたいから、家に来てくれない？」

　その言葉に、心臓が凍りつく。

　そうか。田端くんが言ったように、別れを切り出されるんだ。心の内側が、無数のとげで突き刺されたようにひどく痛む。

　聞きたくない。心からそう思った。雅文に別れ話をされ捨てられたら、きっと私はボロボロになってもう立ち直れない。

　だって、こんなに好きなのに。こんなに愛しているのに……。

　捨てられるくらいなら、自ら手放そう。そう決意して私は自分から別れを切り出した。










結婚の覚悟




　ぼんやりと目を開くと、私は広いベッドに寝ていた。

　この景色には見覚えがある。雅文の部屋だ。

　三年前、彼と付き合っていたときは何度もここにお泊りをして、このベッドで眠った。

　幸せな記憶がありすぎる、懐かしい部屋。

　雅文はアメリカに三年間赴任していたけれど、またここに住んでいるんだ。持ち家だって言っていたもんな……。

　なんて思いながら寝返りを打つと、隣には雅文の整った寝顔があった。

　驚いて跳び上がりそうになり、慌てて息を潜める。さいわい雅文はぐっすり眠っているようで、規則的な寝息をたてていた。

　ほっと胸をなでおろしてから自分の体を見下ろす。下着しか身につけていないのを確認してうなだれる。

　昨夜は私を追ってきた雅文にキスをされ、そのままここへ連れてこられた。そして雅文に抱かれてしまった……。

　後悔が押し寄せてきて頭をかかえる。

　どうして雅文は、ただの遊び相手の私にこんなに執着するんだろう。

　夢で感じた三年前の心の痛みが生々しくよみがえって、目じりにじわりと涙が浮かんだ。

　帰ろう。

　そう思って起き上がろうとすると、肘をベッドサイドのテーブルにぶつけてしまった。

　そこに置いてあった書類が床に散らばる。

「あ……っ」

　私は慌ててベッドを下り、床にしゃがみ込む。落ちた書類を拾いながら、辺りを見回した。

　寝室にまで仕事の本や資料が山積みだ。雅文はすごく忙しいんだろうな。

　なにげなく拾い集めた書類を見ると、その内容に目が釘付けになった。

　そこに書かれていたのは、新しい店舗のデザインだった。

　これは私が見ていい物なのだろうかという葛藤もあったけれど、そのすばらしい外観に目が離せなくなる。

　私はそっとベッドの端に腰かけ、書類に見入る。

「すごい……」

　ため息と一緒にそうつぶやくと、背後から「気に入った？」と声をかけられた。

　驚いて思わず跳び上がる。

　振り返ると、まくらに頬杖をついた雅文がこちらを眺めていた。

「お、起きてたの……!?」

「今起きた」

　慌てる私に向かって、雅文は柔らかく笑う。

　ベッドの中の彼の裸の上半身を見て、自分も服を着ていないことを思い出す。慌ててシーツを引き寄せて体を隠した。

「ごめん、勝手に見て。肘をぶつけて書類を落としちゃって」

「いいよ。まどかなら」

　書類を返そうとすると、雅文は肩越しに私の手元を覗き込んできた。

　ふたりとも裸だから、背中に感じる彼の素肌の感触や体温にドキドキしてしまう。

「これ、もしかして前に言っていた郊外型店舗のデザイン？」

　私がたずねると「そう」と雅文がうなずいた。

「景色のいいロケーションに建てたくて、今候補地を探しているところ。海を望める丘とか、清流を見下ろせる森の中とか」

　言いながら雅文は手を伸ばし、私の持っている書類を長い指で一枚めくる。

　そこには店舗の内装のデザインがあった。

「すごい」

　それを見た途端、ため息がもれた。

「レンガ造りの工場のようなどこかレトロで、でも無駄をそぎ落とした洗練されたデザインの店にする予定。郊外だから既存店よりもずっと広くて開放感のある店舗を作れる。カーペットを敷いたリラックススペースや広々としたソファ。そして焙ばい煎せん機きも」

　雅文がデザインを指でさしながら説明をしてくれる。

「店舗に焙煎機を置くの？」

「そう。焙煎工場を併設した、既存店よりもワンランク上のコーヒーを提供する特別なINO'S COFFEE」

　その話を聞いているだけで、夢のように素敵な空間になるに違いないと確信してわくわくしてきた。

「天井の高い開放感のある店内の真ん中に、ガラス張りのスペースを作って大きな焙煎機を置いたら素敵かも。その周りを囲むステージのようなカウンターの中で、訓練されたバリスタが最高の一杯を用意するの！」

　思いついたイメージを言葉にすると、雅文が笑みをこぼす。

「いいね。中央にある焙煎機がまるでランドマークみたいな、印象的な店ができそうだ。大きな窓を設置して、美しい景色を眺めながら思い思いにリラックスした時間を過ごせるお店にしたいと思ってるんだ。大手書店と提携して、コーヒーや食べ物に関する書籍や雑貨も取り扱ったり……」

「最高のロケーションで美味しいコーヒーを飲みながら本が読めるなんて最高……！　どうしよう。この店舗デザインを見ているだけでわくわくして、何時間でも眺めていられそう」

　うっとりしながらつぶやくと、背後で雅文が笑った。

「そんなに気に入ったんなら、これはまどかが持っていていいよ」

「なに言ってるの。まだこの郊外店のデザインは社内でも一部の人しか知らないんでしょ？　そんな重要な情報が詰まった書類を……」

「まどかのことは、信用してるから」

　耳元でささやかれ、ドキドキと鼓動が速くなる。

　そのとき、どこからか低い振動音が聞こえてきた。

　音のする方を見ると、床に脱ぎ捨てられていた私のコート。そのポケットの中でスマホが鳴っているようだ。

「電話の着信みたい」

　シーツを体にまきつけ立ち上がった私を、雅文は不満そうな目で見ていた。

　ちくちくと刺さるような視線を背中に感じつつ、スマホを取り出し画面を見る。

　友人の朋美からだ。こんな朝から電話をかけてくるなんて珍しい。

「もしもし？」

　スマホを耳にあてた途端、しゃくり上げる声が聞こえてきた。

「まどかぁ……」

「ど、どうしたの!?」

　電話越しに聞こえた朋美の涙声に、驚いて目を見開く。

「瞬くんが、また浮気したかも……」

　朋美の彼氏の瞬くんは今まで何度も浮気をしていたけれど、今回の朋美の落ち込みようはいつもとは違う。切羽詰まった状況が声から伝わってきた。

「ちょっと待ってて。とりあえず今そっちに行くから」

　泣きじゃくる朋美を落ち着かせるように言い、通話を終える。

　辺りに落ちていた服を拾い集めて急いで着終えると、ぐっと腕を掴まれた。

　振り返った私を、真剣な表情をした雅文が見つめていた。

「恋人のところに行くのか？」

　低い声で問われ、驚いて目を見開く。電話の相手も内容も知らない雅文は、勘違いをしているようだ。

　雅文は掴んだ腕を引き寄せ、私を胸の中に閉じ込める。

「恋人なんかじゃなくて、友達が……」

「そんな嘘をついてまで、俺から逃げ出したい？」

「う、嘘じゃないってば」

「情けないくらい必死になってまどかを追いかけて。ようやく腕の中に捕まえたと思った途端、二度も逃げられて置き去りにされる俺の気持ちがわかるか？　もう、お前がほかの男のところに行くのを、指をくわえて見てるつもりはない」

　きついくらい私の体を抱きしめながら、いつもクールでスマートな雅文が独占欲をむき出しにして声を荒らげる。

　その必死さに胸がきゅんと苦しくなる。

　けれど、耳の奥に朋美の取り乱した声がよみがえって、私は雅文の胸を押し返した。

「本当に友達の様子がおかしくて、心配だから」

　私が説明しようとしても腕をゆるめる気配はなく、じっとりと疑いを含んだ視線を向けられる。

　どうしていいかわからなくて私が口をつぐんでいると、雅文はため息を吐き出した。

「……わかった。じゃあついていく」

　予想外の提案に、私は目をまたたかせる。

「え？」

「急いでるんだろ。俺が車を出すから」

　勝手にそう決めて、雅文は床に落ちていた服を拾った。




　雅文とふたりでやってきた朋美の部屋。

　インターフォンを押すと、泣きはらして目を真っ赤にした朋美がドアの隙間から顔を覗かせた。

　私の後ろに立つ雅文の姿を見て、驚いた表情を浮かべる。

　そりゃそうだ。いきなり知らない男を連れてきたら驚くに決まっている。

「ごめん。電話が来たときにふたりでいたから、そのまま来ちゃって」

「あ、もしかして、まどかの元カレの……」

　朋美には以前、雑誌に掲載された雅文の記事を見せたことがあったっけ。

　朋美は雅文の顔を見て、思い出したようにそうつぶやいた。

「瀧内雅文といいます」

　そんな朋美に向かって、雅文は頭を下げる。

「本当にごめんね。私に相談したくて電話をくれたのに、知らない人までついてきたら話しづらいよね」

　私は朋美に謝りながらこっそり雅文の腕を掴んだ。

「ほら、私の言う通り友達のところに来たでしょ。送ってもらって助かったけど、今日はもう帰って……」

　私が小声で言うと、朋美は「わざわざ来てもらったのに、帰らせるなんて悪いよ」と雅文に部屋に上がるようにうながした。

「すみません。迷惑も考えずについてきてしまって」

「いえ、こっちこそすみません。朝から電話してまどかに泣きついちゃって」と、雅文と朋美はお互いに頭を下げる。

「もしよかったら、男性の意見も聞きたいので一緒に話を聞いてもらえますか？」

　朋美からそうお願いされ、私たちは部屋に上がった。

　瞬くんは留守のようで、リビングのローテーブルの周りに三人で座る。

「朋美、なにがあったの？」

　ずっと泣いていたんだろうか。真っ赤な目の朋美を心配してたずねると、彼女はぐすっと洟はなをすすってから口を開いた。

「瞬くんが、帰ってこないの……。電話をかけても電源が切れてるし、また浮気してるのかも」

　言いながら、どんどん涙声になっていく。その朋美の深刻な表情に、私は戸惑いながら問いかけた。

「でも、言い方は悪いけど、今までだって瞬くんは何度も浮気をしてたのに。どうして今回はそんなに深刻になってるの？」

「今までの浮気と今回のは違うよ。だって瞬くんはもう二度と浮気しないって約束してくれたの。もう絶対に私を泣かせたりしないって」

　朋美はそう言って、膝の上でぎゅっと手のひらを握りしめた。指が白くなるほど力が込められているのがわかる。

　しばらく黙り込んだ後、朋美は覚悟を決めたように口を開いた。

「私ね、妊娠してるの」

「に、妊娠……？」

　予想外の告白に驚いて声が裏返る。

「瞬くんに妊娠したことを話したら喜んでくれて、もう絶対に浮気はしないって誓ってくれたの。なのに、最近家に帰ってくるのがやけに遅くて。昨日も仕事で遅くなるってメッセージが来てから今朝まで連絡が取れないままで……」

　その言葉を聞きながら、昨夜飲み屋街で瞬くんに会ったことを思い出す。

　瞬くんはあのまま家に帰らなかったんだ……。

「セレクトショップの店員が朝まで仕事なんてありえないと思って、瞬くんの同僚に連絡して聞いてみたら、いつも通りの時間に仕事を終えてお店を出てるはずだって。残業はしていないし、お店も特別忙しくないって言われて」

　朋美はうつむきながら、涙交じりに説明をする。おおらかでいつも笑顔の朋美らしくない弱々しい表情だった。

　はじめての妊娠で体調も万全ではなく、気が弱くなっているのかもしれない。

　そんな状況で浮気をする瞬くんが許せなくて、頭に血が上った。

「朋美が妊娠してるのに、仕事だって嘘をついて浮気するなんて最低……っ!!」

「やっぱり最低だよね？　浮気は絶対にしないって約束してくれたのにまた裏切られるなんて。私もう、耐えられないよ。瞬くんが帰ってきたら、どんな顔で出迎えればいいのかわからない」

　ぐすぐすと洟をすする朋美の肩を掴んで、力いっぱいうなずく。

「悪いのは全部瞬くんなんだから、耐える必要なんてないよ」

「別れた方が、いいのかな……」

　涙目の朋美にそう問われ、ぐっと言葉に詰まった。

　以前なら迷いなく、別れたいなら別れればいいと言えたけれど、今彼女のお腹の中には赤ちゃんがいる。

　どうすればいいのかわからなくて、朋美の手に自分の手を重ねた。

「私はなにがあっても朋美の味方だから」

　力強く言うと、朋美の瞳がさらに潤む。

「まどかぁ……」

「瞬くんが反省するまで顔を合わせたくないなら、ここを出てうちに来ればいいよ。私にできることはなんだって協力するから。手紙を置いて出ていったら、瞬くんだって少しは反省すると思う！」

　私が身を乗り出すと、後ろからコツンと頭を小突かれた。驚いて振り向いた私を見て、雅文があきれたように言う。

「まどか。少し落ち着け。勝手に家を出ていく方向で話を進めるな」

　どうして雅文がそんなに冷静でいられるのか理解できずに眉をひそめた。

「落ち着けって……。恋人が妊娠しているのに浮気をするような男を、許せっていうの？」

「そうじゃない。まだ浮気をしているとは限らないんだから、憶測で怒って不安をあおるなって言ってるんだよ」

「でも、瞬くんは今まで何度も浮気をして、バレても土下座して謝ればいいって反省もしてこなかったんだよ？」

　浮気を繰り返してきた瞬くんの肩を持つ雅文に、不満を抱きながら言う。

　雅文は眉をひそめる私に小さくため息をつくと、うつむく朋美に向かって柔らかい声で話しかけた。

「朋美さん。その彼は、妊娠を知って喜んでくれたんですよね？」

　雅文の問いかけに、朋美はひっくひっくと肩を揺らしながらもうなずく。

「話した途端、やったー！ってはしゃいで、大喜びしてくれました」

「朋美さんも、彼の子を妊娠してるとわかって、うれしかったんですよね？」

「うれしかったです。瞬くんが大好きだから、自分と瞬くんの赤ちゃんがお腹にいることがうれしくて、幸せで。でも、最近瞬くんの帰りが遅くなってきて。だんだん不安や戸惑いがわいてきて……」

「だったら、その不安を解消できるように、疑うよりも前に相手を信じてちゃんと話し合わないと」

「でも、話し合って浮気していたって言われたら……？」

　すがるような目を向けられた雅文は、静かに微笑む。

「お腹の子のことをはしゃいで大喜びしてくれた彼を、信じられない？」

　雅文の言葉に、朋美の表情に力が戻る。きっと、妊娠を打ち明けたときを思い返しているんだろう。青ざめていた頬に血の気が戻っていくのがわかった。

　そのとき「ただいまー」と明るい声がして、玄関のドアが開く音がした。

　三人とも一斉に後ろを振り返る。

「あー。もう超眠い。疲れたー！　朋美ちゃん、癒してー！」

　なんてお気楽に言いながらリビングに入ってきた瞬くんは、そこにいた私たちを見て目を丸くする。

「あれー。まどかさん来てたんですか？　それから、ええと」

　瞬くんは雅文を指さして少し考え込む。そして思い出したようにポンと手を打った。

「あ。まどかさんの元カレさんだ。昨日はどうもー。まどかさん、昨日会ったときの服のままみたいだけど、もしかして無事よりを戻したんですか？」

「瞬くん、そんな余計な話はいいから」

　無邪気に続ける瞬くんを、思い切り引きつった笑顔で遮る。

「それよりも、瞬くん。仕事だって嘘をついて朝までなにをしていたの？」

　朋美にそう問い詰められ、瞬くんはぱちぱちと瞬きをした。

「え。なんで嘘って……」

「だってセレクトショップなのに朝まで仕事なんておかしいでしょ？　だから不審に思って同僚の人に聞いたの。そしたらいつも通り帰ったって言ってたよ！」

「うわー。嘘ついてたのバレちゃったの？　かっこわるー！」

　朋美の言葉に瞬くんは頭を抱える。

　朋美と私がじっとりとした疑いの目を向け続けると、瞬くんは観念したように口を開いた。

「友達がやってるライブハウスでバイトしてたの。チケットのもぎりしたりドリンク作ったり」

「なんでそんな……」

「朋美ちゃんは結婚式なんて別に挙げなくていいよって言ってくれたけど、ウエディングドレスは女の子の憧れだっていうじゃん。朋美ちゃんのご両親だって花嫁姿を見たいに決まってるし、頑張ってお金を貯めようと思って」

　てへへ、と照れ笑いをしながら言った瞬くんに、一気に肩から力が抜けた。

「浮気じゃなかったの……？」

「俺もう一生浮気しないって約束したじゃん。朋美ちゃん俺を信じてないの？」

「信じてたけど、仕事だって嘘をつかれたら不安になるよ」

「ごめんね。正直に話したら朋美ちゃん、そんなの気にしなくていいよって言うだろうなと思って」

「瞬くんの気持ちはうれしいけど、頑張ってお金をかせいで結婚式を挙げるよりも、毎日一緒にいられる時間が長い方がいいよ」

「朋美ちゃーん」

「瞬くーん」

　そう言って見つめ合ったふたりは、がしっと抱き合う。

　仲直りができてなによりです。と思いながらも、その抱擁の長さに耐え切れなくなり、こほんと咳ばらいをした。

「あ、まどか！　ごめんね！」

　私と雅文の存在に気付いた朋美が、慌てて瞬くんの胸を押し返す。

「ううん。誤解がとけてよかったよ」

　ふたりがちゃんとお互いを思い合っていてほっとした。これで朋美の妊娠を心から喜べる。

「朋美、妊娠おめでとう」

　改めてそう伝えると、朋美はまだ平らなお腹をそっとなで、「ありがとう」と幸せそうに微笑んだ。

「じゃあ、俺たちはそろそろ帰るか」

　雅文の言葉にうなずいて立ち上がる。

　玄関に向かおうとすると、朋美に腕を取られ耳打ちされた。

「元カレの雅文さん。まどかはひどい男だって言ってたけど、誠実そうないい人じゃない」

　そう言われ、反射的に顔をしかめ小声で抗議する。

「でも、私は雅文に騙されて……」

「そのこと、ちゃんと話し合ったの？　なにか誤解しているだけじゃないの？」

「それは……」

「まどかは意地を張ってるけど、本当は雅文さんが好きなんでしょ？　彼を信用して素直になってみてもいいんじゃない？」

　諭すように言われ、私は口をつぐんだ。

「今日は朝から呼び出してごめんね。じゃあ、またゆっくり遊びに来てね」

　そう言って玄関で手を振るふたりにうなずいて外に出る。

　車の停めてある近くのコインパーキングに向かって歩きながら雅文に話しかけた。

「ねぇ雅文。どうして瞬くんが浮気をしていないって思ったの？」

　浮気と聞いて頭に血が上った私とは正反対に、ずっと冷静だった彼を不思議に思ってたずねる。

「そりゃ、俺はふたりとは面識がなくて他人だから、先入観なく客観的に見られたっていうのもあるけど」

　そう言って一度言葉をくぎると、雅文は私の方を振り返った。

「男が結婚を決意するのに、どれだけの覚悟と責任感が必要だと思ってるんだ。彼女が妊娠しているとなれば、ふたり分の人生を背負っていかないといけないんだから、軽い気持ちで浮気をするわけがないと思っただけだよ」

　雅文の真剣な言葉に胸が締めつけられる。

　朋美も言っていたように、彼は誠実でいい人だと思う。だけど……。胸の奥の傷がじくりと痛んだ。

「でも、みんながみんな、そんな責任感を持っているわけじゃないでしょ。自分勝手な理由で、大切な家族を簡単に捨てる人だっている」

「まどか？」

　不思議そうに名前を呼ばれ「なんでもない」と首を横に振る。

「今日はありがとう。じゃあ私は帰るね」

　私がお礼を言って歩き出そうとすると、「待って」と腕を掴まれ引き留められた。

「まどか、俺に嘘をついてただろ」

　雅文に睨まれドキッと心臓が跳ねる。

「う、嘘なんてついてないけど……」

「前にバーで愚痴っていた男って、さっきの朋美さんの彼のことだろ？　浮気性の恋人がいるっていうのは嘘だったんだ？」

　後ろめたくて一瞬言葉に詰まる。深呼吸をしてから、おずおずと口を開いた。

「た、確かにバーで瞬くんの愚痴を言っていたけど、私は自分の恋人だなんてひと言も言ってないよ。雅文が勝手に誤解しただけだからね」

「でも、俺が誤解してるってわかってて、黙っていたんだろ？　まどかに恋人がいると思って、俺がどれだけ嫉妬したかわかるか？」

　そう詰め寄られ、思わず視線が泳ぐ。確かに雅文の言う通りだ。

「ごめん。怒ってる……？」

　謝りながら恐る恐る雅文の表情をうかがうと、掴んだ腕を引っ張られた。

　気が付けば、雅文の胸の中にいた。

「……めちゃくちゃほっとしてる」

　雅文は大きなため息とともに振り絞るようにそう言って、私の体をきつく抱きしめた。

「まどかが、ほかの男のものじゃなくてよかった」

　心底安心したようにつぶやかれ、鼓動が勝手に速くなる。

「べ、別に雅文を忘れられなくて恋人を作らなかったわけじゃないから……！」

　悪あがきするように言い張ると、雅文は抱きしめていた腕をゆるめた。

「わかってるよ」

　そう言って、ぽんと私の髪をなでる。

「それでもまどかに恋人がいないって知って遠慮する必要はなくなった。これからまどかの気持ちを取り戻せるように全力で口説くから、覚悟しておいて」

　そう宣言され、心の中で悲鳴を上げた。

　今までだって遠慮してるとは思えないくらい積極的だったのに、これからはもっと口説かれるなんて絶対に心臓が持たない。どうしよう。

　動揺する私とは対照的に、雅文は楽しげにくすくすと肩を揺らして笑っていた。

　そんな彼に私が頬を膨らませると、雅文は「そうだ」と思い出したように一枚の紙を差し出す。

　なんだろうと思いながら受け取った紙を開く。それは今朝雅文の部屋で見た、郊外型の新店舗のデザインだった。

「これ……」

　驚いて顔を上げ雅文を見ると、彼は「ずっと眺めていられるくらい、気に入ったんだろ」と微笑む。

　雅文の部屋でこれを見たときに『持っていていいよ』と言っていたけれど、まさか本気だとは思わなかった。

「い、いいの？」

「あぁ。これはまどかが持っていて大丈夫」

　戸惑う私に優しくうなずいて、雅文は歩き出す。

　その後ろ姿に「ありがとう。すごくうれしい」とお礼を言うと、彼はこちらを振り返って笑った。

「そのかわり、また俺の部屋に泊まりに来てくれる？」

　いたずらっぽくそう言われ、ぐっと言葉に詰まる。顔をしかめた私に向かって雅文は、「冗談だよ」と肩をすくめる。

「こんな風に物を引き換えに誘わなくても、まどかが望んで俺のところに来るようになるまでとことん口説くから」

　耳元で甘い声でささやかれ、頬が熱くなった。

　そんな色っぽい表情で見つめられたら、どうしていいかわからなくなる。

「おいで。家まで送るよ」

　雅文は何事もなかったかのように車へと歩き出す。

　私はなんとか気持ちを落ち着けようと深呼吸をしてから彼の後を追った。




　車で送ってもらい部屋に帰ってきてから、雅文からもらった店舗のデザイン画を見下ろした。

　見ているだけで胸がドキドキするくらい素敵な新店舗。

　こんなお店を作り出せる雅文が、憎らしいくらい魅力的に思えた。

　私はもらったデザイン画を丁寧にたたむ。まるで宝物やお守りのように、手帳の間に大切に挟み込んだ。










突然の疑惑




「瀧内部長、最近大活躍だよね」

「この前も経済番組に出ていたし、雑誌のインタビューや対談もすごく評判がいいらしいよ」

　社内でもれ聞こえてくるそんな会話を聞きながら、私はリフレッシュスペースで雑誌を見下ろし、ため息をつく。

　これまでもコーヒーチェーンとしては日本で一番の店舗数と売上高を誇っていたINO'S COFFEEだけど、アメリカで成功をおさめた雅文が帰国し事業部長となってからはさらに話題を集めるようになっていた。

　それは雅文が積極的にメディアに出て広告塔のように活動しているから。

『俺個人が注目されるのは本意じゃないけど、アメリカから帰国したばかりの俺が情報を発信することは、INO'S COFFEEが日本だけじゃなく世界的なブランドだというイメージを定着させるチャンスだからね』

　そう言って精力的に働く雅文からは、相変わらず顔を合わせるたびに口説かれている。

　私に恋人がいないとわかったせいもあって、宣言通り手加減なしに甘い言葉や情熱的な視線を向けられ、正直私の理性はもはや崩れる寸前だ。

　雑誌の中でさわやかに微笑む雅文を見下ろしながら、「本当、勘弁してよ」と小さくつぶやくと、手元に影がおちた。

　誰かが覗き込んでいるようだ。

　不思議に思って顔を上げると、そこには田端くんがいた。

「あ、田端くん……」

「瀧内が出てる雑誌、わざわざ買ったんだ？」

　不機嫌な声でそう言われ、「瀧内部長、でしょう。私たちの上司なんだから」と思わず顔をしかめる。

「この雑誌は、うちの会社の記事が載っていたから読んでいるだけだよ」

　そう言い訳しながら雑誌を閉じ、足元に置いていたバッグにしまおうとすると、「お前、まだ瀧内が好きなんだ？」と憐れむように言われ表情が強張った。

「騙されて遊ばれて三年も放置されたのに、日本に帰ってきた瀧内にまたちょっかい出されて簡単にその気になって。広瀬は本当に都合のいい女だよな」

　わざわざ言われなくてもわかってる。私はぎゅっと唇を噛んで目をそらす。

「別にその気になんかなっていないから、放っておいて」

「本当に？　瀧内のことはもう好きじゃねぇの？」

「好きじゃないよ。三年前にきっちり別れてるんだから。もう未練なんてない」

　言いながら、胸がずきりと痛んだ。

　必死に強がっているけれど、本当はどうしようもないくらい雅文に惹かれている自分がいる。

　傷付きたくないのに。裏切られたくないのに。私はなんてバカなんだろう。

　そんな私を見て、田端くんはにやりと唇のはしを引き上げた。

「ふーん。じゃあさ、広瀬。俺と付き合わない？」

「は？」

　唐突な言葉に目をまたたかせる。

「瀧内に言い寄られて迷惑してるんだろ？　俺と付き合えばあいつもあきらめるんじゃねぇ？」

「そんな理由で好きでもない相手と付き合えるわけないでしょ」

　私があきれながらそう返すと、田端くんの表情が険しくなる。

「好きでもないって。ひどいな」

「だって田端くんが私を好きじゃないことくらい、わかるよ」

「じゃあ、広瀬を好きになって本気で口説いたら、俺の女になる？」

　田端くんは私の顔を覗き込みながらそう言った。けれどこちらを見つめる瞳の奥は冷え切っていて、背筋が冷たくなった。

　口では付き合おうなんて言いながら、田端くんが私に向けているのは、好意ではなく悪意や敵意だ。

　なんだか怖い。本能的にそう感じる。

　不安と恐怖で胃のあたりがキリキリと痛くなる。

「冗談はやめて」

　取り繕うように言って私は椅子から立ち上がった。

　すると田端くんは、「冗談じゃないって」と私の腕を掴もうとした。

　触れられたくないと思い咄嗟に身を引くと、足元にあった自分のバッグにぶつかった。

　中に入れていたメイクポーチや文房具が音をたてて床に散らばり、私は慌てて辺りを見回す。

　あぁもう。ボールペンがあんな遠くにまで転がっている。

　ため息をつきながらあちこちに散らばったバッグの中身を拾い集め振り返ると、田端くんは私の手帳を持っていた。

　バッグから飛び出したのを拾ってくれたんだろう。

「あ、拾ってくれてありがとう」

　お礼を言って手を出すと、田端くんはこちらに手帳を差し出しながら意味深な笑みを浮かべていた。

　その表情を見て、心がざわざわと落ち着かなくなる。

　なんの根拠もないけれど、田端くんはなにかを企んでいるような気がする。

　そんないやな予感が胸をよぎった。

「私、もう仕事に戻るね」

「わかった。じゃあな」

　私は逃げるように足早にその場を立ち去る。リフレッシュスペースを出たところでちらりと振り返ると、田端くんはまだこちらを眺めていた。




　翌週、昼休憩の時間。

　ひと気のないフロアで自分のデスクに座り、パソコンで近隣の店舗の売り上げ推移を眺めながらサンドイッチをかじっていると、短くスマホが震えた。

　画面を見れば【今日予定がなかったら、仕事の後に一緒に食事に行こう】という雅文からの誘いだった。

　ぐっと一瞬息を止め、頭を悩ます。

　雅文は毎日のように私を誘ってくれていた。

　そのたびに口実を探して断っているけれど、嘘をついている罪悪感でなんだか申し訳なくなってくる。

　何度断られても平然と私を誘う雅文は、いったいなにを考えているんだろう。

　毎回そっけない返事しかしない私に、いやけがさしたりしないんだろうか。

「あー、もう。なんて理由で断ろう……」

　頭を抱えてそうつぶやき、迷いながらもスマホの画面の上で指を動かす。

【今日は用事があるので行けません】と当たり障りのないお断りの言葉を打つ。

　送信ボタンを押すと同時に、ピコンとメッセージの受信を知らせる音が響いた。

　あれ、と不思議に思って顔を上げると、入り口にスマホを片手に持った雅文が立っていた。

「やっぱり断られると思った」

　たった今私が送ったメッセージを見て苦笑する雅文に、驚いて跳び上がる。

　いったいいつからいたんだろう。

「まどかはあいかわらずだな。昔もこうやって、データと睨めっこしながら昼食を取っていたよな」

　雅文はこちらに向かって歩きながら、あきれたように笑った。

　私はなんだか恥ずかしくなってそっぽを向く。

　店舗巡回で外回りが多く普段ランチは外で食べてばかりだから、社内にいるときはお金と時間、両方の節約のために買ってきたパンをかじりながらデータを見ることが多い。

　そんな女子力皆無の姿を見られていたなんて情けない。

　そう思っていると、雅文は「サンドイッチだけじゃ、栄養偏るぞ」と私のデスクに蓋つきの透明のカップを置いた。

　中にはかわいらしいピンク色のスムージー。

　栄養満点のビーツとベリー、そしてはちみつとレモンで味を調えた、INO'S COFFEEの人気商品だ。

　もしかして、わざわざ一階で買ってきてくれたのかな。

　彼の気遣いに胸がきゅんと苦しくなる。

「ありがとうございます。ええと、お金……」

　お礼を言ってバッグから財布を取り出そうとすると、雅文は私の手を下げさせる。

「いいよ。俺が勝手に買ってきたんだから、出させるわけないだろ」

「でも」

「それよりも、こんなに何度も誘ってるんだから、一度くらい一緒に食事に行ってくれた方が何倍もうれしいんだけどな」

　ちらりと流し目を向けられ、ぐっと言葉に詰まる。

「き、今日は用事があって……」

　後ろめたさに視線を泳がせながら言うと、雅文は近くにあった椅子を引っ張ってきて私の隣に腰を下ろした。

「用事って？」

　追及され、冷や汗をかく。なにか用事なかったっけな。一生懸命頭をめぐらせる。

「ええと。クリーニングに出していた洋服を取りに行かないと」

「じゃあ、それを取りに行った後でどう？」

「そ、その後は、宅配便が届く予定だから」

「まどかのマンション、宅配ボックスなかったっけ？」

「ぐっ」

　渾こん身しんの言い訳もサクッと論破され、唇を噛んだ。

　ど、どうしよう。もうほかに言い訳が浮かばない。

　私の顔を見た雅文は、「ぷはっ」と噴き出すように笑い出す。

「まどか、焦ってるのがめちゃくちゃ顔に出てる」

　あああああ。もう、完全に私の動揺がバレバレだ。

「そんな必死になって言い訳を探すほど、俺と食事するのがいやなんだ？」

　肩を揺らして笑った雅文が、デスクに頬杖をついてこちらを見た。

　さっきまでのさわやかな笑顔を消した雅文に真剣な表情で見つめられ、勝手に鼓動が速くなる。

「……悪いけど、私はもう雅文とよりを戻すつもりはないから」

　なんとか動揺を抑え込んでうつむきながら言うと、頭上で小さなため息が聞こえた。

「日本に帰ってきてから、二度も俺と寝たのに？」

「そ、それは、酔ってたから……！」

「一度目は酔ってたけど、二度目は酔ってなかったよな？」

　言いながら、雅文の手が私の手に重なった。

「まどかは好きでもない男に、二度も抱かれるんだ」

　長い指が私の手の甲をそっとなぞる。

　熱を持ったまなざしやわずかに聞こえる吐息に、ふたりで過ごした夜を思い出してしまう。

「俺の腕の中で、あんなに気持ちよさそうにしてたのに」

「そ、そういうことを、こんなところで言わないで……！」

　今は休憩中で誰もいないとはいえ、ここは会社なのに。

　私がそう言って雅文の口を手でふさごうとすると、手首を掴まれた。

　雅文はそのまま軽く顔をかたむけ、私の手のひらにキスをした。柔らかい唇の感触に、ぶわっと頭に血が上る。

　真っ赤になった私を見て、雅文は笑みを深くする。色っぽい視線に見つめられ、背筋がとろけてしまうかと思った。

「好きだよ、まどか」

　甘いささやきに心が揺らぐ。

　けれど先週田端くんから言われた言葉を思い出した。

『騙されて遊ばれて三年も放置されたのに、日本に帰ってきた瀧内にまたちょっかい出されて簡単にその気になって。広瀬は本当に都合のいい女だよな』

　耳の奥に侮蔑のこめられた口調がよみがえり、私はぎゅっと唇を噛む。

　必死に理性をふるい立たせ、掴まれていた腕を振りほどいた。

「私はもう、好きじゃない」

　私の拒絶の言葉を聞いても、雅文は顔色ひとつ変えなかった。

「それでもいいよ。もう一度好きになってもらえるように、これからも全力で口説くから」

　この人はどうしてこんなに私に執着するんだろう。

　有能でかっこよくて性格もよくて、しかも御曹司で。望めばどんな女性だって手に入れられそうなくらいの魅力があるのに。

　雅文は本当に私を愛してくれているのかもしれない……。そんな浮かれたことを考えそうになって、慌てて気持ちを引きしめる。

　父に捨てられたときのような、そして三年前のような悲しみを、もう二度と味わいたくない。

　私が黙ったまま唇を噛んでいると、雅文はゆっくりと息を吐き出した。

「悪い。休憩中なのに、俺がいたら邪魔だよな」

　気持ちを切り替えるようにそう言って、立ち上がる。

「邪魔、ではないけど……」

　慌てて顔を上げて首を振ると、雅文は目元をゆるめて微笑んだ。

「ちょっと顔色が悪いぞ。仕事に熱中するのもいいけど、無理するなよ」

　雅文に優しく頭をなでられ、心臓がきゅんと締めつけられた。




　数日後、私が出社すると社内がざわついていた。

　どうしたんだろうと思いながらフロアに入ると、私に気付いた大山さんが「広瀬さん、大変ですよ」と声をかけてきた。

「なにがあったの？」

「極秘で計画していた新店舗のデザイン案が、外部に流出したみたいで……」

「新店舗って！」

　まさか、雅文が進めていた郊外型の店舗？　私は驚いて目を見開く。

「ライバル社のトーワカフェが、うちが計画していたものとまったく同じコンセプトの新店舗を出すと大々的にリリースしたらしいです」

　よりによってトーワカフェ。

　話を聞いた私は口を手で覆った。

　以前から、うちの新商品と同じような商品をかぶせるように発売していたカフェチェーンだ。

　でも社内でもまだ非公開だった情報を、いったいどこから手に入れたんだろう。

「今上層部が集まって会議をしてますよ。トーワカフェはうちの真似ばかりしていたから、内通者がいるんじゃないかって考えてるみたいです。犯人捜しが始まりそうですよね」

　不穏な事態に顔をしかめる。社員の中にライバル社に情報を流すような裏切り者がいるなんて考えたくない。

　そう思っていると、「広瀬」と後ろから声をかけられた。

　振り向くと、田端くんがこちらに歩いてくるところだった。

「トーワカフェの話、聞いた？」

「今聞いたけど……」

　ぎこちなくうなずくと、田端くんは私の耳元に唇を近づけてささやいた。

「あの情報を流したの、広瀬だろ」

「え？」

　突然なにを言い出すんだろう。

　言葉の意味がわからずに困惑して眉根を寄せると、田端くんは愉快そうに肩を上げて笑った。

「お前、手帳に新店舗のデザイン案を挟んでたよな？」

　なんでそのことを。そう思ってはっとする。

　前にリフレッシュスペースで話していたとき、私がバッグの中身を床にばらまいてしまったことがあった。

　田端くんは散らばった荷物を拾ってくれたけれど、そのとき手帳を見られていた……？

　人の荷物を勝手に盗み見た田端くんに、不信感が沸き上がる。

「お前がトーワカフェに情報をもらした犯人だろ」

　田端くんは深刻な表情で言いながらもその口調はどこか楽しげで、ぞくりと背筋が寒くなった。

「そんなこと、するわけないでしょ？」

　大好きなこの会社を、INO'S COFFEEを裏切るわけがない。毅き然ぜんと主張したけれど、田端くんはまったく信じていないようだった。

「じゃあ、どうして広瀬があの店舗デザインを持ってたんだよ」

「それは……」

　問い詰められ口ごもる。

　雅文が好意で渡してくれたものだけど、それを言えば彼に迷惑がかかるかもしれない。

「ほら、後ろめたいことがあるからはっきり言えないんだろ」

　黙り込んだ私に向かって、田端くんは勝ち誇ったように笑った。

「もう俺の親父には言ってあるから、どんな処分になるか楽しみだな。瀧内もお前に失望するだろうな」

「親父って、専務に？　なんの確証もないのにどうして。私は機密情報をもらしたりしてない」

「そんな言い訳をしたって無駄だ。あきらめろよ。専務の息子の俺と平社員のお前。経営陣がどっちを信じると思う？」

　田端くんの言葉に、眉をひそめる。

　情報漏ろう洩えいの真相を探るよりも、私を陥れることを目的としているみたいだ。

　うっすらと笑みを浮かべる田端くんに見つめられ、得体のしれない不安と嫌悪感に襲われる。

　お腹のあたりから不快な感覚が込み上げてきて、思わず口を手で押さえた。

　冷や汗が出る。胃がキリキリする。

「広瀬さん、どうしました？」

　私たちのやり取りに気付いた谷村くんが声をかけてくれた。

　心配かけたくない。そう思って無理やり笑顔を作ろうとする。

「なんでもない」

　そう言って首を振ったけれど、胃の痛みに耐えられなくなって、私は額に脂汗を浮かべながらその場にしゃがみ込み、意識を手放した。




　目を覚ますと、私はベッドで寝ていた。

　ここはどこだろう、と不思議に思って辺りを見回す。

　しばらく考えて、社内の医務室だと気が付いた。

　医務室があるのは知っていたけれど、利用するのは初めてだ。

「広瀬、大丈夫か？」

　入り口の方から聞こえた声にベッドから体を起こすと、課長が入ってくるのが見えた。

「ストレスと過労だって。お前入社してからずっと誰よりも頑張っていたもんなぁ」

　課長は苦笑しながらそう言って、ベッドの横にあった椅子に腰かける。

　そうか。今朝、田端くんに一方的な疑いをかけられて、気分が悪くなって倒れてしまったんだ。

　貧弱な自分が情けなくなる。

「すみません。私……」

「いや。謝らなくていいよ。広瀬には少しのんびりしてもらおうかって話になってる」

「え？」

　のんびりって。不思議に思って首をかしげた私に、課長は穏やかな口調で続ける。

「とりあえず広瀬の地域は俺が引き継ぐから、お前はしばらく現場で働いて気分転換しろ」

「ほ、本社を離れろって意味ですか……？」

　突然の提案に声が震えた。そんな、いきなり左遷みたいな。

　もしかして、みんな田端くんの言葉を信じて、私が情報を流出させた犯人だと思っているの？

　目の前を得体のしれない大きな黒いものでふさがれたような気がした。

　この気持ちを、私は前にも感じたことがある。父に捨てられたときと一緒だ。

　どんなにすがっても見向きもされなかった。

　信じていた人に、繋いでいた手を一方的に離される絶望感。

　胸の奥がずしんと重くなり、呼吸が苦しくなる。

「広瀬、聞いてるか？」

　心配そうな表情を浮かべる課長に、私はなんとか平静をよそおう。

「……わかりました」

　そう言ってうなずくだけで精いっぱいだった。










三年越しのプロポーズ




「いらっしゃいませ」

　白いシャツに黒いエプロン姿で店に立つ。

　お客様の対応をしながらも、気分がふさいでうまく笑顔が作れなかった。

　INO'S COFFEEの店舗のカウンターの中にいるのに、どこか上の空で仕事をしてしまう。

　その日もなんとか一日を終え閉店間近の片付けをしていると、大きな手がぽんと私の頭を叩いた。

　驚いて振り返ると、クマのようながっしりとした体格の内藤店長があきれた表情でこちらを見ていた。

「なにぼんやりしてるんだ」

　そう言われ、慌てて「すみません」と頭を下げる。

　内藤店長のお店でスタッフとして働くようになって、一週間が経っていた。

　情報流出のことを問われたわけではないけれど、このタイミングでの異動なんて、私が疑われているのは間違いない。

　直接事情を聞かれればちゃんと説明するつもりでいるのに、上からはなにも言ってこない。

　こんな形で突然本社を離れ、きっとみんなに迷惑をかけているのに、詳しい事情も説明できない。

　今の状況はまるで生殺しのようでつらかった。

　それどころか、もしかしたら同僚たちは、私をライバル社に機密情報を流した犯人だと思っているかもしれない。

　信頼していた仲間たちから疑われているかもしれないと思うと、気持ちが落ち込みどうしていいのかわからなくなる。

　雅文からもあれから一切連絡がなかった。

　私はやっていないんだと真実を伝えようとも思ったけれど、メッセージを打ち、送る寸前でいつも手が止まった。

　必死に訴えて、それでも信じてもらえなかったら……？

　そんなことを考えてしまう臆病な自分がいやになってため息をつくと、隣にいた店長がぽんぽんと私の肩を叩いた。

「まぁ、ため息をつきたくなる気持ちもわかるけどな」

「内藤店長……。私がここに来た事情を知っているんですか？」

　私がたずねると、店長は「俺は情報通だから」と自慢げに親指を立てる。

　確か、雅文が日本に帰ってきたときもすぐに知っていたっけ。いったい誰から聞いてるんだかと思いながら苦笑した。

「この状況はしんどいとは思うけど、今はとりあえず頑張れ。広瀬を信じてるやつはたくさんいるから。耐えれば必ず状況はよくなる」

　力強くそう言われ、顔を上げる。

「私を信じてくれている人、いるんですかね」

「いるだろ、たくさん。とくに、過保護なくらいお前を気にかけてるやつが」

「え……？」

　まったく思い当たらなくて目をまたたかせると、内藤店長は大きな肩を上げてにやりと笑った。

「いろいろ頼まれて正直俺は迷惑なんだけどな。まぁ昔からあいつが振り回されるのを見て楽しませてもらってたから、しょうがないか」

「なんのことですか？」

　意味がわからずたずねる。「なんでもない」と店長にはぐらかされ、私は顔をしかめる。

「それに、私も広瀬さんを信じてますよ」

　背後から声をかけられ振り向くと、青山さんが立っていた。

　彼女は大学卒業後も契約社員としてINO'S COFFEEで働き、今ではこの店舗にはかかせないベテランのスタッフになっていた。

「私がここのバイトになったばかりの頃、広瀬さんは言ってくれましたよね。不器用であがり症で欠点だらけだった私に、几帳面で真面目なところは誰にも負けない長所だって。あれ、すごくうれしかった」

　五年以上前の出来事を今でもしっかりと覚えてくれている青山さんに、懐かしい気持ちになりながらうなずいた。

「あのときの広瀬さんの言葉がなかったら、私はここのバイトをやめていたし、人生が変わっていたんですよ。広瀬さんは私の恩人だから、なにがあっても味方です」

　そう力強く言われ、「人生って大おお袈げ裟さだよ」と照れ笑いをする。そして青山さんを見て、あることに気が付いた。

「……あれ？」

　彼女のつけている黒いエプロン。その胸元にあるネームプレートをまじまじと見つめる。

　そこに書いてある青山さんの名前が……。

「な、内藤になってる……っ！」

　驚きのあまり悲鳴のような声を上げてしまった。

「お、ようやく気付いたか」

　顔色を変えた私を見て、あきれたように肩をすくめる内藤店長。そしてその横でくすくす笑う青山さん。

　え。ちょっと待って。この雰囲気、まさか。

「ああああああ青山さん、まさか内藤店長と結婚したんですか……？」

　私が動揺しながらそう問うと、ふたりにうなずかれた。

　内藤店長は確か四十歳で、青山さんは二十代半ばのはずだ。ちょっと年齢差はあるけれど、不自然な組み合わせではない。

　だけど、いったいいつの間に。

「ふたりが付き合っていたなんて、知らなかったですよ……！」

　取り乱す私に、内藤店長が照れくさそうに大きな手で頭をかいた。

「籍を入れただけで、式はまだ先なんだけどな。俺たちがこういう風に結婚できたのも広瀬のおかげだから感謝してる」

　そう言われ、胸があたたかくなった。

「うわぁ、おめでとうございます！」

「式にはぜひ来てくださいね」と微笑む青山さんは、本当に幸せそうに見えた。

　私は感激で泣きそうになりながら、「絶対行きます……！」と何度もうなずく。

「俺らだけ幸せになったらバチがあたりそうだから、広瀬もちゃんと幸せになってくれよ」

　店長に力いっぱい肩を叩かれた。

　臆病で不器用な私が幸せになんてなれるんだろうか。

　そう思っていると、後ろから舌打ちが聞こえた。

　閉店間際のひと気のない店舗に入ってきた男の人。その姿を見て肩が強張る。

「……お前、やっぱりむかつくな」

　私を見てそう吐き捨てたのは、不機嫌な顔をした田端くんだった。

　むかつくって……。

　あからさまな悪意を向けられ戸惑っていると、「もう閉店時間なんですが、どうかされましたか？」と異変に気付いた店長が私たちの間に割って入った。

「お前は関係ないから、引っ込んでろ。広瀬に話があるだけだ」

　田端くんに乱暴に言われ、店長の肩に力が入ったのがわかった。

　私は慌てて「会社の同僚なので大丈夫です」と険しい顔の店長に説明する。

「これから閉店作業をして着替えるから、従業員出口で少し待っていてくれる？」

　私がそう言うと田端くんはうなずいて歩いていく。

　その後ろ姿を見送りながら私はため息をついた。

　いったいなんの話だろう。田端くんの態度からも今のこの状況からも、明るい用件ではないのは確かだ。




　不安な気持ちで帰る支度をして商業施設の出口を抜けると、そこに一台の車が停まっていた。

　イタリア製の派手なスポーツカー。

　案の定運転席には田端くんが座っていて、いかにも彼らしいチョイスの車だなと思いながら近づいた。

　私に気付いた田端くんは窓を開け、「乗れよ」とあごをしゃくった。

　車の中で田端くんとふたりきりになるのはいやだ。それに、どこに連れていかれるかもわからないし。

　そう思って私は首を横に振る。

「話があるなら、近くのお店に入ろう」

「めんどくさいから、車の中でいいだろ」

　不機嫌な声で言われたけれど私がそのまま動かずにいると、田端くんは大きなため息をついた。

「広瀬って本当図太いよな。本社を追い出されて、落ち込んでるだろうなと思って見に来てみたら、へらへら楽しそうに笑ってて。むかつく」

「本社を追い出されてって、誰のせいだと思ってるの？」

　この突然の異動は、田端くんがなんの根拠もなく私を情報漏洩の犯人にしたて上げたからなのに。

「瀧内もお前も、本当に目障り」

　低い声でそう言うと、田端くんはドアを開け車から降りてきた。

「乗れよ」と強引に腕を掴まれ、嫌悪感で体が震える。

「いや……っ！」

　咄嗟に手を振り払うと、田端くんが激高して怒鳴り出した。

「なんなんだよ！　どうしてお前らばっかりちやほやされるんだよ!!」

「どういう意味……？」

　癇かん癪しゃくを起こした子供みたいな彼に、どうしていいのかわからず戸惑う。

「俺は親父に命令されて無理やり伊野瀬コーポレーションに入社させられて、なにをしてもどうせ専務の息子のコネ入社だって陰口叩かれて。それでも将来は役員にするからって親父の言葉を信じて我慢していたのに、仕事ができて女にもモテる同期の瀧内が社長の孫だって知ったときの俺の気持ち、わかるか？　あいつはきっと、俺のことを、ずっと心の中で見下して笑ってたんだよ」

「……もしかしてそんなくだらない思い込みで、INO'S COFFEEの情報を外部に流したの？」

　私がゆっくりとたずねると、田端くんがどこかうつろな表情でこちらを見た。さらに私は質問を重ねる。

「以前から、リリース前の新製品の情報をトーワカフェにもらしていたのは、田端くんなの？」

「そうだよ。このまま伊野瀬コーポレーションにいたって、俺は瀧内の上には行けない。あいつの下で一生働くくらいなら、ライバル社に情報を流してこの会社をつぶした方がましだ。トーワカフェにはちゃんと恩を売ってあるから、こっちの会社が傾いたら俺を重役として迎え入れてくれるって約束もしてある」

「どうしてそんな身勝手なことができるの!?」

　一緒に働く仲間たちの姿を見ているのに、そんなくだらない理由で機密情報を流すなんて。

　田端くんに対して怒りが込み上げてくる。

「瀧内はアメリカ進出の責任者に抜擢されて、御曹司だってことも公表されて、涼しい顔で俺を出し抜いて。そんなの、不公平だろ？　アメリカで失敗すればいいと思っていたのに軽々と大成功させて、正式な後継者として本社に戻ってきたせいで、俺はますます立場がなくなった。全部、あいつのせいで」

「それは、雅文のせいじゃなくて自業自得でしょ？」

　震える声でそう言うと、田端くんは「はぁ？」とよどんだ瞳でこちらを睨んだ。

「自業自得？」

「雅文の成功は、彼がとことん努力した結果だよ。でも田端くんは人をうらやんで足を引っ張ろうとするだけで、少しも自分が成長しようとしていないじゃない」

「俺だって、瀧内の立場だったらやれたんだよ！　あいつみたいに顔がよくて、誰からも好かれる性格で、頭の回転も速くて有能だったら俺だって！」

「誰かと自分を比べて、相手の秀でているところだけ見て妬むなんてくだらないよ。どんなに頑張ったって、自分は自分にしかなれないんだから」

「うるせぇなぁ！　お前もむかつくんだよ！　俺より瀧内を選んで。会社でも店舗でもみんなに慕われて信頼されて」

　私の言葉に耳も貸さず、田端くんは怒鳴り続ける。

「瀧内に遊ばれてると思い込んで傷付いて辞めればいいと思ったのに、会社に居座り続けるし。目障りなんだよ！」

「遊ばれてると思い込んでって……。どういう意味？」

「嘘だよ。瀧内がお前を陰で笑ってたなんて。それどころか反対に、アメリカ赴任を打診されたあいつは、お前と結婚したいって社長や役員に根回ししてた」

「結婚……？」

「お前もバカだよなぁ。あいつより俺の言葉を信じて自分は遊ばれてると思い込んで。瀧内のやつ、結婚したいと思うほど惚れ込んだ女に振られて、三年経った今でも好きだって必死に追いかけて口説いてんのに相手にされなくて。いい気味」

　そう言って声を上げて笑う田端くんに、私は言葉をなくした。

　雅文が私を騙しているっていうあの話は、嘘だったの……？

　雅文を信じず、彼の言葉をうのみにした自分がなさけない。

　この三年間、雅文を忘れようと必死にもがいていた私は、なんてバカだったんだろう。

「瀧内が大切に想ってるお前を無理やり俺が抱いたら、あいつはショックを受けるだろうな」

　ぎろりと血走った眼で見つめられ、体が震えた。田端くんがなにをするつもりか悟って、恐怖で足がすくむ。

「来いよ。抵抗しないなら、ちゃんと優しくしてやるから」

　そう言って田端くんが私の方へ腕を伸ばした。

　にやにやと笑う表情が怖くて仕方ない。

　いやだ。この人に指一本だって触れられたくない。嫌悪感で肌が粟あわ立だつ。

　田端くんの腕を振り払おうとしたとき、目の前がなにかにさえぎられた。

「ふざけんな!!」

　迫力のある低い怒鳴り声が聞こえた。

　私に掴みかかろうとしていた田端くんは誰かに思い切り殴られ、その体が後ろに倒れた。

　目を見開くと、そこに立っていたのは雅文だった。

「雅文……？」

　どうしてここに。

　信じられなくてそうつぶやく。

　雅文は相当急いできたのか、息を切らし、肩を上下させていた。

　茫然とする私の前で、雅文は田端くんに向かって一歩踏み出しながら口を開く。

「俺の足を引っ張るだけじゃなく、ライバル会社と裏で取引をして情報を流してそれをまどかの罪にして、俺へのいやがらせのためにまどかを無理やり抱こうとするなんて。どこまで落ちれば気が済むんだ」

　地面に尻もちをついた田端くんに、冴え凍るような冷ややかな視線を向ける。その端整な横顔にはものを言わせぬ迫力があった。

　雅文がものすごく怒っているのが伝わってくる。

　そんな彼に気け圧おされ、さっきまでの威勢が嘘のように田端くんはおびえた表情で雅文を見上げ、後ずさりをした。

「瀧内、これは違うんだ。情報を流したのはトーワカフェから無理やり強要されて仕方なく……」

　この期に及んで言い訳をしようとする田端くんに、雅文は「ふざけるな」と眉根を寄せる。

「田端が機密情報を社外にもらしていたことはトーワカフェから裏を取って、社長にも専務にも報告してある。あちらの担当者は近く処分されるはずだ。もちろん、お前もな」

　そう言われた田端くんは、噛みつくように鋭い視線で雅文を見上げる。

「なんで俺ばっかりこんな目に遭わないといけないんだよ！　親父に命令されて会社に入ってやりたくもない仕事をして、お前に出し抜かれて惨めな思いをして。俺はなにも悪くないのに！」

「そうやってすべてを他人のせいにして、なにも努力してこなかった自分が悪いんだろ」

　容赦なく切り捨てるような雅文の言葉に、田端くんがぐっと唇を噛んだ。

「でも、よかったな。これでお前はやりたくもない仕事をしなくてすむ」

「……どういう意味だよ」

「今回の情報漏洩は会社に不利益をもたらす明らかな背任行為だ。懲戒解雇はまぬがれない。それだけのことをしたんだから、覚悟はできてるな？」

　そう言われた田端くんは一気に青ざめる。すべての不満を他人のせいにし続けてきた彼は、自分がしでかしたことの責任なんて考えもしなかったようだ。

「そ、そんなの親父に言って謝れば、なんとか許してもらえるだろ……」

「専務は以前からお前の勤務態度に不満を持っていた。それでもこらえて様子を見ていたようだったが、今回で完全に失望したと言っていたよ」

「じゃあ俺は、本当にクビに……？」

「この会社に入ったのも、専務の息子として見られるのも不満だったんだろ？　これからは自分の意志で選択して、自分で責任を取って生きろ。ライバル社に情報をもらすような、自分勝手で短絡的なお前を社員にしたいと思う物好きな会社があればいいけどな」

　雅文が冷たい声で言うと、田端くんは唇をきつく噛んだ。そして無言のまま車に乗り込み、その場を去っていった。

　私がその様子を茫然としながら見守っていると、後ろから靴音がふたつ近づいてくる。

「瀧内。間に合ってよかったな」

　そう声をかけられ振り返ると、そこには内藤店長と青山さんがいた。

　雅文は「ありがとうございます」とふたりに向かって頭を下げる。

　そのやり取りをぽかんとして見ていると、店長がいたずらっぽい視線を私に向けた。

「瀧内から頼まれてたんだよ。田端って男が広瀬を訪ねてきたり、なにか異変があったりしたらすぐに知らせてくれって」

　どうして雅文がこんなにいいタイミングで駆けつけてくれたのか不思議に思っていたけれど、店長が知らせていたのか。

「もちろん、瀧内が来る前にやばい事態になったら助けに入ろうと思ってたぞ」

「ありがとうございます」

　私はそう言って頭を下げる。すると店長はさらににやにやした笑みを浮かべた。

「こういう場面で助けに入るのは、やっぱりけなげに姫を愛し続けた王子様がふさわしいだろうと思ってな」

「姫を愛し続けた王子さまって、なにを言っているんですか……！」

　突拍子もない店長の言葉に、思わずかぁっと頬が熱くなる。

「だってそうだろ。瀧内はアメリカに行ってる間も、広瀬は元気にやってるかとか、彼氏ができた気配はないかとか、めちゃくちゃ心配していつも探りの電話をしてきてたもんな」

「嘘……！」

　驚いて隣にいる雅文を見上げると、彼は顔を真っ赤にして手で口元を覆っていた。

「お願いですから、そういうことは秘密にしておいてくださいよ」

　さっきまでの毅然とした態度とは別人のような雅文の動揺っぷりに、店長の言葉は嘘じゃないんだと確信する。

「で、でも、私たちが付き合っていたことは内緒にしてたのに……っ」

「広瀬は隠しているつもりだったのか？　お前らが付き合っていたのはバレバレだったぞ。とくに瀧内は入社した頃から広瀬に惚れてて意識しまくりだったから、いつもからかって遊んでたのに」

「そうなの!?」

　ぎょっとして雅文を振り返ると、彼は弱った顔をしながらうなずく。

「ごめん。まどかが内緒にしたいって言うから隠してるふりをしていたけど、実は内藤店長も営業統括部のみんなも俺たちが付き合ってるのには勘付いてた」

　私は完ぺきに隠しきっているつもりだったのに、みんなにバレバレだったなんて！

　言われてみれば確かに、雅文と付き合った直後や彼がアメリカに行った後、営業統括部のみんながやけに優しい視線で私を見ていたような気もする。

　とくに大山さんとか！

「みんな瀧内と広瀬が好きで、ふたりに幸せになってほしいって願ってたんだぞ」

　優しい表情の店長に言われ、ぐっと胸が詰まった。そんな私の横で、雅文が頭を下げる。

「ありがとうございます。いろいろ迷惑をかけましたが、もう二度とまどかの手を離しません」

　そう言って、雅文が私の手をぎゅっと掴んだ。大きな手のひらに包まれて、愛おしさと安心感が込み上げてきた。




　雅文の車に乗り、運転席と助手席に並んで座って話をする。

「まだ混乱してるんだけど、ちゃんと説明してもらってもいい？」と私がたずねると、ハンドルを握る雅文がうなずいた。

「以前から、トーワカフェにうちの情報がもれているんじゃないかって上層部で問題になっていたんだよ。誰の仕業なのかはっきりとした証拠を見つけられずにいたんだけど、今回田端がまどかに情報漏洩の罪をかぶせようとしたおかげで犯人がしぼれた」

「私は疑われていたから本社から店舗に異動になったわけじゃないの？」

「まどかを疑うやつなんて社内にひとりもいないよ。犯人を警戒させないために一時的に本社から離れてもらう措置を取っただけだ。事情も説明せず不安にさせてごめん。すぐにもとの部署に戻れるようにするから」

　そう謝られ、ほっと胸をなでおろす。

　よかった。もうずっと本社に戻れないのかと思っていた。

「今回トーワカフェに流れたのは、まどかに渡した新店舗のデザイン案を写真に撮ったものだった。あれは実は不採用のものでまどかが持っている一枚しか残っていない」

「そうだったの？」

「それがトーワカフェに流れたことと、田端がまどかを犯人だと言い出したことで、彼に疑いの目が向いたんだ。あのデザインを知りうるほかの社員たちはあれが不採用のものだと知っていたから、わざわざそんな古い情報をライバル社に流すわけがない」

　不採用の古いデザインだから、雅文は私にこの店舗デザインを持っていても大丈夫と言ったんだ。そう思いながらバッグから手帳を出し、そこに挟んであったデザイン案を眺める。

「でも残念。こんなに素敵なのに不採用になっちゃったんだ」

　ため息をつきながらつぶやくと、雅文は助手席の前にあるダッシュボードを指さした。

「そこ、開いてみて」

　不思議に思いつつ言われた通りダッシュボードを開くと、中には封筒が入っていた。

「見ていいよ」と言われ、封筒に入っていた書類を取り出した私は、思わずため息をもらした。

「すごい……」

　そこにあったのは、新しい店舗デザインだった。

　天井が高く開放感のある店内の中央にガラス張りのスペースがあり、その中にまるでオブジェのように置かれた黒く大きな焙煎機。

　そして焙煎機を取り囲むように作られた円形のカウンター。

　大きな窓ガラスからは美しい風景が望め、カーペット敷きのスペースやソファの客席。ゆっくり本が読めるようなテーブル席に、店舗のあちこちに設置された高い本棚。

　どこか秘密基地のようでわくわくする素敵な店内。

「まどかと話したアイデアを盛り込んで、新しく作り直したんだ」

「すごく素敵！　こんなお店ができたらたくさんのお客様に喜んでもらえると思う！」

　感激する私に、雅文は柔らかく微笑んだ。

「まどかのおかげだよ。ありがとう」

　そう言われ、胸がいっぱいになる。

「私はなにもしてないよ。ただ、お店の理想を勝手に語っただけだし」

　照れくさくてうつむくと、車が赤信号で止まった。ハンドルを握っていた雅文の左手が私の右手に触れた。

「まどか。今日はこのまま俺の部屋に連れて帰ってもいい？」

　確かめるようにささやかれ、心臓が飛び跳ねる。

　私の頬が赤くなっていくのを、雅文はじっと見つめていた。

「あ、あのね……。今さらこんなことを言うのは虫がよすぎるって自分でもわかってるんだけど」

　私が意を決して話し出すと、雅文は静かにうなずく。

「三年前、私から雅文に別れを切り出したけど、本当はずっと好きだった。雅文がアメリカに行っている間もずっと忘れられなかった」

　そう言うと、雅文は驚いたように目を見開いた。

「じゃあ、どうして別れようなんて言ったんだ」

「田端くんに言われたの。雅文が御曹司だってことを教えてくれなかったのは、私がただの遊びだからだって。愛されてると思い込んでいる私を、雅文は裏でバカにして笑ってるって言われて。すごくショックで、捨てられるくらいなら自分から別れようと思って……」

「田端がそんなことを？」

　私の言葉を聞いた雅文は、顔をしかめて低くつぶやく。

「あいつがそんな言葉でまどかを傷付けたって知っていたら、一発じゃなくもっと殴ってやったのに」

　雅文が本当に怒っているのが伝わってきて、私は慌てて首を横に振る。

「でも、田端くんのせいだけじゃなく、臆病な私が悪いの」

　そんな話をしているうちに信号は青に変わり、雅文は車を発進させた。

　私は雅文の横顔を眺めながら続ける。

「私が小学生のときに父が家を出ていって、私たち家族は捨てられたの。そのときのショックが忘れられなくて、また大切な人に捨てられるのが怖くて……。信じるよりも逃げることを選んでしまった私が悪かったんだって、今はすごく後悔してる。本当にごめんなさい」

　私が頭を下げると、雅文の手がこちらに伸びてきた。

　ぽんと頭をなで、そのまま髪をかきまぜられる。

「それを言うなら、臆病なのは俺の方だよ。学生時代、俺が御曹司だって知ったとたん周りの反応が変わった。そのときのショックが忘れられなくて、まどかに社長の孫だって言い出せずにいた。嘘をついて傷付けてごめん」

「ふたりとも臆病で不器用だったんだね」

「そのせいで三年間も遠回りしていたんだな」

　そう言って見つめ合う。

　なんだか照れくさくて私が肩をすくめて笑うと、雅文が「あー……」とじれったそうにつぶやいた。

「どうしたの？」

「まどかのこと、めちゃくちゃ抱きしめてキスしたい」

　ストレートに欲望を言葉にされ、ぶわっと頭に血が上る。

「で、でも、車の中だし……っ！」

　動揺しながら首を横に振ると、雅文は「明日は仕事？」と聞いてきた。

「明日は土曜だからお休みだよ」と答える。

　店舗は年中無休だけど突然の異動だったので、本社に合わせて土日が休みになっていた。

「じゃあ、俺の家に連れて帰ってもいい？　多分、一晩中離さないと思うけど」

　甘い流し目を向けられ、慌てて顔を伏せた。

　そうやって宣言されると、ドキドキしてどうしていいのかわからなくなる。

「まどか。返事は？」

　ねだるように問われ、私は真っ赤になったままこくこくと首を縦に振る。

　その動揺っぷりを見た雅文はくすりと笑ってハンドルを切った。




「ま、待って……」

　玄関に入ったとたん甘いキスをされ、私は靴も脱いでいないのに息もたえだえになっていた。

「待てない」

　雅文に熱っぽい視線で睨まれて、体の奥が熱くなる。

「アメリカに行っていた三年間。ずっとまどかをこの腕で抱きしめたいと思い続けてきたんだから、待てるわけがないだろ」

「三年間、ずっと……？」

「ずっと。一日も忘れたことはなかった」

　そう言われ、心臓がきゅんと苦しくなる。

「アメリカの金髪美女に心が揺れたりしなかったの？」

「こんなにまどかが好きなのに、揺れるわけないだろ」

　私の問いかけに雅文は不機嫌な顔をする。そして私の首筋に甘く歯をたてた。

「んん……っ」

　甘噛みされてそのまま舌先でなぞられる。

　ぞくぞくと甘い快感が背中を駆け抜けて、膝が震えた。

「まどかこそ、俺がいない間に違う男に言い寄られてふらふらしたりしなかった？」

「す、するわけないよ……」

「本当に？」

　私の着ているブラウスのボタンをはずし、服の中に指を滑り込ませながらそう問いかける。

　私は必死に喘ぎ声をこらえながら首を縦に振った。

「本当に。雅文だけをずっと想ってたよ」

「まどかの心も体も全部、俺だけのもの？」

　確認するように手と唇で、私の体に触れていく。

「この綺麗な髪も柔らかい頬も華奢な肩も、こうやってまどかに触れてキスをするのは、俺だけ？」

「うん。全部、雅文のだよ」

　私がそう言うと、雅文はたまらないというように私を抱き寄せた。

　苦しいくらい抱きしめられ、幸福感が込み上げる。

「好きだよ、まどか」

　かすれた声でささやかれた愛の言葉にうなずいて「私も、大好き」とつぶやいた。

　目が合うとふたりとも涙ぐんでいて、思わず小さく笑い合う。

　幸せすぎて泣きたくなるなんて、ちょっとバカみたいででも愛おしくて仕方ない。

　何度も何度もキスをして、何度も笑って、そして何度も「愛してる」と繰り返した。

　そして本当に一晩中、雅文は私を離してくれなかった。




　翌朝、ぼんやりと目を開けると、こちらをじっと見つめる整った顔が見えた。

　私が目を覚ましたのに気付き、ふわりと微笑む。

「おはよう」

　甘い声でそうささやかれ、私も返事をしようとしたけれどうまく声が出ないことに気付いた。

「…………っ」

「どうした？」

　のどを押さえた私を見て不思議そうに首をかしげた雅文は、「もしかして、のどが痛い？」とたずねてくる。

　私が無言で首を縦に振ると、雅文は申し訳なさそうな表情になる。

「ごめん、昨日喘がせすぎた」

　そう言われ、一気に頭に血が上った。

　私ののどが痛い原因は商業施設の中に入っているお店の空気が乾燥していたのもあるけれど、一番は雅文にとことん愛されたせいだ。

　昨日ベッドの上でされたことを生々しく思い出す。

　三年ぶりに思いを通じ合わせ、理性や遠慮というストッパーを外してしまった雅文は、本当に情熱的だった。

　はっとして自分の体を見下ろすと、首筋はもちろん胸元から内ももまで。あちこちに赤いキスマークが残されている。

　それに、体の内側にはまだ雅文に何度も愛された感触が残っていて、頬がかぁっと熱くなった。

「顔が赤いけど、熱もある？」

　心配そうに顔を覗き込まれ、さらに頬が熱くなる。

　大丈夫だから、と必死に首を横に振ると、雅文は安心したようにふわりと笑って、それから触れるだけのキスをしてくれた。

　どうしよう。三年前に付き合っていたときの雅文も優しかったけれど、今の彼はさらに男の色気と甘さが増している気がする。

　こうやって見つめられるとドキドキして、心臓が飛び出しそうだ。

「そうだ。ちょっと待ってて」

　雅文はそう言い残しベッドルームを出ていった。ひとり残された私は、またベッドにもぐり込む。

　まるで夢を見ているみたいだ。

　雅文とこうやって幸せな気持ちで朝を迎えられるなんて。

　天井を見上げていると胸のあたりがくすぐったくなって、勝手に笑みがこぼれる。

　幸せすぎてじっとしていられなくて、シーツの中にもぐり込み膝を抱えぎゅっと丸くなっていると、大きな手のひらに頭をなでられた。

　シーツから頭を出すと、こちらを見下ろし微笑む雅文。

「口開けて」と言われ、不思議に思って目をまたたかせる。雅文はとろりとした琥珀色の蜜がのったスプーンを差し出した。

「…………？」

　きょとんと目をまたたかせる私に、雅文は反対の手に持ったガラスの小瓶を見せる。

「はちみつ。のどにいいかなと思って」

　なるほどとうなずいて、素直に口を開く。

　はちみつがのったスプーンを咥くわえると、舌が焼けるほどの甘い蜜が口いっぱいに広がった。

「どう？」

　私の顔を覗き込む雅文に、『すごく甘い』と声に出さず唇の動きだけで伝える。

「そんなに甘い？」

　問いかけにこくこくとうなずく私を、雅文は愛おしそうに見つめていた。

　私の頭をなでながら「昨日、無理させてごめんな」とささやく。

『謝らなくてもいいよ。私もうれしかったから』

　私がそう伝えようと口をパクパクさせると、雅文は綺麗な顔を崩してくしゃっと笑った。

「口の動きだけじゃ、なにを言ってるかわからない」

『だから、うれしかったって』

「ん？」

『うれしかったよって、言ってるの』

「なに？　もう一回抱いてほしい？」

『ちーがーうー！』

　いたずらっぽく笑った雅文に、私は慌てて否定する。

「昨日あんなにたくさんしたのにまた抱いてほしいなんて。本当にまどかは欲しがりだな」

『欲しがってないしっ！』

「欲しがってない？」

『そう！　欲しがってない！』

　むきになって大きく口を動かす私を見て、雅文は優しく微笑む。

「残念。俺は何度だってまどかを抱きたいのに」

　そんな色っぽい声でささやくのは反則だ。

　昨日何度も愛されて疲れ切ったはずの体が、雅文に見つめられるとまた熱を持っていく。

　赤くなった頬に気付かれたくなくてうつむくと、つむじにちゅっと短いキスが降ってきた。

「まどか。これ受け取ってくれる？」

　なんだろうと私が視線を上げると、雅文の手には小さな四角い箱があった。

　私はそれを見て息をのむ。

　雅文の長い指がゆっくりとその箱を開いた。

　中には大きなダイヤが輝く、豪華で美しい指輪があった。

「三年前、アメリカに行く前にこの指輪を渡してプロポーズするつもりだったのに、俺が臆病で勇気がなかったせいで渡すのがこんなに遅くなった」

　三年前から指輪を用意してくれていたの？　驚く私の前で、雅文は指輪を取り出し私の手を握った。

「一生まどかを大切にするから、この指輪を受け取ってくれる？」

　本当に私でいいの？と視線で問うと、雅文は力強くうなずいた。

「三年間離れて思い知ったんだ。どれだけまどかが大切か。この先なにがあっても必ずまどかを幸せにする。だからこれからはずっと俺のそばにいてほしい」

　誠実な言葉がうれしくて、視界が涙でにじんだ。

　私は顔をくしゃくしゃにしながら首を縦に何度も振った。

　それを見て、雅文は甘く微笑む。

「愛してるよ、まどか」

　私も愛してると言いたいのに声がかすれて言葉が出てこない。

　仕方なくぱくぱくと口を動かして伝えようと試みる私に、雅文はいたずらっぽい表情で首を傾げた。

「なに？　また抱いてほしいって？」

『だから、そんなこと言ってないってば!!』

　むきになって雅文の胸をポカポカと叩くと、彼は肩を揺らしながら笑って私の左手首を優しく持ち上げた。

「冗談。ちゃんと伝わってるよ」

　顔を真っ赤にした私を、愛おしそうに見つめて微笑む。

　そして私の左手の薬指に美しい指輪をはめてくれた。

「まどかも俺を愛してくれているって、ちゃんと伝わってる」

　私は左手にはめられた指輪を見下ろしながら、涙をこらえ『うん』とうなずく。

　そして顔を上げると、こちらに近づいていた雅文とこつんと額がぶつかった。

　ふたりとも目を丸くして、同じタイミングで噴き出す。

　くすくす笑いながら、鼻先を擦り合わせるように短いキスを繰り返す。

「もう一生、まどかを離さないから」

　キスの合間にささやかれ、幸せすぎて涙が込み上げてきた。

　本当はずっと想い合っていたのに、ふたりとも臆病で不器用だったせいで三年も遠回りをした。

　それでもお互いの気持ちが揺るがなかったことが、すごくすごくうれしかった。

「……うん。これからはずっと私のそばにいてね」

　洟をすすりながらそう言うと、私の声は情けないくらいかすれていた。

　思わずふたりとも同時に噴き出す。

　甘いムードが一気にほどけ、肩を揺らしながら笑い合った。

「俺が無理させたせいだけど、本当にひどい声だな」

　そう言われ、ひりひりと痛むのどを押さえしかめっつらをしていると、雅文がふてくされた私を愛おしそうに抱きしめた。

「もう少しはちみつなめる？」

　その問いかけに私は雅文の腕の中で首を横に振る。

『はちみつよりも、キスがいい』

　声に出さずに吐息だけでささやくと、雅文は柔らかく微笑む。

　そして、体が溶けてしまうくらい甘いキスが降ってきた。










エピローグ




　一週間ぶりに本社に戻れることになり、私は少し緊張しながら出社した。

　大きく息を吸い込んでからフロアに足を踏み入れると、一番に私の姿に気付いた大山さんが、ぱぁっと明るい笑顔になった。

「あ、広瀬さんおかえりなさい！」

　大山さんの声をきっかけに、あちこちから「おー！　おかえり」と声が上がる。

　こちらに向けられるのは、どれも優しい笑顔だった。

　あたたかく迎え入れられて、ほっとするのと同時にうれしくて胸がいっぱいになる。

「このたびはお騒がせしてすみませんでした。いろいろご迷惑をおかけしました」

　私が店舗に行っている間、私の仕事は課長をはじめみんながフォローしてくれていたと聞いていた。

　私が深く腰を折って謝ると、後ろからぽんと頭を小突かれる。

「広瀬は田端のバカに巻き込まれただけの被害者なんだから、謝る必要はないだろ。ここはお前の居場所なんだ。堂々と胸を張って帰ってこい」

　振り返ると、そう言って笑うのは課長だった。

「ありがとうございます」

　はにかみながらお礼を言うと、後輩の谷村くんがかけよってくる。

「おかえりなさい、広瀬さん！」

　たくましい体つきの彼に詰め寄られ、その迫力に後ずさりをする。

　けれど彼はおかまいなしで私の両手を取り、「広瀬さんがいない間、俺をはげましてくれる人がいなくてすごく寂しかったです！」と大きな声で言った。

　まるで、久しぶりに飼い主に対面した忠犬のようだ。

　谷村くんは前から私を慕っていてくれたけれど、こうやってがっしりと手を握られるとさすがに困る。

　これはどうすればいいんだと視線を泳がせていると、誰かが谷村くんの首根っこを掴んでぐいっと私から引き離した。

　驚いて見上げる。そこにいたのは不機嫌な顔をした……。

「まさ……。じゃなくて、瀧内部長！」

　週末ずっと一緒に過ごしていたから、つい名前で呼びそうになり慌てて訂正する。

「谷村。広瀬がいやがっているから、そうやって馴れ馴れしく近づかないように」

　雅文は穏やかな笑みを浮かべながら谷村くんに向かって言う。

　けれどその視線は、まなざしひとつですべてを切り裂いてしまいそうなくらい鋭かった。

　そんな雅文の迫力に危険を感じ取ったのか、谷村くんの顔が青くなる。

「す、すみません……！　久しぶりに広瀬さんの顔を見られたのがうれしくて」

　直角に近い角度で頭を下げる谷村くんに、私は「そんな必死に謝らなくても大丈夫だよ」と慌ててフォローする。

　しかし雅文の口元は微笑んでいるものの視線はまだ鋭かった。

　雅文の顔は整っていて黙っていてもオーラがあるから、不機嫌さをにじませるだけで迫力がすごい。

「瀧内部長。朝からこっちに顔を出すなんて、なにか用事ですか？」

　場を取り持つようにたずねると、雅文は「ああ」とうなずいた。

「田端の処分が決まったから、知らせておこうと思って。彼は解雇になったよ。専務も今回のことで腹に据えかねて、しばらく田端を東京から離れさせて実家のある田舎で一から出直させるって言っていた」

「そうですか……」

　そんなやり取りを見ていた大山さんが、「あれ。広瀬さん風邪気味ですか？」とたずねてきた。

「少し声が嗄かれてますよ」

　そう指摘され、跳び上がる。

　土曜の朝はガラガラだった声はなんとか普通にしゃべられるまでに快復したけれど、それでもまだかすれ気味だった。

「あ、あの、手伝いに入っていた店舗が、空調が強くて少し空気が乾燥していて」

　目の前の部長様にさんざん抱かれたおかげで声が嗄れましたとは言えず、作り笑いを浮かべながら言い訳をする。

「でもこの季節にハイネックの服を着てるし」

　今度は大山さんの後ろから小山さんが突っ込んできた。

　そろそろ梅雨入りの知らせが届くこの時期に、季節外れのハイネックで首をかくさざるをえない理由なんて、さらに言えるわけがない。

　焦りながら横目で雅文を睨むと、彼は動揺する私を見て小さく笑っていた。

　もう、なにその表情。

　声が嗄れたのもハイネックの服を着ているのも、全部雅文のせいなのに。

　そう文句を言ってやりたいのに、いたずらっぽく笑う表情がかっこよすぎて、悔しいけれどきゅんとしてしまう。

「あ、珍しい。広瀬さんが指輪をしてる」

「本当だ！」

　大山小山コンビの鋭い追及は続き、ふたりは私の左手の指輪に気付いた。

「あ、ええと、これは……っ」

　出社早々指輪に気付かれるとは思っていなくて、頬がぶわっと熱くなる。

　週末ダイヤのついたエンゲージリングをもらったけれど、さすがにこんな豪華な指輪を仕事中つけるわけにはいかないと私が言うと、雅文にものすごい不満顔をされた。

　それでもまだ正式に婚約したわけじゃないから気が引けると私が続けると、じゃあ普段使いできるものを買いに行こうと強制的にジュエリーショップへ連れていかれたのだ。

　そんなわけで、今私の左手の薬指にはシンプルな指輪がはめられている。

　そして雅文の左手にも。

「もしかして……」

　大山さんと小山さんはそう言いながら、にやにやと意味ありげな笑みを浮かべる。

　めざといふたりはすぐに雅文の左手もチェックし、私たちがペアの指輪をはめているのに気付いてしまったようだ。

「ええと、これは……！」

　私が慌ててごまかそうとすると、雅文はさわやかに微笑み私の肩を抱いた。

「悪いことをしているわけじゃないから、もう隠さなくてもいいんじゃない？　うちは社内恋愛禁止じゃないし」

　その言葉は、全面的に肯定したのと同じだ。

　わざわざそんな宣言しなくても！と慌てる私を無視して、その場にいる同僚たちからなぜか拍手が起こった。

「ようやくくっついたか。長かったな」

「おめでとうございます、瀧内部長」

「やっと報われてよかったですねー！」

　口々に祝福の言葉を向けられ、私は驚く。

　雅文はみんな私たちのことに勘付いてるとは言っていたけど、こんなにバレバレだったなんて！

　みんな笑顔の中、ひとりだけ私と同じように取り乱す人がいた。

「え、待ってください！　まさか広瀬さんと瀧内部長は、付き合っているんですか……っ!?」

　驚いて悲鳴のような声を上げたのは後輩の谷村くんだ。

「谷村、お前気付いてなかったのか。鈍いなぁ」

　あわあわと震える谷村くんを、課長があきれたように笑う。

「だ、だって瀧内部長はずっとアメリカに行っていたじゃないですか！　広瀬さんが瀧内部長を意識しているのはなんとなく気付いてましたけど、まさか付き合っているなんて！」

「三年前、日本にいた頃からこのふたりは付き合ってたんですよ。アメリカ赴任で離れている間は別れていたみたいですけど、瀧内部長が帰国して広瀬さんを追いかけまわしてようやくもとの鞘に収まったってやつですね」

　平然と説明する大山さんを、驚きのあまり二度見する。

「な、なんでそこまで私たちの恋愛事情が筒抜けなの!?」

　顔を真っ赤にした私に、大山さんと小山さんが生暖かい視線を向ける。

「だっておふたりとも感情が駄々もれですごくわかりやすいですよ」

「毎日観察して楽しませてもらっていました」

「仕事ができて性格もいい美男美女のふたりが、不器用にもだもだしてるのを外野から見物するの、ものすごくおもしろかったよね」

「本当本当、無駄にスペック高いくせにどこまで恋愛下手なんだよ！って焦れ焦れしながら見守っていたんですよ」

　生き生きとした表情の大山小山コンビの会話を聞いて、頬が熱くなる。人の恋路を娯楽として楽しむのは、お願いだからやめてほしい。

　羞恥心が込み上げてきて私が両手で顔を覆うと、雅文にぽんと頭をなでられた。

　そんななにげない仕草だけで愛情が伝わってきて、胸がきゅんと苦しくなる。

「そういうわけでまどかは俺のだから、もうさっきみたいに馴れ馴れしく触ったりするなよ」

　雅文は、私が谷村くんに手を握られたのをまだ根に持っているようだ。

　さわやかに微笑みながら、私は自分のものだと宣言をする。

　だから雅文、目が笑ってなくて怖いってば。

　鋭い視線に見据えられた谷村くんの顔が、引きつっているじゃない。

「ああやっていい男がなりふりかまわず嫉妬する感じ、本当いいですよね」

「わかる。見ているだけで心が潤うわ……！」

　新たな燃料を投下された大山小山コンビが、頭を寄せうれしそうにうなずき合っていた。

　この先もきっとこの調子で私たちの恋愛事情はからかわれるんだろうな。

　そう思うと少し頭が痛い。

　私が雅文の顔色をうかがうと、こちらを見下ろす彼と目が合った。

　雅文はくすりと笑ってわずかに身をかがめる。

「こうやって全力でまわりから祝福されたら、もう別れられないな」

　耳元でそう言われ、私はぎょっとして跳び上がった。

　まさか、私が逃げられないようにわざとみんなに付き合っていることを宣言した？　だからあんなに私に指輪をつけさせたがっていたのか。

　さわやかそうに見えて意外と腹黒い彼に気付いて、雅文のことを小さく睨む。

　そして背伸びをして彼の耳に唇を近づけた。

「そんな心配、必要ないから」

　――もう二度と雅文から逃げたりしないから覚悟して。

　私がそうささやくと、雅文が少し驚いた表情でこちらを見る。

　お互いに視線を合わせると、自然と笑みがこぼれた。

　これから先は一生あなたのそばにいるから、ふたりでずっと幸せでいられるように素敵な夫婦になろうね。

　にぎやかなフロアの中で私たちはそうささやき合いながら、周りから見えないように体の後ろでこっそりと手を繋いだ。
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特別書き下ろし番外編










甘いはちみつのような日々




　日当たりのいい清潔な病室。壁もカーテンもベッドのシーツもすべてが白く、窓から差し込む柔らかな日の光を反射して部屋は明るかった。

　そんな病室の中で、生まれたばかりの赤ちゃんを抱いたまどかが、幸せそうに微笑んでいた。

「ほら雅文見て、すごくかわいいでしょ？　手も足もこんなに小さいんだよ」

　うっとりとため息をついたまどかは、ゆるく握られた小さな手を指でそっとつつく。彼女の腕の中には、白く柔らかな布でくるまれてすやすやと眠る新生児。

　まるで絵画の中の聖母子像のような幸せで美しい光景に、感極まった俺は目を細める。

「パパ似かな、ママ似かな。どっちだと思う？」

　まどかが首をかしげてこちらを見上げた。

　彼女の問いかけに答えようと俺が口を開きかけたとき、目の前に茶色いふわふわ頭が入り込んできた。

　視界を遮られ、赤ちゃんを抱く幸せそうなまどかの姿が見えなくなる。

　思わず眉をひそめたけれど、割り込んできた茶色の頭の持ち主は俺にはお構いなしで赤ちゃんをまじまじと見つめる。

「どっちですかねー。朋美ちゃん似かなぁ」

「でも赤ちゃんはどんどん顔が変わるって言うし、これから瞬くんに似てくるかもね」

　そう言い合うのは、まどかの友人の朋美さんとその夫である小野寺瞬くん。

　瞬くんの浮気疑惑で何度も別れ話が持ち上がったふたりだけど、その後無事に結婚し元気な女の子が生まれた。

　出産したという報告をもらい、今日はお見舞いにやってきたのだ。

「どっちに似てても、かわいくて仕方ないよね」

　まどかが腕に抱いた赤ちゃんの額にそっと頬を寄せながら、ベッドに腰かける朋美さんに微笑む。

「本当にかわいいでしょ」

「うん。このまま連れて帰りたいくらい」

　目じりを下げて笑うまどかの表情に、俺はぐっと奥歯を噛みしめた。赤ちゃんはもちろんかわいいけれど、まどかもかわいすぎる。

「まどか、出産祝いありがとうね。雅文さんも、忙しいのにありがとうございます」

　朋美さんから声をかけられ、俺は平静をよそおいながら首を横に振った。

「いえ、かわいい赤ちゃんが見られてうれしいし、朋美さんも元気そうでよかった」

「私もはじめての出産でいろいろ不安だったんですけど、拍子抜けするくらい安産で助かりました」

　俺と朋美さんが話していると、瞬くんが身を乗り出してきた。

「朋美ちゃん、あっという間に産んじゃったからびっくりしたよ。これならあと三人くらいいけそうだよね」

「安産だったからって、無理しちゃダメだからね。産後は体力が落ちているし、赤ちゃんのお世話でなかなか寝られないんだから、瞬くんがちゃんとサポートしてあげてよ」

　お気楽な発言をする瞬くんに、まどかは顔をしかめてくぎをさす。そんなやり取りを見て、朋美さんはくすくすと笑った。

「そうだ朋美、赤ちゃんの名前は決まったの？」

「まだ迷ってる。いくつか候補はあるんだけどね」

「そっか。名前は一生ものだから悩むよね」

　まどかは腕の中で眠る赤ちゃんに向かって、「パパとママに素敵な名前をつけてもらうんだよ～」と微笑みかける。

「それにしても、まどかは赤ちゃんを抱くのが上手だよね。安心しきってるのか、さっきから気持ちよさそうに熟睡してる」

「弟たちのお世話で慣れてるから。退院してからも私に手伝えることがあったら遠慮なく言ってね」

「頼りにしてます」

　そう言って笑い合う彼女たちを眺めていると、まどかがこちらに視線を向けた。

「雅文も抱かせてもらう？」

　突然の言葉に驚いて反射的に肩がはねた。

「抱くって、こんな小さな生まれたての赤ちゃんを？」

　顔色を変えた俺に、まどかがくすくすと笑い近づいてくる。

「そんな構えなくても大丈夫だよ。ぐっすり寝てるし」

「そうそう。瞬くんだって抱けるくらいだから、雅文さんなら余裕ですよ」

「いや、でも……」

　少しでも力加減を間違えたら壊してしまいそうだ。戸惑う俺に、まどかが「雅文の手は大きくてあたたかいから、大丈夫」と微笑む。

「こうやって優しく首を支えてあげてね」

　恐る恐る出した腕に赤ちゃんをそっとのせられた。軽いけれど確かな手ごたえに、命の尊さを実感する。

「……柔らかくて、あったかい」

　感動してつぶやくと、まどかは「そうでしょう？」と吐息をもらして笑った。

「そうやって抱っこしてると、なんだかふたりの赤ちゃんみたいですね」

　瞬くんのからかいの声を聞いたまどかは、眠る赤ちゃんに向かって「パパとママですよ～」とちょっとふざけながらも優しく話しかける。

　するとその声に反応したのか、目をつぶったままの赤ちゃんが俺の指をぎゅっと握りしめた。

　小さな手の感触に、ぶわっと庇護欲が沸き上がる。

　無防備で小さな命が自分を信頼し身をゆだねてくれているんだと実感して、感激に胸が震えた。

「あ、雅文の指を握った」

　動けずにいる俺を見上げて「かわいいね」と微笑むまどか。その愛に満ちた表情を見ていると、愛おしさが込み上げてきた。

　知人の赤ちゃんを抱くだけでこんなに感動するなんて。まどかと俺の子供をこの腕に抱けたら、いったいどれだけ幸せなんだろう。

　想像するだけで目がくらみそうになる。

「こうやって赤ちゃんを見てると、私たちも欲しくなっちゃうね」

　それは、子作りしたいという意味だろうか。まどかの言葉に、愛情と煩悩が一緒になって押し寄せてきた。

　すると、瞬くんが口元に手を当てにやにやと笑う。

「こんな明るいうちから夜のお誘いをするなんて、まどかさんやらし～」

「違っ！　そういう意味じゃなくてっ！」

　顔を真っ赤にしたまどかが、慌てて否定する。

「なんだ、そういう意味じゃないんだ？　せっかくやる気になってたのに」

「ま、雅文までからかわないでよ」

　頬を膨らませてこちらを睨む彼女がかわいくて仕方ない。

「朋美ちゃんはしっかり育休を取って仕事に復帰する予定だけど、まどかさんも仕事を続けたいんですよね？」

　そんな瞬くんの質問に、まどかはうなずいた。

「一応、うちの会社は女性社員が多いから育児制度もしっかりしているし、育休から復帰して役職について働いている先輩もたくさんいるから、仕事はずっと続けたいと思ってる」

「そっかぁ。お互いいい会社でよかったね。来月披露宴だし、まどかももういつ妊娠しても大丈夫だね」

　朋美さんの言葉に、まどかは「ま、まぁ、そうだね」と恥ずかしそうに相槌を打つ。

　俺たちがヨリを戻してから約半年。

　お互いの親に挨拶をして、まどかは俺のマンションに引っ越してきた。結婚準備を進め、来月籍を入れ挙式と披露宴をする予定だ。

　ようやくまどかと結婚できる。彼女に心を奪われてからの長い年月を思うと感慨深い。

　まどかの綺麗な横顔を眺めながら、ウエディングドレス姿を見るのが楽しみだなと思っていると、彼女の視線がこちらに向いた。

　じっと見つめる俺を不思議に思ったのか「ん？」と小首をかしげられ、微笑みながら口を開く。

「いや、まどかに見惚れてただけ」

　そう言うと、「見惚れてたって……！」とまどかの頬が一気に赤くなった。

「だから、そうやってからかわないで」

「からかってないよ。こんな綺麗なまどかと結婚できるなんて幸せだなと思ってた」

　そんな俺たちのやり取りを見ていた朋美さんが「まどかと雅文さんがラブラブでうらやましいー！」と叫ぶ。

　すると、対抗するように瞬くんが朋美さんをぎゅっと抱きしめた。

「俺と朋美ちゃんだって負けないくらいラブラブじゃん」

「そうだけど。紳士な雅文さんがいきなりデレると、ギャップできゅんとするじゃない」

「ひどい。ほかの男にきゅんとするなんて浮気だ」

「今まで何度も浮気してきた瞬くんに言われる筋合いはないから」

　仲良く言い合うふたりを見て、まどかはくすくすと肩を揺らして笑った。

「瞬くん。パパになったんだから、もう二度と浮気しちゃダメだからね」

　まどかにそう言われた瞬くんは唇をとがらせる。

「浮気っていっても、朋美ちゃん以外の女の子と寝たことはないですよ」

「え、そうなの？　朋美は何度も瞬くんに浮気されたって泣いてたからてっきり……」

「朋美ちゃんは女のお客さんと連絡を取るだけで、浮気だって怒るんだもん」

　まどかは目を丸くして朋美さんを見る。ベッドに腰かける彼女は照れくさそうな表情を浮かべていた。

「だって、瞬くんはかっこよくてモテるから、不安で」

「そうやってすぐやきもちを焼く朋美ちゃんもかわいいし、愛されてるって実感できてうれしいんだけどね」

「もうほかの女の子と仲良くして私を嫉妬させないでね」

「わかってる。朋美ちゃんと赤ちゃんだけを大切にするから」

　そう言いながらひしっと抱き合う。

　どうやら些さ細さいなことに嫉妬してケンカして仲直りをするまでが、彼らにとって愛を確かめ合うひとつのパターンらしい。

　きつい抱擁を交わす朋美さんと瞬くんを眺めていると、俺の腕の中にいた赤ちゃんが眉をひそめ「ふぇ……」と泣き出した。

「あ、赤ちゃん起きたかな」

　まどかが抱っこを交代しようと俺に手を伸ばす。

　すると朋美さんが「ちょうど授乳の時間だから、起きてくれてよかった」と笑いながら立ち上がった。

「じゃあ、俺たちはそろそろ失礼しようか」

　俺がそう言うと、まどかは目を覚ました赤ちゃんの頬を名残惜しそうになでながら「うん」とうなずいた。




　自宅に帰ってきたまどかは、赤ちゃんを抱いた感動を忘れられない様子で、はぁーっとため息をつきながらソファに身を預けた。

　クッションを胸に抱き、「赤ちゃんすごくかわいかったね」と夢見心地でつぶやく。

　俺はそんな彼女の横に腰かけ、ソファの背もたれに腕を置いてまどかを見た。

「まどかも赤ちゃんが欲しい？」

　首をかしげて問いかけると、「それは、まぁ……」とうつむいたまどかの白い頬がじわじわと赤くなっていく。

「俺、生まれたばかりの赤ちゃんを抱いたのは今日がはじめてだったけど、かわいくて愛おしくてびっくりした。もし自分たちの子供だったら、きっと何倍も愛おしいんだろうな。今すぐとは言わないけど、いつか俺たちの赤ちゃんが欲しいって心から思った」

　今日抱かせてもらった赤ちゃんの重みを思い出しながらそう言う。すると、まどかが首をこくんと縦に振った。

「……私も雅文の赤ちゃんが欲しい」

　胸に抱いたクッションに顔をうずめてそうつぶやく。頭から湯気が出そうなほど照れた様子がかわいくて仕方ない。

　うつむいたまどかの頭をなで、つむじにキスを落とした。

　彼女の腕の中にあったクッションを取り上げると、まどかが潤んだ上目遣いでこちらを見つめる。

　その表情が色っぽくて、欲望と愛情が同時に込み上げてきた。

「おいで」とまどかの腕を引いて、向かい合うように俺の膝の上に座らせる。

　後頭部を引き寄せキスをしながら、額を耳を首筋を、ゆっくりと指でなぞっていく。

「あ……」

　俺の指が鎖骨を通りその下に移動すると、まどかが甘いため息をもらした。かまわず服の中に指をもぐらせる。膝の上の彼女の体がどんどん熱を持っていく。

「ここ、気持ちいい？」

　そう問うと、まどかは恥ずかしそうに俺の肩に顔をうずめた。

　体の反応を見ればわかりきっているのに、答えを言葉で聞きたくてもったいぶるように指をずらしてまどかを焦らす。

「気持ちよくない？」

「や……っんん」

　たっぷり焦らしてから指を動かすと、まどかは「もう、おかしくなっちゃうくらい気持ちいい……」と俺の肩にしがみつき泣きそうな声をもらした。

　愛おしさが込み上げてきて、噛みつくようなキスをした。唇を合わせながらまどかの服を脱がし、彼女の喜ぶところを甘くかわいがる。

　まどかは俺の指や唇の動きに合わせて、無意識に細い腰を震わせていた。まるで早く入ってきてとねだっているみたいだ。

　このまますべて奪ってしまいたい……。そう思ったけれど、なんとかこらえる。

「まどか、ベッドに移動しよう」

　俺がそう言うと、まどかは快感に溶かされとろんとした表情でこちらを見た。

「ベッドに？」

「ここはゴムがないから」

　俺の言葉を理解したまどかは、頬を赤くしてうつむいた。そんな彼女を抱き上げようとすると、腕をぎゅっと掴まれた。

「……いい」

「まどか？」

「避妊、しなくていいから」

　このまま入れて、と吐息だけでささやかれ、めまいがするほど頭に血が上る。

「いいの？」

　俺の問いかけにまどかはうつむいたままうなずいた。髪の間から覗く首筋や耳は真っ赤になっていた。

「……そんなことを言われたら、手加減できなくなる」

　俺の膝の上にいるまどかの腰を掴み、力任せに抱き寄せる。

　まどかの体はもうすっかり俺を迎え入れる準備ができていて、もともとひとつのパーツだったように隙間なくぴったりと合わさった。

「まどかの中、すごい。……やばいくらい気持ちいい」

　まるではじめて抱き合ったときのように、感動しながら熱い息を吐く。

「私も、すごく気持ちいい……。おかしくなっちゃいそう……」

　舌ったらずな口調でつぶやかれ、理性がぷつりと切れた気がした。細い腰を掴みぐっと体を押しつけると、まどかは甘い悲鳴を上げた。




　翌朝目を覚ますと、まどかが俺を睨んでいた。口を閉ざし頬を膨らませている。

「おはよう」

　俺がまどかの髪をなでながらそう言うと、彼女は声を出さず口をぱくぱくさせた。

　あ、もしかして……。

「また声が嗄れた？」

　問いかけに、まどかは思い切り不満顔でうなずく。

　なんの隔たりもなしで抱き合うのがうれしくて気持ちよくて、手加減を忘れてしまった。

　こんなに何度も抱いたのは、まどかとヨリを戻した夜以来だ。あの日まどかに無理をさせたと反省して気を付けていたのに。

　昨夜は『このまま入れて』とねだるまどかがかわいすぎて、理性が飛んでしまった。

「ごめん。昨日喘がせすぎた」

　さすがにやりすぎましたと頭を下げると、もっと反省してください、と言うようにまどかが俺の頭をペシペシ叩いた。

「次からはまどかの声が嗄れないように、キスで口をふさぎながら抱くようにする」

　俺がそう言うと、まどかの顔が真っ赤になる。

『そういうことじゃなくて！』

　慌てたように口をパクパクさせるまどかに、ベッドから体を起こし、ちゅっと触れるだけのキスをする。

　まどかは恥ずかしさを隠すように『もう』と唇をとがらせた。

「のどが痛いならはちみつを持ってくる？　それとも飴？　飲み物の方がいい？　昨日無理させた分、今日はとことんまどかを甘やかすから、なんでもわがままを言っていいよ」

　まどかの髪をなでながら顔を覗き込むと、ふくれっつらだった彼女がぷっと噴き出した。

「なに？」

　肩を揺らす彼女はなにが楽しくて笑っているんだろうと首をかしげる。

「もし赤ちゃんができたら、雅文はものすごい甘いパパになりそうだなと思って」

　まどかはかすれた声で言っていたずらっぽく笑った。

「自分でもそう思う」

　彼女の言葉に同意して苦笑いする。

　いつか子供が生まれたら、とことん溺愛してしまいそうだ。

　ふたりでくすくすと笑っていると、まどかが「……でも」と上目遣いでこちらを見る。

「なに？」

「もし子供が生まれても、私のこともちゃんとかわいがってね」

　そんなかわいいわがままを言うまどかが愛おしくて仕方ない。

「もちろん。まどかを一生愛してとことんかわいがるよ」

　そう言って短いキスをしてから微笑み合い、俺たちはもう一度ベッドの中にもぐり込んだ。




ＥＮＤ










あとがき




　私、大山の趣味は人間観察だ。これは私が伊野瀬コーポレーションに入社して一年が過ぎた頃のこと。

　社内を歩いていると、営業統括部の先輩の瀧内さんが女性社員から「私と付き合って」と告白される場面に出くわした。瀧内さんは背が高く有能で性格もいい、女性の理想を全て詰め込んだようなフルスペックのイケメンだ。

「好きな人がいるんだ」とはっきり断る瀧内さんに、諦めの悪い女性は「その人とは付き合っているの？　私、二番目でもいいから……」と甘ったるい視線を向ける。

「悪いけど、その人以外の女性に興味はないから」

　瀧内さんは静かに言い切り拒絶する。さすがイケメン。女性に言い寄られても少しも揺らがない余裕がかっこいい。感心していると、踵きびすを返した彼と目が合った。

「相変わらずモテモテですね」と声をかけると彼は「見られてたんだ」と苦笑する。

「さっき言ってた好きな人って、広瀬さんのことですよね？」さらっと指摘した私に、瀧内さんは驚いたようにせき込み「な、なんで……」とこちらを見た。

「傍から見ていたらバレバレですよ。瀧内さんがさりげなく口説いているのに、鈍感すぎる広瀬さんがなかなか気付いてくれないの」

　図星を指された瀧内さんは額に手を当て「あー……」とうなる。さっきまでの余裕が嘘のように、整った顔は真っ赤になっていた。そのギャップに私の胸は高鳴った。

　モテモテのイケメンが実はこんなに恋愛下手だなんて、おもしろすぎる……！

　その日から瀧内さんと広瀬さんを観察し、不器用な恋愛事情を見守るのが私の日課となったのだった。




　大山さんが雅文に協力するきっかけを想像してみました。仕事は出来るのに恋愛には臆病で不器用な雅文とまどかの恋は、書いていてとても楽しかったです。

　大人の色気が滴るような素敵な表紙を描いてくださったさばるどろ先生、担当の森さんをはじめこのお話が書籍になるまでに携わってくださった全ての皆様、そして本作をお手に取ってくださった読者様に、心から感謝しています。

　またいつか違うお話でお会いできるよう、これからも頑張ります。




きたみ まゆ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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